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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　のーぶる・まなー







「……うおー、なになに？　フェリスすげぇ美人じゃん」


　化け粧しよう室しつに入るなり、ライナ・リュートは思わず声を上げていた。


　ぼさぼさに寝ね癖ぐせで乱れた黒くろ髪かみに、やる気なさそうな黒い瞳ひとみ。


　猫ねこ背ぜの長身瘦そう軀くには、ここローランド帝てい国こくにおいて正せい装そうとされている黒いスーツを着こんでいるにもかかわらず、だらしなくシャツの胸むねを開き、裾すそもだしているせいか、全身から怠たい惰だな雰ふん囲い気きが溢あふれだしている。


　その姿に、化粧室にいた絶ぜつ世せいの美女が振ふり返り、


「ふむ。そういうおまえは、どこまでいっても甲か斐い性しようなしのダメ男だな」


　フェリス・エリスが、まるで感情というものを感じさせない、淡たん々たんとした声こわ音ねで言ってきた。


　彼女はもう、毎度のことながら本当に絶世の美女で。


　艶つややかな金色の髪に、切れ長の青い瞳。


　スタイル抜ばつ群ぐんの華きや奢しやな体。


　しかしいまはその完全無欠の肢し体たいに、いつもの革かわ製せいの軽けい鎧がいと長ちよう剣けん……という姿ではなく、眩まぶしいほどきらめくネックレスと、綺き麗れいなドレス。さらには元々毛け穴あな一つ見あたらない肌はだにおしろいをはたき、ピンクの口くち紅べにまで塗ぬっていて……


　ライナは思わず、


「ほんとどっかのお姫ひめ様さまみたいだな、おい」


　それにフェリスも、


「うむ。おまえのほうこそ、スーツを着てさえどこぞの路上生活者のようだぞ」


「ピンクの口紅とかまじで似に合あってるし」


「いやいや、その最高級の生き地じが使われた黒い装飾布ネクタイですら、人生に行き詰づまり、これからそのタイで首を吊つろうとしている落らく伍ご者しやのような雰囲気に変えてしまうおまえの力量に、思わず私は感服したところだ」


「…………」


　と、ひとしきり二人は褒ほめあったあと。


　ライナは寂さびしげな表情で言った。


「……落ち込こんでいい？」


「お、ではいよいよ首を吊るのか？　手伝おう」


「って、まじで嬉うれしそうに立ち上がるなよ！」


　ライナが怒ど鳴なるが、フェリスはそれに無表情のまま、
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「などと、そんな冗じよう談だんを言っている時間はないぞ、ライナ。約やく束そくの時刻まで、もうあまり余よ裕ゆうはない」


　言って、部屋の隅すみの置き時計へと目め配くばせする。それにライナもそちらを向くと、いまの時刻は夕方六時。六時十分には迎むかえの馬車が来て、外出する予定だった。


　ちなみにその約束というのは──


「…………」


　ライナは懐ふところから、命令書を取り出した。


　それはローランド帝国王から直じき々じきに送られてきた手紙だった。


　そこには、こんなふうに書かれている。





『親愛なる僕ぼくの親友、ライナ・リュートへ。


　今日は日ひ頃ごろ僕の仕事を一いつ生しよう懸けん命めい手伝ってくれるライナに、感かん謝しやの気持ちを伝えようと思って、この手紙を書きました。


　君がローランドに戻もどってきてくれたおかげで、どんなに僕が救すくわれていることか、それを伝えたくて、思わず筆ふでを取ったのです。


　ありがとう。


　本当にありがとう！


　と、感謝の言葉をいくら並ならべてみても、僕の気持ちは収おさまりそうにありません。


　だから今回は君に、感謝の贈おくり物をすることにしました。


　喜んでもらえるといいのだけれど。


　同どう封ふうしているチケットが、それです。


　高級レストランの招しよう待たい券けんなのですが、たまの休みくらい、美お味いしいものを食べて欲しいなと思い、贈らせてもらいました。フェリスと二人でデートにでも使ってください。


　あ、ちなみにこのレストランはいま貴き族ぞくたちの間で大人気で、なかなか予約が取れない店で……特に美食家で有名な、かのメルニュ伯はく爵しやくのお気に入りの店で、よく出入りしているほどの店らしい。


　そのメルニュ伯爵の隣となりの席を予約しておいたから……奴やつの動向を探さぐれ。あの野や郎ろう、最近麻ま薬やくの密みつ売ばいやらなにやら、黒い噂うわさばかりなんだが、相手が貴族なだけにこちらもあまり思い切った行動ができないんだ。ってなわけで、わかったらさっさと準じゆん備び開始～。もう徹てつ夜や四日目で眠いかもしれないけど……失敗は許ゆるさないから♪


　もし仮かりに失敗なんかしたら……


　っておいおい、俺おれにそんな怖こわいこと言わせるなよ……


　じゃあそういうわけで、頑がん張ばれ～。


　あなたの親友シオン・アスタールより[image: ]』


　なんて、読むだけで思わず涙なみだが出てきそうになる感動的な手紙を握にぎりしめて、ライナはわなわな震ふるえながら、


「……親友殺しの罪つみって重いと思う？」


　するとフェリスが、向こうは向こうで便せん三枚まいにもわたる手紙を破り捨て、


「許す！」


「ほんとですか裁さい判ばん長ちよう!?」


「あの脅きよう迫はく迫害王め……こんな恐きよう怖ふ政治がいつまでも続くと思うなよ！」


　やはりいつもの無表情のまま、しかし、憎にく々にくしげに言い放った。


　その、フェリスが破り捨て床ゆかに散ちらばったシオンからの手紙の切れ端はしを、ライナは見た。


　するとそこには、


『はっはっは。だんごの命が惜おしくば、俺の命令に従うんだな！』


　なんてことが書かれてて。


「まぁたおまえは、だんごごときで脅迫され……」


　瞬しゆん間かん。


「だんご様に、ごときをつけるとは何事だぁああ！」


　と、フェリスのダイヤの指ゆび輪わがついた拳こぶしが振り上げられる。


　それにライナは、


「ってちょっと待て!?　ダイヤはヤバイ！　ダイヤはやばっぐぎゃあああああああああああああああっ!?」


　ハンパない殺さつ傷しよう能のう力りよくだった。


　ダイヤに顔面をえぐられ、そのままライナは吹ふっ飛ぶ。化粧室の壁かべにぶつかり、そのままずるずる床に倒たおれていきながら、彼は見た。


　長年彼女と一緒にいるライナだけが気づくことができる、フェリスの無表情の中にかすかに現あらわれる、表情の変化。


　彼女は自分の指にはめられているダイヤの指輪を見て……そのあまりの殺傷能力の高さに驚おどろきの表情。


　そしてすぐさま、これはなかなか使えるじゃないかという表情。


　しかしその表情をライナに見られたと気づき、しまった！　と後こう悔かいする表情。


　そして急に、さっきまでの無表情とはまるで違ちがう、演えん技ぎ丸出しのすまなそうな顔になって、


「す、すまないライナ。まさかこのダイヤに、こんな凶きよう悪あく機能が付いているとは、さすがの私も気づくことができな……」


「やかましいわっ!!」


　ライナはげんなり怒鳴った。


　そんなこんなをしている間にも六時十分になってしまい。


　トントンっと化粧室の扉とびらがノックされる。


　そして扉の外から、


「時間です。馬車が到とう着ちやくしました」


　その声に、フェリスはまるで見下すかのような目で床に倒れているライナを見下ろして。


「……まったく。私があれほど時間がないと言ったのに、なにを床でごろごろ寝ころんで遊んでいるのだ。そんな自じ堕だ落らくな生活をしているから、おまえはいつも奥おくさんと娘むすめに、


『お父さんってほんと邪じや魔まだよねぇ。まじウザい。一生仕事から帰ってこなけりゃいいのに』


　などと面と向かって言われるのだぞ？」


　なんて意味不明な発言に、ライナは思わず顔をしかめ、胸むねを押さえて言った。


「……いや、あの、反論したいことは山ほどあるけど……とりあえずいま俺が言いたいことは……奥さんも娘もいない俺ですら胸が痛いたくなるようなこと言うなよ……」


「お父さんお口くさーい」


「はうっ!?　って、いやだから……」


「お父さんのパンツと一緒に、私の下着洗わないでよ！　汚きたならしい!!」


「はうぁ!?　ダメージ受けるからやめ……って違う！　ああもうだからおまえは、今度はまたどこでそんな言葉覚おぼえてきたんだよ」


　するとフェリスは得意げに胸を張はって、


「ふっふっふ。最近巷ちまたで流は行やっている小説を、おまえは知らないのか？」


「んぁ？　小説？　またなんかおまえしょうもない小説に影えい響きよう受けたのか？　ちなみにその小説のタイトルは？」


「『家庭崩ほう壊かい』」


「まんまだなぁ……」


「うむ。内容は、しがないパン屋のおやじの家庭が徐じよ々じよに崩壊し、路上生活者に身をやつし、最後にはかつて妻からもらった黒い装飾布ネクタイで首を……」


「そこに繫つながるのかよ！　ってか、なんでそんな暗そうな小説が売れてんの？」


　と、聞いてるだけでへこみそうになる話に、ライナがげんなりと言ったところで。


「あの、そろそろ馬車に乗ってもらわないと、時間的にまずいんですが……」


　扉の外からまた声がかけられ、


「あーはいはい、いまいきまーす」


　ライナは立ち上がった。


　そのまま、鏡かがみに映うつった自分の姿を見る。


　髪は寝癖でぼさぼさ。胸のボタンはだらしなく開き、装飾布ネクタイはゆるゆる。裾もだしっぱなしで。


「…………」


　その姿を半はん眼がんで見つめてから、ライナはフェリスにきいた。


「……このままで、いいと思う？」


　するとフェリスは大きくうなずいて、


「うむ。


　レストラン


　↓


　追い出される


　↓


　夢ゆめの路上生活スタート!!


　↓


　人生に絶ぜつ望ぼうして首吊り──という、『家庭崩壊』における黄金ルートの完成だ」


「……そんなもん完成されてもなぁ」


　とそこで、さらに扉の外から、


「まずいですって。あんまり遅おくれるとレストランの予約が自動的にキャンセルされちゃうんですよ。二人とも、早くしてください」


「え？　あ、ちょ、あと五分待って。すぐ用意するから」


　が、その言葉に、フェリスが言ってくる。


「ああもう見てられんな。私が用意を手伝ってやろう」


「っておまえが邪魔するから間に合わなくなったんだろうが！」


　だが、フェリスはそれに、まるであきれたようにため息いきをつくと、


「馬ば鹿かめ。おまえがこれから五分間、必死に身だしなみを整ととのえたとしても、『家庭崩壊』の黄金ルートをひた走るだけだとなぜ気づかない。そもそも、装飾布ネクタイの結び方すら貴き族ぞくと平民では違うのだ。おまえは貴族の装飾布ネクタイの結び方を、知っているのか？」


　もちろん、貴族ではないライナが、そんなことを知っているわけもなく……


　ライナは首を振ふった。


「じゃあ、どうしたらいい？」


　それにまた、フェリスはため息をつく。


「まったくおまえは、私なしではなにもできない男だな。仕方ない。馬車の中で私が、おまえの身だしなみを整えてやろう」


「まじで？　そういやおまえ、なんだかんだいって、実は貴族だもんな。じゃあやっぱ、こういう、なんていうか、正装だの、マナーだのに、詳くわしいのか？」


「ん。それなりの訓くん練れんは受けている」


「じゃあ今回はおまえに全面的に頼たよっていい？」


「うむ。やむを得ないな」


「助かった」


「ありがたく思え」


　そうして二人は、馬車に乗り込み、レストランへと向かったのだった。





　　　　◆





　場所は変わって。


　噂の貴族たち御ご用よう達たしのレストラン。


　その外がい観かんは、一言で言えば豪ごう華か。


　二言で言えば、すごい豪華。


　とにかく豪華で、無む駄だに豪華だった。


　その豪華なレストランにライナたちの乗った馬車は到着した。


　馬車の扉が開く。


　それにライナが馬車から先に降おり、フェリスの手を取ろうとすると……


　フェリスがそれに首を振り、


「馬鹿、違う。ライナ、貴族階級ではまず男が先に受付をすますんだ。それから女性を迎むかえにくる」


「んぁ？　そうなのか？」


「常じよう識しきだ。ちなみに受付のときは、レストランの入り口にいる案内役に、『ステフォ』と、声をかける。ちなみに『ステフォ』というのは、予約をしている者ですが、という意味の貴族用語だ」


「……ふへぇ～……そんなんがあるのか。全然知らなかった。今回はフェリスがいて、助かったよ。貴族特有の装飾布ネクタイの結び方も俺、知らなかったしな」


「うむ。まあ装飾布ネクタイの扱あつかいは、その場所ごとに結び方が変わっていろいろと難むずかしいのだ。知らなかったことを恥はじる必要はない。さあもういけ。あまりぐずぐずしていると、後ろの馬車に迷めい惑わくがかかる」


　それにうなずいて、ライナはレストランへ向かおうとする。


　すると後ろからフェリスが、


「背せ筋すじを」


「あ、そうか……」


　うなずいて、ぴんっと背筋を伸のばした。


　いつもとは違い、きっちりと整えられた黒い髪。通常とは違う、貴族特有の着方でのスーツの着こなし。


　その姿はもう、どこからどう見ても貴族で。


　ライナはレストランの入り口にいる案内役の男に、堂々とした声こわ音ねで言った。


「ステフォ」


　すると男はライナを見て、


「はぁ？　あの、いまなんと？」


「いやだから、ステフォ」


「すて、ふぉ？　その……それはいったいどういう意味が……それに、どういうつもりで装飾布ネクタイを、両りよう腕うでに四本も巻まいておられるのですか？」


「へ？　って、だってこれが、レストランにいくとき用の貴族の正装だって……」


　しかし、男の表情がどんどん怪け訝げんそうに曇くもっていく。


「またまた、ご冗じよう談だんがお上じよう手ずで。わたくしどもをからかっておいででございますか？　当レストランにそのようなお姿で入られることは、ご遠えん慮りよ……」


　が、そこまでで十分だった。


　ライナはまず、周囲を見回した。他の、貴族たちの姿を見る。


　装飾布ネクタイは色とりどり両腕に四本……なんて馬鹿げたつけかたはせず、普通に首に巻いている。


　案内役にも、ステフォ、だのとわけのわからない言葉を発さず、


「トーリだが」


「これはこれは、お待ちしておりました」


　なんて会話がかわされていて。


　ライナは、後ろを振り向く。


　すると馬車の中。


　絶世の美女がひどく楽しそうにこちらを見つめている姿を見つけて。


「……あんのクソ女」


　もう、泣きたくなった。


　だが、こんな場所で泣くわけにもいかないので、そのまま笑え顔がおを作り、案内役のほうを向いて、


「なんて冗談、受けないよねぇ……ごめんごめん。ちょっと出直してくるわ。これ、罰ばつゲームでさ。美人の気を引くのも、大変だよ」


　と、馬車を指さす。


　すると案内役は馬車の中にいる絶世の美女を見て、すぐに納なつ得とくとばかりにうなずいた。


「うわ、ものすごい美人ですね。なるほどあれほどの美女なら、それだけの価か値ちも……うらやましい限かぎりでございます」


「だろう？　うらやましいだろぉ？　あうう。じゃ、ちょっと彼女呼んでくるから」


「はい。お待ちしております」


　案内役は笑顔で言って。


　それにライナも笑顔で応こたえ、踵きびすを返す。


　そして足早に馬車に戻るとその、絶世の美女に向かって、
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「このクソ女、ぶっ殺すぞまじで！」


　腕の装飾布ネクタイを投げつけた。


　するとフェリスは少し傷きずついたような表情になり、こう言ってくる。


「ステフォ」


「だぁあああああああああ！　頼むからこいつ殺させてっ!?」


　今度こそライナは泣いた。


　そのまま腕の装飾布ネクタイを全部外し、一本だけ首に巻きなおす。


　そんなライナにフェリスは手を伸ばしてきて、


「さぁ、か弱い私の、エスコートを」


「……か弱い俺のエスコートは誰だれもしてくれないの？」


　と、半泣きで言いながら、ライナは彼女の手を取った。そしてそのまま馬車から降おろす。


　瞬間だった。


　馬車から降り立った女神めがみの姿に、周囲の貴族たちが感かん嘆たんの声を漏もらして。


　ある貴族が言った。


「なんて、なんて美しいんだ」


　それにライナは小声で言った。


「騙だまされてるって」


　ある貴族が言った。


「まるで、まるで妖よう精せいのようだ」


　それにライナは小声で言った。


「悪あく魔まの間違いじゃないのか？　もしくは暴ぼう力りよくの妖精とか」


　するとその暴力の妖精が言った。


「うむ。ではもう一発ダイヤで顔面をえぐってみようか」


　それにライナは小声で言った。


「……ごめんなさい……」


　そこで案内役の男が笑顔でやってきて、ライナの耳元に、小声で言ってくる。


「いやぁ、ほんとうらやましいなぁ」


「……あ、あはは……だろう？」


　ライナは、乾かわいた声でそう言った。


　そうして二人は、レストランの中へと入ったのだった。





　　　　◆





　レストランに入るなり、ライナは素早く周囲に目を走らせた。


　やはり外観同様、絢けん爛らん豪ごう華かな雰ふん囲い気きで。


　貴族たちが食事をしながら談だん笑しようしている。


　その、テーブルの一つ。


　おそらくライナたちが案内されるであろうテーブルの、隣の席に目を向ける。


　座すわっているのは、一人の老人と、若い女性。


「祖そ父ふと孫まごって関係か？」


　とも一瞬思ったが、老人がいやらしい笑みを浮うかべて、女の子の手を握にぎったので、


「じゃ、ないよな……」


　ライナは苦笑して、そう呟つぶやいた。


　それから彼は、シオンの手紙の内容を思い出す。


　あれがおそらく今回の目もく標ひようの……メル……メル……ああなんかもう忘わすれたけど、とにかくあいつがメルなんとかとかいう貴族のはずで、その会話を盗ぬすみ聞きしたり、尾び行こうしたりするのが今回の任にん務むだったはずなのだが……


　ライナは小声で、


「フェリス」


「ん？」


「あのさ、俺、あいつの名前忘れちゃったんだけど、なんて名前だっけ？」


「またおまえはそんな無む能のうぶりを炸さく裂れつさせるのか……いまからそんなことでは先が思いやられるぞ」


「うう……ごめん。いやもう、最近シオンにこき使われて徹てつ夜や続きでさぁ。脳のうの記き憶おく機能とか、完全に死に始め……って、そんなことはいいや。で、あいつの名前なんだっけ？」


　するとフェリスは自信たっぷりに、


「うむ。ダンゴ・ダ・ダーン男だん爵しやくだ」


「…………」


　そう。


　確かそんな名前だった。


　ダンゴ・ダ・ダーン男爵。


「…………」


　ンなわけねぇだろ！　と叫さけぶ気力はもう、いまのライナにはなかった。


　その他ほかにも。


　おまえも忘れてんのかよっ！　とか。


　誰だよいったいそれは!?　とか、突つっ込こみかたはいろいろあるだろうが……はぁっとため息をついて、ライナは疲れた声こわ音ねで言った。


「……ダンゴ・ダ・ダーン男爵って……なんか、名前の響ひびきはいいよね……」


「ふふ。だろう？」


　なにがそんなに嬉しいのか、フェリスは機き嫌げんよさそうにそう言う。


　それにライナはさらに脱だつ力りよくしながら、


「まあ、その、ここはとりあえずあいつをダンゴ・ダ・ダーン男爵って名前だとして、そのダ・ダーン男爵の……ダンゴ・ダ・ダーン男爵っ！の……ダンゴ・ダ・ダーン男爵っ!!の……ってああこれ、まじで言ってて気持ちいいな」


　するとフェリスはますます嬉しそうな顔をする。


「ふっ。当然だろう。この名前にたどりつくまで、私は三日三晩考え続けたのだからな」


「まじで？」


「うむ」


「おまえ、あほだろ？」


「あは[image: ]」


「っとか笑いながら、無表情でダイヤを構かまえない！」


　なんて二人がやってる間にも、ウェイターがやってきて、


「お待たせしました。お席の準備が整いました」


　そしてライナたちは席に案内された。


　ライナは椅い子すを引き、そこに座ろうとして……


　しかしそこで。


　フェリスが小声で言ってくる。


「……馬鹿、ライナ、こっちを見ろ」


「んぁ？　なんだ？」


　と、ライナが顔をあげると、目の前でウェイターが椅子を引き、フェリスが座るのを待っていて。つまり、自分で勝手に座るのは許ゆるされてないらしい。


「……あ、なんかそんなの、本で読んだことあるぞ……」


　ライナが振り向いてみると、ウェイターがにこやかな表情で彼の席を引いてくれて。


　続いてフェリスがまた小声で、


「……左から入る」


「あ、ああ、はい」


　ライナは慌あわてて椅子の左側に回り、着席する。そして、隣の席を見る。


　するとあきらかにダ・ダーン男爵が、こちらを不快そうな顔で見ていて……


　フェリスが言った。


「今回のこれは、極ごく秘ひ任務なのだぞ。あまり目立つような真ま似ねはするな」


「……い、いや、俺だって目立ちたくてこんなことやってるわけじゃないんだけどさぁ……まさか椅子に座るのさえ一苦労だとは思わなかったよ」


「うむ。まったくおまえは、私なしではなにもできない男だな。仕方ない。私がすべてリードしてやるから、それに従え」


「……って、なんかさっきと展てん開かい一緒じゃねぇか？　それでおまえ信じて、俺はさっきえらい目にあったんだけど……」


　だがそれに、フェリスはライナをまっすぐに見つめてきて。


「大だい丈じよう夫ぶだ。私を信じろ」


　そう言った。


　そしてそれは本当に真しん摯しな表情だった。


　フェリスのこんなまじめな顔を、ライナはいままで見たことがない。


　だから今回ばかりはライナも彼女を見つめ、大きくうなずくと、こう言った。


「絶対無理」


「あは[image: ]」


「だからなんでそこでダイヤっ!?　おまえさっき極秘任務だから目立つなって自分で言っ……」


　という、言葉の横から、


「お飲み物は、いかがいたしましょうか？」


　と、ウェイターがメニューを差し出してきて、ライナは言葉を止め、背筋を再ふたたびぴんっと伸ばした。


　そのままメニューを受け取り、見る。


「ええっと……うーん？　あー……」


　しかしそこには、ライナの見たこともないような酒の名前が並ならんでいて、その、どれを選んだら適てき切せつなのか、まるでわからなかった。


　だから一瞬、ライナは顔を上げ、フェリスのほうを見て……


「…………」


　しかし、彼女はわくわくしたような表情でこちらが彼女に助けを求めるのを待っていたので、顔を上げたことを後こう悔かいした。


　そこでフェリスが、なぜかいつもとは違う、甘えるような声音で言ってくる。


「もぉパパぁ～[image: ]　今日は私に決めさせて[image: ]」


　それにライナは、なぜパパ？　とか、いやそれよりも、どのパパ？　とか突っ込みそうになったが、それも踏ふみとどまる。


　メニューをフェリスに渡すと、彼女はその中から適当に見み繕つくろって、ウェイターに伝える。


　それでウェイターは下がっていき。


　フェリスが嬉しそうに、


「もぉ、パパは私がいないとなんにもできないんだから[image: ]」


「気持ち悪いからやめて……って、だいたい、どこでまたそんな口く調ちようを……」


　だが、その質問の答えはすぐに出た。


　隣の席。


　ダンゴ・ダ・ダーン男爵と一緒に座っている若い明らかに愛人にしか見えない、若い娘むすめが、


「もぉ、パパってばなんでも買ってくれるから、だーい好き[image: ]」


「うひひ、マーニュちゃんかわいいから、なんでも買ってあげたくなっちゃうよ～」


　そんな会話に。


　ライナはフェリスのほうを見て、


「ああ、じゃあいまのは、マーニュちゃん？」


　するとフェリスはうなずく。


「うむ。しかし、いまのでおまえの推すい理りが外はずれたことがわかったな。どうもあの娘がダンゴ・ダ・ダーン男爵をパパと呼んでいるところを見ると、あの二人は、歳としの離はなれた親子のようだ」


　なんて言い出して。


　ライナはそれに、フェリスを見つめて言った。


「……おまえいま、かわいい発言したなぁ」


「む？　なんのことだ？」


「……そうか、あれが親子に見えるか……やっぱフェリスは純じゆんだよなぁ」


「うむむ？　まさか貴き様さま、私を馬ば鹿かにしてるのか？」


「いやいや、むしろ褒ほめてるよ。あんなパパ～とか言って男に媚こび売る女よりも、フェリスがかわいいって話」


　すると彼女は当然とばかりにうなずき、


「うむ。私が世界最大級の山さん脈みやくを真っ二つにするほどの美び貌ぼうだということは、いまに始まったことではない」


「なんて意味不明なこと言って本気で喜んでるところが無む邪じや気きでかわ……無邪……あう……」


　その無邪気なまま、殴なぐりかかってくるから、かわいくないんだよなぁ……


　なんて思って、ライナは嘆たん息そくした。


　それはともかく。


　食前酒がきて。


　前ぜん菜さいがくる。


　それにフェリスが言ってくる。


「ナイフとフォークの使い方は」


「いや、それくらいはわかるよ。外側から使ってきゃいいんだろ？」


　だがフェリスはまた、あきれたような声こわ音ねで、


「馬鹿、ライナ。それはレベルの低いレストランでの話だ。ここは貴族専用の最高級レストランだぞ。やはりここでも貴族専用のテーブルマナーがあるのだ」


　なんて、もう、何度も繰くり返された同じような展てん開かいに、ライナは半はん眼がんのまま、きいた。


「へぇ、そうなんだ。たとえばどんなテーブルマナーがあるんですか？　フェリス先生」


　するとフェリスは自信満々にうなずき、


「最高級のレストランでは、前菜はこの右から二番目に置かれているスプーンで食べることになっているのだ！」


　と、力強く言ってくる。


　前菜は、スプーンで食べろと。


　そのままライナは自分の皿さらを見る。


　するとそこには、確かに一口大で、スプーンでも食べられそうな食べ物がいくつか並んでいるが、その他に、あきらかに一口では食べられないような肉が一切れあって……


「これも、スプーンで？」


「当然だ」


　フェリスは、うむっとうなずく。


　それにライナはやはり半眼のまま、フェリスを見つめ、


「じゃああの、僕にはとてもスプーンでこれを食べられそうにないので、見本を見せてもらえないでしょうか？」


　瞬しゆん間かん。


「えっ!?」


　フェリスが、あまりにわかりやすい驚きの声を上げるが、ライナはさらに言う。


「いやぁフェリス先生の華か麗れいなスプーンさばきを見られるなんて、僕はなんて幸せなんだろう」


　すると彼女はやはりいつもの無表情のまま。しかし、ライナにはわかる、うろたえた表情で、


「い、いや、あの……」


　だが、ライナはやめない。


「さっきあれほど真しん剣けんに『私を信じろ』とか言っといて、実はスプーンで食べるなんて噓うそでした、なんて展開は、ないよね？」


「え？　あ、も、もちろんだ……」


「じゃ、見本見せて」


「う、うむ」


　彼女はうなずき、スプーンを取る。


　そしてそのスプーンで前菜に手をつけようとしたところで！


「あ、あの、お客様」


　ウェイターから声がかけられ、


「う……」


　フェリスの動きが、びくりと止まる。


　するとウェイターが遠えん慮りよがちに、


「あの、お客様、こちらの前菜は……」


　しかしそこで、ライナは言った。


「ああ！　すまないフェリス。君はこういう高級店へくるのは初めてなのに、僕の配はい慮りよが足りなかったね」


「……うう……」


　フェリスがこちらをにらんでくるが、ライナは優やさしく微笑ほほえんで、


「前菜は、このナイフとフォークで食べるんだよ？」


「……ううう……」


「あ、ウェイター、気を遣つかわせてすまなかったね。下がっていいよ。もう大だい丈じよう夫ぶだから」


「これは、わたくし出過ぎた真ま似ねをしてしまいまして」


「いやいや、気づかなかった僕が悪いんだ。女性に恥はじをかかせてしまった。だがもう、愛いとしい君にこんな思いはさせないよ、フェリス[image: ]」


「……ううむむむむぅぅ……」


　と、そんな仲なかの良い恋こい人びと同士の姿に、ウェイターは安あん堵どの息をついて、去っていく。


　それを確かく認にんしてから、ライナはにやりと笑って言った。


「はっはっはー……今度は俺の勝……」


　だが、言葉はそこまで。


　目の前にいる絶ぜつ世せいの美女が、目にもとまらぬ速さでスプーンを一いつ閃せんした、瞬間！


　どういうわけかライナの皿の上の肉が、何等分されてるのかわからないほど細こま切ぎれになってしまい……


　さらにフェリスはこちらにスプーンを掲かかげて言ってくる。


「レストランを出たら、このスプーンでおまえをこの肉と同じ状態に斬きり分け……」


「って怖こわいから！」


　ライナが怒ど鳴なると、フェリスは大きくうなずき、


「私は、本気だ」


「う……」


　それにライナはたじろぐ。


　確かに、本気の目だった。


　彼女はやると言ったらやるのだ。


　ライナは自分の皿の、細切れになった肉を見て。次に切れ味の鈍にぶいスプーンで、無む理り矢や理り細切れにされていく自分の姿を想像して……


「……ご、ごめん、やりすぎた……だから命だけは……」


「無理だな」


「こ、ここは一つ、だんごを俺がおごるってことで……」


　途と端たん、彼女の顔がぱっと輝かがやいて、


「……に、二人前なら、考えてやってもいいかもしれん」


「……なんか俺の命って、すげぇ安くない？」


「ん？　じゃあ三人前おごってくれるのか？」


「いやそういう問題じゃなくてさぁ」


　とかなんとか、高級店だろうがどこだろうが、いつもとほとんど変わらない会話を二人がかわしている、そのときだった。


　隣の席。


　ダンゴ・ダ・ダーン男爵の席のほうから、


「くくく……しかし麻ま薬やくの密みつ売ばいがこうも儲もうかるとは……笑いが止まらんなぁ」


「マーニュ、仕事のできる男の人って大好きぃ[image: ]」


　なんて会話が聞こえてきた。


　麻薬。密売。そのキーワードに、ライナの目が、鋭するどくほそまる。


「……おい、フェリス」


　すると彼女も、急に警けい戒かいしたような、真しん剣けんな表情に変わる。そして、


「……い、いまさらだんご三人前もおごれないなどと言いだしても、もう遅おそいぞ！」


「そんな話じゃなくて！　隣の席だよ。なんかいま、麻薬だの密売だの言ってるだろう」


「ん？」


　途端、彼女の目も鋭くほそまる。その瞳で、隣の席を見み据すえ、


「……麻薬……？　それはいったい、なんの話……」


「って忘れてんのかよ！」


　その言葉に、フェリスはしばらく無言で思考を巡めぐらせるような表情になってから、数分後。突とつ然ぜん彼女はこちらをにらみつけ、


「おいライナ貴様、まさか任にん務むを忘れてるんじゃないだろうな？　我われらはあの、バババヒュン男爵の黒い噂を調べるという、重大な任務を背負っているのだぞ!!」


「…………はい、いまさらながらの説明ありがとね……よく思い出せました」


　ライナは言って、深くため息をついた。


　しかし彼女は自じ慢まんげに胸を張はって、


「うむ。私は一度見たものは、絶対に忘れないという特とく殊しゆ能のう力りよくがあるのだ」


「……なんてことを、すでに自分で言い出したダンゴ男爵の名前すら原形とどめてないのに、自慢げにそう言い切れちゃうところとか、尊そん敬けいしてるよ俺は……」


　疲れた声こわ音ねで言ってから、ライナはもう一度、バババヒュン男爵を見た。


「で、どうする？」


「ん。あまり反はん応のうするな。このままそしらぬ顔で食事を続ける」


「だな」


　二人の任務は、いまここでバババヒュンを捕とらえることではないのだ。


　聞き耳を立て、さらに尾び行こうして情報を集めるのが今回の任務。へたに妙みような動きをして、相手に警けい戒かいされるわけにはいかない。


　だから普ふ通つうを装よそおわなければならないのだ。


　普通に、ただ、レストランに食事にきた、貴族二人を演じる必要がある。


　ライナは食事を再開した。


　彩いろどり豊かに盛もりつけられた前菜を口へと運び。


　その瞬間、彼の目がかっと見開かれた。


「うお、なんだこれ。すげぇうまいな……」


　続いてフェリスも前菜を一口。そして、


「ううむ。確かにこれは……評ひよう判ばんになるだけのことはあるな」


　なんてことを言いながらも、耳はバババヒュン男爵のほうへと向けている。


　いつ重要な情報が飛び出すか、わからないのだ。全身の神しん経けいを総動員して、隣のテーブルの会話に耳を……


　とそこで、今度はスープが出てくる。


「こ、これもうまいぞ！」


「ん。これはきっとだんご粉こが隠かくし味……」


「いやそれは絶対ない」


　なんてことを言いながらも、耳は隣のテーブルへ……とそこで、魚料理が出る。


「こ、これもうめぇええええ！　俺ってば、生きててよかった～」


「うむぅ……おそらくこのうま味は、五千年のだんごの歴史を勉強したシェフによるものだと見た」


「って、また意味わかんねぇことを……」


「ん？　だんご五千年の歴史について聞きたいのか？」


「いやそんなこと全然言ってないけど……話したいなら別にいいよ？　魚うまいし」


「ウェイター、会計を頼む」


「あ、はい、メルニュ伯爵様。いつもありがとうございます」


「あれは五千年前、私が初めてだんごを食べたときに、物語は……」


「じゃあマーニュちゃん、帰ったら薬を一発キメて、また楽しいことしようねぇ」


「いやんもぉ[image: ]　パパったらえっちなんだからぁ[image: ]」


「うお、おまえってば五千年も前からだんご食べてたんだ」


「当然だ」


　なんてことを言ってる間にも、肉料理が出て。


　デザートが出て。


　そのたびに二人は舌した鼓つづみを打つ。


　そんな楽しいひとときを、二人は過ごしたのだった。





　　　　◆





　そして食事は終わり。


　ライナは満足げな顔で言った。


「いやぁ、うまかったなぁ」


　それにフェリスも満足げにうなずく。


「デザートにだんごを出さないという致ち命めい的てきな失敗はおかしたが、なかなかだった」


　本当に、料理はおいしくて、楽しいひとときだった。


　フェリスの、五千年に及およぶ壮大なだんご捏造物語ふあんたじーも意い外がいにおもしろかったし。


　今日は充じゆう実じつした日だったなぁと、満ち足りた気持ちになる。


　ただ、なにか。


　なにかが物足りない。


　なにか忘れているような気がして。


　心の中に、違い和わ感かんが残っていて……


　それを探すように、ライナは周しゆう囲いを見回した。するとフェリスのほうも同じ気持ちなのか、周囲を見回し、やがて二人の目が、合う。


　そしてそのまま、まるで申し合わせたかのように、二人の目は、隣の席へ。


　いつのまにかダンゴ・ダ・ダーンも、バババヒュンも、メルニュ伯爵も帰ってしまい、いまはもう空席になっている、隣のテーブルへと向けられ……


『…………』


　そう。


　唯ゆい一いつの心残りがあるとすれば、これ……


　その答えを、フェリスが言ってきた。


「うむぅ……やはり、デザートにだんごを食べないと、食べた気がしないな」


「ああ、やっぱそれか！　そうだと思ったんだよ。どうも腹のあたりに違和感があると思ったら……やっぱあれだなぁ……高級料理はうまかったけど、俺の腹には合わないや」


「では口直しに、最近私がひいきにしているだんご店にでもいくか？」


「いいねぇ。あ、それじゃそこは俺がおごるよ。ほら、さっき三人前おごるって言ったろ？」


　なんて会話をしながら、彼らは席を立つ。


　任務なんかは完全無む視し。


　二人は平然とレストランを後にして、幸せな気分で夜の街まちへと消えてしまったのだった。





　　　　◆





　ちなみに。


　二人が向かっただんご店にはなぜか意地悪な笑みを浮うかべたシオンが待っていて、


「いやぁ、もし失敗なんかしたら……っておいおい、俺にそんな怖いこと言わせるなよ」


　なんて恐きよう怖ふの展てん開かいになろうとしていることは……


　二人はまだ知らない。







（のーぶる・まなー：おわり）







　ぶらいと・ふぁみりー・ぷらん







　絶ぜつ世せいの美女が言ってくる。


「……ライナ。おまえに……おまえに聞いてもらいたい話があるんだ……」


　なぜか彼女は泣きそうな、切せつ羽ぱ詰つまったような表情。


「んぁ？　なんだよフェリス。急にあらたまって」


「いや、その……あ、あれだ。おまえは、子こ供どもは好きか？」


「子供？　なんだよそれ？　いや、嫌きらいじゃないけど、それがどうした？」


「実は……」


「うん」


「実はどうやら……私はおまえの子を妊にん娠しんしてしまったようだ」


「はぁ？　お、おまえ、なんの冗じよう談だんを……」


「冗談では、ないのだ」


「い、いやでも、俺おれらそんな心当たり……」


「そ、そんな……ではこの間の夜のあれは……」


「へ？　この間の夜のって、なんだっけ？」


　と、考えを巡めぐらせると、急になぜかそんなような心当たりがあるような気がしてきて。


「あ、あれ、俺らって、そういう関係だっけ？」


「ひ、ひどい」


　そう言って、彼女の瞳ひとみから、涙なみだがぽろりとこぼれるのに、彼はさらに当とう惑わくする。


「ええええ、な、涙？　え、えと……泣くなよおまえらしくない……」


「で、でも」


「ちょ、ちょっと待った。ごめん。あ、あれだよ、あんまり突とつ然ぜんのことだから俺、記き憶おくがこんがらがっちゃって……ええと？　俺らはそういう関係で……その、あの……そういう心当たりがあってだな……でもって、妊娠したと？」


　すると彼女はうなずいて、


「……私は、私はどうしたらいい？」


「……いや、どうしたらいいって……あの」


　そして、彼は考え込んでしまった。


　どうしたら一番いいのか。


「俺は……」


　俺の子をこの世に残すわけには……


　でも、だからといって彼女を傷付けるのも嫌いやだ。


　じゃあ、じゃあどうすれば……


　とそこで、彼女が言ってくる。


「……ライナ」


「ん？」


「……怖こわい」


「あ、ごめん」


　そして彼は、不安そうに震ふるえる彼女をそっと抱だきしめてって待て待てちょっと待てそれにしてもこの展てん開かいはあきらかにおかしいだろうっていうか……





　　　　◆





　とそこで、ライナ・リュートは目を覚さました。


「……あ、やっぱ夢ゆめだ……うぁあああ、ってか、なんで俺ってばこんな夢を？　あ、もうなんかすげぇ疲つかれた……」


　疲れた声こわ音ねで、ぐったりと言う。


　寝ね癖ぐせでぼさぼさになってしまった黒くろ髪かみに、寝起きのときも、目が覚めているときも、いつでも眠ねむそうに緩ゆるんでいる気け怠だるい瞳。


　その黒い瞳で周しゆう囲いを見回す。


　するとそこには、闇やみが広がっていた。


　深夜。ローランド帝てい国こくの、ライナが滞たい在ざいしているいつもの宿屋。


　やはりいつものごとくこの国の王にこき使われまくって久ひさしぶりの帰き宅たく。


　五日徹てつ夜や。やっと寝れる。


　部屋に帰り、ベッドに飛び込み、一気に夢の世界へ飛び立ってもう二度と帰ってこないぜこれほんとに!!　と、意気込んで寝て、すぐに見た夢があれで。


「……はう、夢の中で真しん剣けんに悩なやみ過すぎて、余よ計けい疲れちゃったよ……ったくほんとに、なんであんな夢見たかなぁ……はぁ……」


　ライナは思い出すだけで疲れるとばかりに、首を振ふった。


「ああもう寝よ……そうじゃなくてもどうせ明日朝一番にシオンの馬ば鹿かが仕事しよーっとかむかつく爽さわやか笑え顔がおで言ってくんだ……いま寝とかないと……俺……死んじゃ……」


　なんてことを言いながら、彼は再ふたたびうとうとし始めた。すると。


「私、私ライナの子なら……」


「ってだからなんでまたこの夢なんだぁ!!」


　と、勢いきおいよく起きあがるライナ。


　そのまま頭を抱かかえた。


「眠れねぇええってか、なんでこんな夢？　ああもう勘かん弁べんして……ってか、普通に寝かせて……早く寝なきゃ……」


　しかしそんなことを言いながらも、すぐに眠りの世界へ向かい始めようとしたところでまた。


「……あなたの子供が産みたいの！」


　が、それにライナは少し目を開き、半はん眼がんで言った。


「っておい……いまの言葉、あきらかに部屋の中でしなかったか？」


「…………」


　返事は、ない。


　だが、ライナはもう気づいてしまっていた。


　いままではあまりの眠気に気づかなかったが、部屋のタンスの中に何者かの気け配はいがあることを。そしてこんなことをするのは……


「……なんの冗談だ？　フェリス」


「…………」


　しかし、やはり答えはない。


「なぁもう、こんな馬鹿な遊びはやめて、寝ようぜ？　そうじゃなくても俺らシオンにこき使われてロクに寝てないんだからさ……」


「…………」


　だが、タンスから答えは返ってこない。それにライナは起きあがり、


「じゃ、なにか？　俺はおまえをタンスから追い出してから、寝なきゃいけないと？」


「…………」


「俺、五日寝てないんだよ？　もう、めんどくさいことしたくないんだよ？」


「…………」


「ああもう、はいはい、わかったよ。相手してほしいのね……眠れないの？　でも俺、ちょっと今夜はおまえの遊びに付き合えないなぁ……明日じゃだめ？」


「…………」


　だが、それにも返事はなくて。


「わかった……もうどうにでもして……」


　ライナは泣きそうになりながら、言った。


　そのままタンスに手をかけて、


「さて、じゃあ開けるぞ？」


「…………」


　やはり返事はなかったが、そこでライナは、もう問いかけるのをやめた。


　そのまま一気に、タンスを開けた。


　そしてタンスの中を、見る。


　瞬しゆん間かん、そこには恐きよう怖ふの光こう景けいが広がっていた。


　フェリス……ではなく、見み覚おぼえのある男が、なぜかもう死にかけの様よう子すでタンスの中でぐったりしている。


　ライナとは対たい照しよう的てきに、きっちりと整ととのえられた黒髪に、好青年然とした美形。


　手にはなぜか、頭にフォークとナイフを無む理り矢や理り合体させられている、意味不明なブタのぬいぐるみ。


　確たしかこいつの名前は……シルワーウェスト・シルウェルト。通つう称しようシル。


　彼はローランド帝てい国こくの名門の貴き族ぞくなのだが、代々、槍やりを最強の武器と定め、槍そう術じゆつを極きわめ続けてきたとかいう、もうほんとわけのわからない一族だったりする。


　どれくらいわけがわからないかというと、こいつはこの手に持ったブタのぬいぐるみを真剣な表ひよう情じようで高々と掲かかげては、


『さあライナさん！　今度こそ僕ぼくが改造に改造を重ねて造りあげた槍・ブーちゃんマークIIで、あなたを倒たおしてみせます!!』


　なんて言われても怖こわいだけだから!?


　という迷めい惑わく一族を、あの馬鹿シオンの奴やつは、ライナたちがローランドを離はなれ、勇ゆう者しやの遺い物ぶつ探たん索さくをしている間の情報伝達役として使っていたのだ。


　しかしそいつがなぜ、いまここにいる？


　もうライナは、シオンの下もとでこき使われているのだ。なら、伝達役なんていらない。


　いやそれどころか、こいつはイエット共和国が大だい洪こう水ずいで壊かい滅めつしたときに、海にさらわれて消えたはずなのだ。


　なのに、それがまたなんで俺の部屋のタンスの中で死にかけてるんだ？


　おまけになぜ、ただのぬいぐるみのはずのブーの奴まで、シルに寄より添そうように一いつ緒しよにげっそり死にかけてる？


「……うう」


　もう、わけがわからなかった。


　とそこで、シルが目を開けた。そして息いきも絶たえ絶だえ、いまにも死にそうな声こわ音ねで、


「あ、あああ、ら、ライナさん……やっと、やっと会え……」


　が、そこで。
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　バタン。


　ライナは、勢いきおいよくタンスの扉とびらを閉じた。


「…………よし。見なかったことにしよう」


　そのまま踵きびすを返し、ふうっとため息をついて、額ひたいの汗あせを拭ぬぐう。


　危あぶなかった。


　本当に危なかった。


　あと一瞬遅おそければ、意味不明な異い次じ元げんストーリーに巻まき込こまれるところだった……


　だが、危き機きは去った。


　ライナは勝利したのだ。


「あれだな……やっぱ、あんまり寝不足が続くと、幻げん覚かくとか見ちゃうよなぁ……」


「あなたに再び会うことができて、嬉うれしいですライナさん」


「あらら、今度は幻げん聴ちようだよまいったなもぉ」


「僕はずっと、ずっとあなたに会いたかったんです」


「だからなんで俺に!?　って、突つっ込むな俺！　幻聴だから！　正気に戻もどれ!!　俺は、俺は寝るん……」


「そう。ライナさんが帰ってくるまでの五日間、飲まず食わず、トイレまで我が慢まんしてタンスの中で苦く悩のうする日々……」


「ってそんな理由で死にかけてたのかよ!!」


　瞬間。


　バンっとタンスが開く音。そしてきらきらした瞳でシルがこちらを見つめていて、


「あ、ついにこっちを向いてくれましたね！」


「しまったぁあああああああああああ!?」


　ライナは悲ひ鳴めいを上げた。


　するとシルは心底嬉うれしそうに、


「ライナさんが僕との再会をそんなに喜んでくれるだなんて、嬉しいなぁ」


「喜んでねぇえええええええってか、このノリで進むの？　このノリで、完全に会話が成立しないまま、俺はこいつにこれから振ふり回されるの!?」


「んもう、ライナさんってばはしゃいじゃって」


「どこがはしゃい…………あ、もうだめ。吐はきそ……頭ず痛つうが……はうあうわ」


　もう、絶ぜつ望ぼうしかなかった。


　しかしかまわずシルが言ってくる。


「ところでライナさん、折おり入って、相談があるのですが……」


「やだ」


「相談というのは他ほかでもありません」


「ほら！　ほらぁ!!　会話が全然成立してねぇ!?　助けて!?　誰だれか助けて！」


　叫さけぶが、助けはこない。


　シルはこちらの言葉など完全に無む視し……というよりも、はなから聞こえていないかのような表情で、続けてくる。


「こんなことを相談できるのは、親友であるあなたしかいないのです……」


「うあ……俺っておまえの中で、親友扱あつかいなの？」


　するとシルは拳こぶしを握にぎりしめ、力強く言ってくる。


「もちろんです！　というか、僕には友達と呼よべる人間自体、ライナさんぐらいしかいません！」


「……………………いや、いまなんか、ちょっと悲しいこと言ったよな……」


「で、相談なんですが」


「……うん」


　ライナはもう、あきらめてうなずいた。


　シルはそれにやっと、タンスから出てくる。


　ブーの奴を肩かたに載のせ、それから一度、窓まどの外を見つめる。


　そして少したそがれたような顔になると、


「……今日は、なんていい夜なんでしょう」


「いや、相談は？　早くしてくんないと、そのいい夜が明けて、シオンの馬鹿が起こしにくるんだけど……」


　するとシルは大きくうなずき、


「相談というのは、他でもありません」


「それさっきも言ったから、その続き」


「聞いて、あんまり驚おどろかないでくださいね？」


　それにライナは、うんざりしたような声音で言った。


「大だい丈じよう夫ぶ。おまえがタンスにいたのを見つけたときの絶ぜつ望ぼうほど、大きな驚きはこの世にそうないと思うから……なに言われたって、へぇ……くらいの反はん応のうだと思うぞ？」


「じゃ、じゃあ、単たん刀とう直ちよく入にゆうに、言いますよ」


「手早くな」


　するとシルは小さく、息を吸すった。それからライナを見て、


「実は……あの、いま付き合ってる僕の彼女が、あれをしたと言ってきてるんですけど、この場合僕どうすればいいんでしょうか？」


「あれってなに？」


　するとシルはあっさり、


「妊娠です」


「はぁあああああああああああああああ!?」


　結局ライナは驚いた。


　それにシルもうろたえた表情になって、


「だ、だから驚かないでくださいって言ったじゃないですか！」


「お、驚かないわけないだろうが!?　だっておまえ、に、に、に、妊娠だぞ妊娠！　夢の中でもあんなにうろたえ……ってあの夢おまえのせいかああああ!?」


「ぎゃあああああ!?　な、なんで突とつ然ぜん殴なぐるんですかライナさん!!」


「いいんだよ！　と、とりあえず話続けるぞ？　ちょっと待て。落ち着け。よおく考えて、ゆっくり話せ。ほんとに妊娠？　ニンジンじゃなくて、ニンシンなのか？」


　すると、シルは深しん刻こくな顔のままうなずいた。


「彼女は、そう言ってます」


「ま、まじかよ……タンスに五日も入ってるようなアホに子供？　そ、そりゃまずいだろう……いや、だいたいおまえいくつだよ」


「あの、十九です」


　その言葉に、ライナは腕うで組ぐみをする。


「十九……十九か……俺と同い年……やっぱちょっと、早すぎ……いやいやでも、まあ、そんなに早いってわけでもないか……で、でもなぁ……」


「うむ。私も主マスターは、子供を持つには早すぎるように思う」


「あ、ブーちゃんもそう思う？　だろう？　だよなぁ……」


　と、微び妙みように不ふ思し議ぎな会話が交かわされたが誰も突っ込まないので話はそのまま進んでいく。


　シルが不安げな顔でライナを見つめながら、


「ぼ、僕はどうしたらいいでしょうか……」


「う～ん……いやその前に、妊娠した相手が誰なのかって問題もあるよな……も、もしかして、あれか？　おまえ、イエットが壊かい滅めつするとき、妙みようにエステラと仲なか良よくなってたけど……まさかあのあとエステラと……」


　するとシルはまたもあっさり、


「はい。エステラさんと、お付き合いさせていただいて……」


　が、言葉はそこまで。


「ま、まじでぇええええええええええ？」


　ライナは、思わず叫さけんでいた。


　ちなみにエステラというのは、イエットの一大詐さ欺ぎ師しグループの女おんな頭とう領りようのことだ。


　さらにちなみに彼女は、ライナの相あい棒ぼうであるフェリスにタメを張はるほどの美び貌ぼうの持ち主で、現あらわれるたびにどちらの美貌が上だのなんだのと喧けん嘩かになって、最後にはライナがぼこぼこになっているという迷惑極きわまりない奴だった。


　それがイエット壊滅のときにシルと一いつ緒しよに海に流されて、やっとこさ世界に平和が戻もどったと思っていたのに……


「……じゃ、じゃああれか？　お、おまえの子を、エステラが身ごもったと、そういうわけか？」


「そう、彼女は言ってます」


「ありえない……ありえないって……ちょ、ちょっとおまえら、大人すぎだぞ！」


「いやぁそれほどでも……」


「褒ほめてねぇえええええええええ！」


　と、もう、ライナは完全に動どう揺ようしていた。


　そのままライナはまた、しばらくうんうん考えて、悩なやんで、思し案あんしたあげく。


「……よし。聞かなかったことにしよう。俺、寝るから……もう起こさないでね」


　と、再び踵を返してベッドへとダイブしようとするライナの肩かたをつかんで、シルが言ってくる。


「に、逃にげないで、助けてくださいよ!!」


「どうやってだよ!?　もう、生まれるもんは仕方ないだろうが！　息子むすこにシルテラとか名前付けて、勝手にどこぞで暮くらせよ！」


　怒ど鳴なって、ライナはシルの腕うでを振りほどく。


　しかし勢いよく振りほどいたところで突然。


「あ、いや、ちょっと待てよ……」


　とある考えが頭に浮うかんできてしまい、再び思考が巡めぐり始める。


　エステラは詐欺師→詐欺師といえば結けつ婚こん詐欺→あなたの子供、妊娠しちゃったの！→でもほんとは金目当て→じゃあ、ほんとは妊娠してないんじゃないのか!?


　ライナはそこまで考えが進んだところで、ついに言い放った。


「犯はん人にんは、おまえだぁ！」


　するとなぜかシルの肩に座っていたぬいぐるみがビクぅっと体を震ふるわせ、


「わ、私はなにもしてな……」


「なんでおまえが答えるんだよ！　ってそんなんじゃなくて……ええと、なんだっけ？」


　それにシルはうなずいて、答えた。


「シルテラの話ですよライナさん。ちょうどあなたが僕たちの子供の名付け親になってくれるという話になったところで……」


「そんな話まったくしてねぇえええっていうか、おまえ産ませる気満々じゃねぇかよ！」


　すると、シルはきょとんっとした顔で、


「え？　産まないで、どうするんですか？」


「いやいやいや、そりゃ、あの、産むにこしたことはないけど……え？　じゃあ、逆に聞くけど、おまえはなにを悩んでるの？　やっちゃったけど父親にはなりたくないよ～！　とか、そういう汚きたない話じゃなくて？」


　だがやはり、シルはわからないという表情のまま、


「なんで、好きな人との間に生まれた子供の、父親になりたくないんですか？」


　なんて、恥はずかしくてなかなか言えそうにない発言を、さらっと言えるところが、こいつの嫌なところだなぁとか思いながら、ライナは言った。


「…………いや、そうだね……おまえの言ってることは正しいね……その言葉をエステラに直接言ってやれよ。で、シルテラ産んで、どこぞで三人で暮らせばいいじゃん。それで終わり。解かい決けつ。はい、俺は寝るので、今度こそ起こしたら殺すからね。じゃ、お休み～」


　と、ライナが踵を返して、今度こそベッドへダイブしようとしたところで。


　またも肩ががしっとつかまれ、


「で、彼女と結婚しようと思うんですが、そのことについて相談に……」


「だああああああもう、寝かせてくれぇええええええええ頼たのむ！　頼むから!!」


　だが、そんな悲ひ鳴めいは誰にも届とどかない。


「で、仲人なこうどをライナさんとフェリスさんに」


「なんで俺たちが仲人なんか……いやいやいや、待った！　よし、わかった。話を解決してやるから、ちょっと黙だまれ」


　ライナは再び振り向いて、もう、半泣きでそう言った。


　それにシルはもう、感動したような顔で、


「まさかそれは、僕らのために結婚式の段取りまですべてライナさんがやってくれるという……」


「いや、それ以前の話だから……いいから黙って、俺の質問に答えろって」


「はぁ……あの、なんでしょうか？」


　と、やっと聞く気になってくれたシルを見る。それから頭の中の考えをまとめ、


「ええと、じゃ、話を始めに戻すぞ？」


「はい」


「おまえとエステラは、付き合ってる」


「そうですね」


「で、ある日突然、エステラが妊娠したと言ってきた」


「五日前の話です」


「ふむ。それで俺が聞きたいのは、おまえはその、あの、聞きにくいんだが、心当たりとか、そういうのは、あるわけ？」


「は？　心当たり、といいますと？」


「だから、子供ができちゃうようなことした心当たりだよ。もしかしたら妊娠したっていうの、勘かん違ちがいの可能性だってあるだろう？」


　そうじゃなくてもエステラは詐欺師なのに……ということまでは言わなかったが、しかし、そのライナの言葉に、シルは突然顔を真まっ赤かにして、こう言った。


「あぁ……それはその、それなりにいろいろ……て、て、手とか、つなぎましたし……」


　なんてことを言った。


　手をつないだというだけで、顔を真っ赤にするシルをライナは半はん眼がんでにらみ据すえ、


「……へぇ……手、つないじゃったんだ……そりゃ妊娠するわ……って、まさかそれだけじゃないよな？」


「も、もちろんです。他ほかにも、う、う、腕とか、組みました……」


「……うわぁ、腕も組んじゃったの？　完全に妊娠するなそれ。うん。妊娠するよ……と、自分で言っておいてから……するわけねぇだろうがぁあああああああ！」


　ライナはもう、完全に疲れ果はてていた。


「っていうかなんなのおまえ……俺おれをおちょくってんの？　まさか妊娠ってどうやってするのか知らないとか、んなわけねぇよな？」


　するとシルは、心外だとばかりにライナを見返して、


「ば、馬鹿にしないでください！　もちろん知っています！　『男性と女性が接せつ触しよくしあうと、赤ちゃんができちゃうのよ』と、お姉ねえさまが教えてくれましたし」


「……いやまぁ　確かにその言い方でも間違ってはいないけどさぁ……どれくらい接触するかにもよるだろうが……まあいいや。んじゃ他には？　おまえ手と腕の他に、どこ接触したの？」


「……あの、あ、頭とか撫なでちゃいました」


「……他には？」


「いえいえいえ！　そんな!?　さ、さすがにそれ以上はなにも……」


「帰れっ!!」


　ライナはもう、泣きながら叫んだ。


「そんなライナさん、見み捨すてないで……」


「頼むから帰ってくれぇええっていうか、家に帰って、一から姉あね貴きに性教育してもらってこい！」


　するとシルは困こまったような表情になり、


「そ、それが……お姉さまはいま、僕も知らない極ごく秘ひ任にん務むに出られていて、行方ゆくえがわからないのです。ですからどうかライナさん、僕に一から性教育を……」


「嫌だぁあああああああああああああああああああああああああああ!!」


　だが、そのライナの悲ひ鳴めいも、どこにも届くことはなかった……





　　　　◆





　場所は変わって。


　フェリス・エリスは、相あい変かわらずの絶世の美女だった。


　艶つややかな長い金色の髪に、切れ長の澄すんだ青い瞳。異常なほどまでに整った顔に、スタイル抜ばつ群ぐんの華きや奢しやな体。そしてその細い腕では到とう底てい扱えるとは思えない、長ちよう剣けんを腰こしに下げている。どこからどう見ても、完全無欠の完かん璧ぺきな美人で。そんな彼女が、ローランドの夜道を颯さつ爽そうと歩いているところで、


「む？」


　それは、現あらわれたのだった。


　地面に置かれた、一枚の皿さら。さらにその上には、美お味いしそうな串くしだんごが、一本。


「これはいったい……」


　とりあえず彼女はそれを拾ひろった。


　そして、一口。


「む、むぅ……うまい」


　とそこで。


「ん？」


　今度は暗い、路ろ地じ裏うらの入り口に、やはり一皿だんごがあって。彼女はだんごをもぐもぐしながら、目を細めた。


「ひっぷに、はむむむぐにゅも？」


　いったい、どういうことだ？　と言いたかったらしい。


　とりあえず彼女はそれも拾って、一口。


「むむむ。これもなかなか……」


　そう言ったところで、さらに路地裏の奥にだんごが……


　なんて展てん開かいを、それから十二回繰くり返したところで見知らぬ宿屋に入り、十四回目で宿屋の二階へと昇のぼり、十六回めで『女神めがみの間』という名前の部屋に入り、十八皿目のだんごを口に入れて顔を上げると……


　そこに、彼女は待っていた。


　フェリスに負けないほどの美貌。しなやかに伸のびる長い黒髪。少しつり目気ぎ味みの瞳。まだ十六、七という見た目なのに、すでに絶ぜつ妙みようなバランスで完成された、妖よう艶えんな肢し体たい。さらにその体に巫み女こ装しよう束ぞくをまとっており、その美しさはもう、神こう々ごうしさすら放っていた。


　その彼女が、フェリスを見るなりまるで嘲あざけるかのようにふんっと鼻はなで笑って、


「やはりだんごであっさり釣つれたか……しょせんわらわとは違う、二流美人。無む表ひよう情じようだんご馬ば鹿か娘むすめは、相変わらず食い意地ばかりが張っておるのう」


　その、言葉に。フェリスはだんごをもごもごしながら、しばらく女を見つめる。


「…………」


　それに女はまた笑った。
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「なんじゃ？　久ひさしぶりにわらわに会おうて、あまりの美しさに圧あつ倒とうされたか？」


　しかし、フェリスは黙もく々もくとだんごを食べ続けながら、彼女を見つめ……一言。


「……誰だ？」


「んなっ!?　え、エステラじゃ、エステラ！　エステラ・フューレル！　よもや忘わすれたとは言わせぬぞ！」


　だが、フェリスはそれに笑みを浮かべ、


「ううむ？　エステラ……？　エステラ……か。聞いたことがあるような、ないような……いや、やはりそんなブスそうな女の名前に、心当たりはないな」


「覚えておるではないかぁあああああ!!」


　と、エステラは怒ど鳴なって、フェリスのほうへと突とつ進しんしてこようとしたが、


「うぐ……」


　どういうわけか、急にそううめいてよろめく。お腹なかを押おさえ、ベッドの上へと倒たおれ込んでしまい……


　それにフェリスは、思わず心配げな声音で言った。


「うむ！　ついにどちらが本当の美人なのか、決着がついたようだな。では、帰らせてもらうぞ」


「ちょっと待てぇえええい！　し、心配しないのか？　目の前で人が倒れたのだぞ？」


　するとフェリスは急にうろたえたような表情で、


「す、すまないエステラ……まさかおまえが、『一流美人を見たら死んじゃう病』にかかっている四流美人だとは気づかなかったのだ……私の、私の美しさ自体が、おまえを苦しめているとわぁ!?」


「こ、この女……あとで絶対にわらわのほうが美しいことを思い知らせてや……うぐぅ」


　しかし、言葉はそこまで。またも苦しそうにお腹を押さえ、彼女はうめく。


　さすがにそれにはフェリスも目を細め、エステラを見つめて。


「……ん？　おまえ、本当に腹はらが痛いのか？　いったいどうした？」


　するとエステラは苦しげな表情のまま、こちらを見上げた。


「……そ、そのことについて、貴き様さまに相談があって、ここまで呼よんだのじゃ……」


　それにフェリスは、少し驚く。


「相談だと？　おまえが、私にか？」


「う、うむ……貴様のような八流美人である無感情勘違い娘に相談するのは癪しやくじゃが、しかし、今回はあまりに重要な問題じゃからな……そこらの庶しよ民みんでは力不足なのじゃ。ふふふ、わらわは、愚ぐ民みんどもとは、美貌の格かくが違うからな。相談するにも、それ相応の美貌を持っていてもらわねば困こまる。まあ、じゃから、女神クラスの美貌を持つわらわよりは遥はるかに劣おとるかもしれないが、人間どもの中ではそこそこ綺き麗れいといってもいいかもしれないお主ぬしに相談してやってもいいかなと思って待て帰らないでくれっ!!」


　それにもう、部へ屋やからほとんど出かけていたフェリスが振り返り、


「……ん？　いまなんと言った？　帰らないでくださいませ、一流女神さまと、そう言ったのか？」


「はっ。なにが一流じゃ……貴様など地べたをはいずる愚民どものってすまなかった謝あやまるから待ってくれぇええ」


　そのときにはもう、フェリスは宿の階かい段だんを下り始めていた。その階段から、


「……ふぅ。まったく、仕方のない奴だな。フェリス様と呼んでいいぞ」


「ふ、ふざけ……」


「さらば」


「ううううふぇ、フェリス……さ……さ……さ…………ま……」


　後半はもう、エステラの声は泣きそうだった。しかし彼女がそう言った途と端たん、信じられない速はやさで部屋に戻ってきていたフェリスが、憐あわれみ深い表情でエステラを見つめ、


「どうした我わが親と友もよ、そんなに思い詰めた顔をして……なにか、なにか私に相談があると聞いたが、私にできることがあるなら、なんでも言ってくれ」


「お、おのれ……わ、わらわがこんな状じよう態たいでなければ、すぐに殺してやるものを……」


　その言葉に、フェリスは再びエステラを見る。すると彼女は、あまり顔色がよくないようだった。


　お腹を押さえ、苦しげに顔を歪ゆがめている。


　フェリスはそれに、


「……で、相談とはなんだ？　病気かなにかにかかったのか？」


　だが、エステラは首を振った。


「違う」


「では、なんだ？」


　その問いに、なぜかエステラは少しだけ、顔を赤らめた。そして小さく、かぼそい声で、


「実は……」


「実は？」


「シル殿どののお子を……妊娠した」


　その、言葉に。フェリスは、しかし、いつものごとくまるで表情を変えなかった。まったくの無感情、無表情。まるで、凍こおり付いたような顔のまま、こう言った。


「！！！？？？？！？に、にににににんしあうあうわ」


「お、落ち着けだんご娘」


「こ、こ、これが落ち着いてられるか！　に、妊娠とは、あれだろう？　子供……子供が女の体内で生成されるという、例の？」


　すると、エステラはゆっくりとうなずいて、自分のお腹をなでてみせた。それにまた、フェリスは驚く、


「な、中にいるのか!?」


「うむ」


「！！！？！？！！？！？？あうわわわ」


「お、落ち着けと言っておる、だんご娘！　あわあわ言いたいのはわらわも一いつ緒しよじゃ！」


「うむむむむ……で、では、相談したいというのは、そのことなのか？」


「そ、そうじゃ」


「むぅ……こ、これは、難むずかしい問題だ……だいいち私は、妊娠というのがいったいなにをしたらするものなのかすら、本当のところいまいちよくわかってないのだぞ？　そんな私に相談されても……いや、となるとおまえは、すでに妊娠しているというのなら女がどうすると妊娠するのか、わかっているのか？」


　するとエステラはまた、少し恥はずかしそうに顔を赤らめて、お腹をなでる。


「……お婆ばあ様からは、『詐欺師たるもの、付き合った男から一か月経たっても金を巻まき上げられなければ、妊娠すると思え！』と言われておる」


「な、なるほど……それで、シルとはいま、付き合って何か月なのだ？」


「……三か月になる」


「それで金は、巻き上げることができたのか？」


　だが、エステラは首を振った。


　それに、フェリスは深しん刻こくな表情になり、


「で、では　確かく実じつだな……」


　そう言って、震ふるえた。


　一か月で妊娠するというのに、もう三か月も付き合ってしまっていたら、三つ子が生まれてもおかしくない。


　事実なのだ。本当にエステラは、シルの子を身ごもっているのだ。


「で、シルの奴やつはなんと？」


　瞬間だった。エステラは急に、いまにも泣きそうな表情になって、


「……そ、それが……わらわが妊娠を告つげた五日前から……姿が見えないのじゃ……」


「お、おのれ……男は、男はいっつもそうなのよ！」


　フェリスは、どこかの小説で読んだことがあるセリフを叫んでみた。するとそれにエステラは気弱な表情で、


「わらわともあろう者が独ひとりでは心細くてな……おまけに身み重おもゆえ、シル殿を捜さがすこともできない。じゃから……」


　そこで、フェリスはうなずいた。そのまま彼女に背を向け、しゃがむ。


「よし、わかった。私におぶされ。一緒に、シルの奴を捜してやろう」


「お、お主……」


「いいから早く乗れ」


　そうして二人は見つめ合う。


　男という共通の敵てきを見つけて、二人の心は、初めて通じ合ったのだった。





　　　　◆





　一方場所は再びライナの宿にて。


　ライナはベッドの上に広げたノートに、丁てい寧ねいにペンで絵を描かいていきながら、言った。


「…………いや、だからな」


「はい」


「この雄おしべと雌めしべがだな」


「いやライナさん。なんで花の絵なんか描くんですか？　僕は花の話をしたいわけでは」


「おまえが性教育してくれって言ったからしてやってんだろうがぁあああああああ!!」


「ええええ!?　性教育って、花の話なんですか!?」


「殺したい！　こいつをいますぐ殺したい!?」


　なんてライナが叫んだところで、その声は響ひびいたのだった。


　今夜はもう、絶対に聞きたくないと思っていた声。


「……そういうことだったのか、貴様ら」


　聞き覚えのある、澄すんだ女の声。


　それにライナはもう、死にたくなった。


「いや、もうさすがにこれ以上めんどくさくなる必要は、ないんじゃないの？」


　なんて彼の悲ひ痛つうな発言は無視して、宿の窓が、突然ぶち破られる!!


　そして入ってきたのは絶世の美女が二人。


「……フェリス」


「エステラさん!?」


　ライナとシルが同時に言うと、フェリスがこちらをにらみつけて、


「ベッドの上で男が二人……まさか、まさか貴様らがそういう関係だったとは……」


　さらにエステラは涙目で、


「ま、まさかそんな……じゃあ、二人は初めからこういう関係で、わらわとのことは遊びだったと、そうおっしゃられるのか!?」


　するとシルはにこにこと、


「もう安心してください、エステラさん。いま僕はライナさんに一から性についての教育を受けているところで……」


「っておいおいおまえ、その言い方は誤ご解かいを……」


「そ、そこまで堕おちたかライナぁああ!?」


「ほらぁ……」


「そんな、そんなシル殿……では二人の間はもう終わりと……あううう」


「え、えええ、な、なんで泣くんですエステラさ……あわわわわ」


「もう許ゆるさん！　女心を弄もてあそぶ野や獣じゆうめ！　私が成せい敗ばいしてくれる!!」


　そこでフェリスがいつものごとく、腰こしの剣けんを引き抜いた。そしてまずはシルが、剣で何度も殴なぐられて、見るも無む惨ざんに部屋の窓からぶっ飛ばされていく姿を見る。


「っておいおい、ここ、三階だぞ……いまのじゃシル、死んだんじゃないか……？」


　だが、フェリスはそれに、


「男は、男はいっつもそうなのよ！　弄ばれるのは、私たちか弱い女ばかり!!」


「……ってわけのわからないことを言いながら、俺のほうを向くわけね……で、俺もぶっ飛ばす？　でも、ちょっと待ってくれよフェリス。その前に俺の話を聞いてくれ。あのな、エステラの奴は妊娠なんかしてなぐぎゃああああああああああああ!!」


　結局、思った通りの展開になった。


　気づいた時にはもう、ライナは窓から大空へ飛びだしている。くるくると宙ちゆうを舞まい、あ、このまま眠れるんだったら、もう死んでもいいかもしれないなぁとか思ったりしながら、三階から一階へと落下していくライナ。


　だが、現実はそんなに甘あまくなかった。


　体が地面に着地し、強きよう烈れつな衝しよう撃げきと痛いたみで、


「い、痛いてぇえええ死ぬほど痛てぇえ」


　と叫んでのたうちまわるライナの顔を、今度は一人の男がのぞきこんでくる。


　いつの間にか昇のぼっていた朝日に輝かがやく、銀色の髪。意い志しの強さを感じさせる鋭するどい金色の瞳。


　もう、夢かと思った。まさかあの、ローランドの王様、シオン・アスタール様がこんな朝早くから僕のところにきてくれるなんて！


「も、もう朝？」


　それにシオンは優やさしく笑って、


「そ。お仕事の時間。さぁ、今日からまた五日間、忙いそがしいぞ。張はり切って仕事しよう！」


「ちなみに俺、昨日きのうほとんど寝てないんだけど……」


「だから？」


「いま、殺意が芽め生ばえました」


「あはは。そんなこと言って、ほんとは俺のこと好きなくせに」


「殺意二倍……」


「じゃ、仕事いこうか」


　なんて会話を遮さえぎって、フェリスが三階の窓まど際ぎわから言ってくる。


「待てい！　まだ、こちらの話は終わっていない！」


　それにシオンは、そちらを見上げ、


「あれぇ、なんでフェリスがここに……」


　が、そこでライナを見る、そして彼の体に刻きざまれた剣で殴られたいくつもの跡あとを見て、


「あ!?　もしかして二人はそういう仲なか？　寝てないってのは、一晩中……そ、そうか……ごめん。俺気づかなくて……」


「ってなんの勘違いしてんだぁああああ!!」


　しかしシオンはにやにやしたまま、


「いやいや、隠かくすことないって。そういう愛の形があっても、僕はいいと……」


　なんて言ってる間にも、フェリスが剣を掲かかげたまま跳ちよう躍やくして……


「おまえらほんといい加か減げんに……」


　が、そこまで言いかけて、ライナの頭にふと名案が浮うかんだ。


　シオンを見上げ、


「あの、ちょっと頼たのみがあるんだけど……」


「ん？　なんだい？」


「あのな……」





　　　　◆





　その、十分後。


　シオンはノートに信じられないほど上じよう手ずな絵……とんでもなくリアルな絵を次々と描きながら、ライナ、フェリス、シル、エステラの前に掲げ、


「つまり、男と女はこういう仕組みと行こう為いで子を作ることができます。ですが子供を作るというのは大変なことです。くれぐれも軽い気持ちでそのような行為は行わないようにしてください。以上。なにか質問は？」


　それに。


　フェリスが顔を真っ赤にしながら、


「あ、う、あ、あ、ありません……」


　走り去っていく。


　だがエステラは、顔を真っ赤にしながらも、反はん論ろんした。


「じゃ、じゃが、現にわらわはそんないかがわしい行為をせずとも、妊娠による腹ふく痛つうが」


　しかしシオンはあくまで冷静に、一言。


「で、便はいつごろから……」


「………………い、いやぁあああああ!?」


　結局エステラも逃げるように去っていく。


　最後にシルも顔を真っ赤にしながら、


「ま、まさか陛へい下かに教えていただけ……」


「君は任務中に……女を作ったのかい？」


「え……」


「だから君は任務中に女を作ったのかい？」


「あううう」


「だから君は……」


「ご、ごめんなさぁああああああい」


　泣きながら、シルも走り去っていく。


　そして最後にライナも、顔を一いつ生しよう懸けん命めい真っ赤になるよう努ど力りよくしながら、


「い、いやぁああん僕も恥ずかしいいいん」


　と、逃げ去ろうとしたところで。


「おい」


　ライナの腕を、シオンがぎゅっとつかんだ。


「どこいくんだ？」


「あう。いやあの……俺も逃げちゃだめ？」


「だめ」


「……に……逃がしてくれなきゃ、おまえのことこれから性教育マスターって呼……」


「それもだめ。さ、馬鹿言ってないでさっさと仕事いくぞ」


　と、無理矢理シオンは腕を引っ張って、馬車へ連つれ込もうとする。それにライナは、


「あ、だめだって！　腕組んだら妊娠しちゃうんだって！」


「あはは。じゃあ二人の愛の結けつ晶しようの名前は、ラインかシオナということで」


「き、気持ち悪わりぃこと言うなよおい!?」


「ほらほらパパ、早くして♪」


「ぎゃぁああああああああああああ！」


　と悲鳴をあげながらも、結局彼は今日も、仕事へと向かったのだった。







（ぶらいと・ふぁみりー・ぷらん：おわり）







　うぇい・おぶ・らいふ







　フェリス・エリス様への、お見合いの申もうし込こみについてのお伺うかがい。








　そう書かれた書しよ簡かんに目を落とし、


「……ふむぅ？」


　と、シオン・アスタールがうめいたのは、今日も今日とて玉座の上で、貴き族ぞくたちのゴマすり──もとい、国王詣もうでの相手に疲つかれ果はてているときだった。


　銀色の髪かみに、意い志しの強そうな金色の瞳ひとみ。


　その瞳を目の前の、薄うすくなった白髪しらがの割わりに、口ひげは立りつ派ぱな太り気ぎ味みの中年貴族へと向けると、にっこり笑って、言った。


「お久ひさしぶりです、ルーベリオーロ伯はく爵しやく」


「お、お久しゅうございます、陛へい下か」


　ルーベリオーロは恭うやうやしく頭を下げる。


　それにシオンは鷹おう揚ようにうなずいてから、


「で、秘ひ書しよからの報告によると……」


　再ふたたび書簡に目を落とす。


　例の、フェリスへのお見合いの申し込みについて、だ。それにシオンは再び、


「ふむぅ」


　表情を曇くもらせる。


　ちなみにフェリス・エリスというのは誰だれもが認みとめる絶ぜつ世せいの美女な上に、エリス家は代々ローランド帝てい国こくの王を守るという職しよく務むが与あたえられた大貴族のお家いえ柄がらなので、普ふ通つうならば婚こん姻いん関係を結びたいという貴族は多いはずなのだが……


　しかし、実際にはまったくもってそういった申し出があったという話を聞かない。


　理由は簡単。


　誰もがエリス家を恐おそれているからだ。


　別名、剣けんの一族とも呼よばれる謎なぞの一族は、パーティーや会合といった公おおやけの場にはほとんど姿すがたを現あらわさない。


　王からの召しよう集しゆうにすら応こたえず、しかし、それが許ゆるされている。


　そしてフェリスの兄であるエリス家の当主、ルシル・エリスが、極ごく希まれに姿を現すという剣けん術じゆつ道場においても、彼の異い様ような美び貌ぼう、人間離ばなれした強さ、不ぶ気き味みな雰ふん囲い気きに、噂うわさが噂を呼よんで、恐きよう怖ふ心しんは高まるばかり。


　おまけに人々の目の前で、彼は突とつ然ぜん現れたり消えたりするという噂まであり、『エリス家の当主は幽ゆう霊れい』説、なんてものまであって……


　もう謎なぞだらけの妖あやしさ爆ばく発はつで、お見合いどころか彼らに関かかわることすら暗あん黙もくのうちに禁忌タブーとされていた。


　だが、目の前の貴族は、その禁忌タブーを破ろうというのだ。


　シオンは言った。


「では、ご子し息そくにフェリスをと？」


　だが、それに伯爵は顔を赤らめ、


「……い、いや、それがその……先日だんご屋にて、初めて彼女の姿を目にした途と端たん、私は一いつ瞬しゆんで恋こいに落ちてしまった、というか……」


　瞬間。


「へ？　あなたが？」


　と、思わずシオンは声を上げてしまった。


　そのままルーベリオーロをまじまじと見る。


　しかし、見れば見るほど彼はハゲで口ひげで中年太りだった。実じつ際さいの年ねん齢れいは覚おぼえてないが、五十より下ということはないだろう。


　ちなみにもう一度言うが、フェリスは絶世の美女で、まだ二は十た歳ちにもなってなくて、おまけにシオンの予想ではおそらく処しよ女じよだ。


　そんなフェリスと、この中年が？


　い、いや、貴族が若い娘むすめを嫁よめにもらったり、愛あい人じんにしたりするのは珍めずらしい話じゃないが。


「よ、よりによって、フェリスを？」


　る、ルシルに殺されるぞ……？


　と、思ったときにはもう遅おそかった。


　いつの間にやらルーベリオーロの真後ろに信じられないほど美しい、金きん髪ぱつの男が立っていて。


　その手が、ルーベリオーロの首をはねようと、


「うわぁああ、って、ま、待てルシ……」


　が、そこまで言いかけたところで突とつ如じよ、目の前のルシルの姿が消える。


　直後、シオンの耳元でそっと、


「あは。なんてね。冗じよう談だんだよシオン。いいじゃないか、お見合い。君の好きにすればいいさ」


　そのまま、耳をぺろっとなめられ、


「うおわ!?」


　シオンは思いっきり振り向く。


　だが、やはりそこには誰もいない。


　それにシオンは頭を抱かかえた。


「……いったい、なんなの？　冗談のセンスが、全然わからない……」


　するとルーベリオーロがうろたえた表情で、


「え？　あの、冗談じゃないのですが……」


　が、そこで彼は突然なにかに気づいた顔。それから泣きそうな表情になって、


「あ、わ、す、すみません陛下!?　で、ではあの噂は、本当だったんですね!?　こ、これは私、なんということを……」


　なんて言い出して、それにシオンは首をかしげる。


「ん？　あの噂？　って、なに？」


「いやその、陛下とフェリス様が、いろいろと親しん密みつな関係というか……」


「はぁ？　そんな噂があるのか？」


「毎夜二人で熱い夜を過ごされているというあの噂は……」


　とそこで、また、背はい後ごに気け配はいが生まれる。いや、今回は気配じゃない。


　殺気だ！


　そして耳元で、そっと囁ささやき声が響ひびいて。


「へぇ。ま～さか、その噂は本当なのかな～？　シオン君」


「ぎゃぁああああって、で、デマに決まってるだろうが！」


　シオンは思わず叫さけんだ。


　するとまたルーベリオーロが、今度はほっとした表情になって、


「や、やはりデマでしたか！　ではお見合いの件、了りよう承しようしていただけますか!?」


「へ？　あ、いやあの……いいの、か？」


　と、シオンはルーベリオーロとは反対側の、空中のほうを見て、聞く。


　だが、答えはなくて。


「………………いい、っぽいよ？」


「……ぽい？　というと……」


「え？　ああ、いやあの……一応エリス家に話を通しておくから、安心して」


「あ、ありがとうございます!!」


　と、ひとしきり感かん謝しやの言葉を並ならべて、ルーベリオーロは去っていった。


　それを見送ってから、シオンは半はん眼がんで言った。


「…………俺おれで、遊ぶなよなぁ」


　するとやはり誰もいない空間から、声が響いて。


「ふふ。シオンが最近疲つかれてるようだったから、冗談で元気づけてあげたんじゃないか」


「…………」


　それにシオンは心の中で、勘かん弁べんしてくれと毒どくづきながら、頭を押おさえる。それから、


「まあ、いいや。で？　見合いの話はどうするんだよ？」


「ふむ。見合い、ねぇ。いいね。フェリスの見聞が広がる。ぜひさせよう」


「……本気で、そう思ってる？」


「思ってるさ。彼女が愛した男を殺すのは、私の最もつとも好きな遊びだからね」


　なんてことを、ルシルはさらっと言ってきて。


「おまえ」


　シオンは、中空をにらみつける。


　だがそれにまた、楽しげな笑い声が響き、


「ふふふ。冗談だよ、冗談」


　だが、まるで冗談には聞こえなかった。


　シオンは深いため息いきをつき、また頭を押さえる。それから顔をしかめて、


「……やっぱりおまえの冗談は、まるで理解できないなぁ……むしろ心しん臓ぞうが痛いたくなるよ」


　うめくように言ったのだった。





　　　　◆





　場所は変わってシオンの執しつ務む室しつ。


　ライナ・リュートは、超ちよういじめっ子魔ま王おうシオン・アスタールに無む理り矢や理り押しつけられた書類の山に埋うもれながら、


「……[image: ]～、ぐぁ～、あふぁ～」


　と、奇き妙みようなうめき声をあげていた。


　ちなみに今日は徹てつ夜や四日目。


　寝ね癖ぐせ百％の黒くろ髪かみに、寝ぼけ眼まなこを通り越こして、死人のようになっている黒い瞳。


　その瞳を執務室の隅すみっこで黙もく々もくとだんごを食べている金髪絶世の美女、フェリス・エリスのほうへと向けると、やはり死人のような覇は気きのない声こわ音ねで言った。


「あのさぁフェリス」


「うむ」


「俺ってば、もう少しでこの書類の山で遭そう難なんして死ぬんだと思うんだけど、そのへんのことをどう思う？」


　すると彼女はいつもの無表情のまま、綺き麗れいな眉まゆ根ねを少し思し案あんげに寄よせ、


「ん？　ああ、あれか……寝るなライナ！　寝たら死ぬぞ!?」


「…………………………いや、もう僕ぼくは眠いんだ。ごめんよフェリス」


「だめ！　だめよライナ！　山を下りたら結けつ婚こんしようって、二人で誓ちかったじゃない!!」


「……あ、そういう展てん開かいなんだ。じゃあ、あれだ……君と……二人で……幸しあわせに……なり……たか………………ガク」


「ら、ライナぁあああああああああ！」


　そんな平和な昼下がり。


　執務室の扉とびらが開いて、シオンが入ってきた。彼は入ってくるなり深しん刻こくそうな表情で、


「二人とも聞いてくれ。大変なことになってしまった」


　するとフェリスはそれにうなずく。沈ちん痛つうな面おも持もちになり、


「……うむ。たったいま、ライナが息を引き取ったところだ」


　ライナも悲痛な顔でうなずく。


「……ああ。惜おしい人を亡なくした。あんないい人が死ぬなんて……この国は、この国は変わっちまった……あのシオンとかいう悪あく魔まが王になったばかりに……」


　しかしそんな二人の会話をまるで無視して、シオンが言ってくる。


「そんなことより、大変なん……」


　が、それをライナは慌あわてて遮さえぎる。


「あーわーあー聞きたくない聞きたくない！　そんなこと言ってどうせまた仕事押しつけるつもりだろ？　でも俺ってばさっき死んだばかりなので、もう聞けませーん。他ほかをあたってくださーい」


「やだ。で、大変というのは他でもないんだけど……」


「否ひ定ていすんの速はえぇええええええええ!!」


　ライナは泣きながら叫んだ。


　だが、シオンはそれも完全に無視で、続けてくる。


「というわけで話を戻もどすと、大変なんだよ」


　それにフェリスが、


「ふむ。なにがいったい、そんなに大変なのだ？」


　続いてライナが、


「いやおまえら、俺の悲ひ鳴めいとか、ちょっとは聞いてよ」


　だがやはり無視。


　シオンが続ける。


「それが、さっきまで貴族たちの訪ほう問もんを受けてたんだけど」


「うむ」


「ねぇねぇちょっと……」


　無視。


「最後に訪問してきた貴族が、お見合いの申し込みをしてきてさぁ」


「ん？　お見合い？」


「お、シオンってばついに結婚する気になったのか？」


「いや、俺のお見合いじゃなくて」


「では、誰のお見合いなのだ？」


「……あ……だめだ。眠すぎてもう話聞けない……というわけで、俺は一足先にさよならします。おやす……」


　しかし、ライナが寝る前の挨あい拶さつを言い終わる前に、シオンが言葉を続けた。


「それがさ……フェリスへのお見合い話なんだよ」


　なんて言葉に、ライナとフェリスは顔を見合わせた。


　そのまま、気け怠だるい声音でライナは言う。


「それの、いったいなにが大変なんだよ？」


　続いてフェリスが言う。


「うむ。なにを勝手に決めてきたのかは知らないが、私は見合いなど、する気はないぞ」


　だが、シオンはあくまですまなそうな表情で、


「いや、そう言うと思ったんだけどさ……なんか妙みようにルシルが乗り気になっちゃってて」


　瞬間。


「なっ!?」


　フェリスは悲鳴のような声を上げた。


　そのまま彼女は震ふるえる声音で、


「に、兄にい様さまが……？　で、では兄様が、私に見合いをしろと？」


「うん。フェリスの見聞が広がるから、ぜひさせようって」


「うう」


　いつもの無表情のまま、しかし、いつになく弱り切ったようなうめき声をあげる。


　それから彼女はなぜかライナのほうを見て、目をそらし、またこちらを見て、目をそらし。


「ううう」


　それにライナは、


「いや、なにがしたいの？」


　だがそこで突とつ然ぜん、


「お、おまえには関係ない！」


　怒ど鳴なってから、信じられない速はやさでフェリスは部屋を飛び出していってしまう。


　それを呆ぼう然ぜんと見送ってから、ライナは言った。


「……なんだありゃ……」


　と、シオンのほうを見る。


　するとシオンもライナのほう……いや、ライナの顔より、少し上の空中のあたりをちらちらと見ていて……


「あ、てめぇらもしかして」


　と、ライナがとっさに自分の頭の上を見た、途と端たん。すっとなにか、残ざん像ぞうのようなものが消えた気がして。


「お、おい、まさか俺の頭の上に、ルシルがいたのか？　おまえらそれ見てたのか!?」


　が、シオンはそれになぜか慌あわてたように首を振ふる。


「え？　あ、違ちがう違う。そ、そうじゃなくて……っていうかそれよりライナ。いまのはちょっと、まずいんじゃないのか？」


「あ？　なにがだよ？」


　するとシオンは困こまったような声音で、


「いまの、おまえの態たい度どだよ。いまの展開は『俺の恋こい人びとに、見合いなんてさせない！』とか、おまえが叫ばないとまずいところだろう？　彼女きっと傷ついたぞ」


　なんて言葉に、ライナはますます目を丸くする。


「はぁ？　って、いきなりなんの話だよ。誰が誰の恋人だって？」


　するとシオンはあっさり、


「もちろん、フェリスが、おまえの恋人」


「……はぁあ!?　だぁから、なんでまたそんな話になるかなぁ……おまえそういうふうに話もってくの好きだけど、全然、まったく、あいつとはそんな感じじゃないぞ？」


　それどころか毎日殴なぐるし、理り不ふ尽じんなこと言いまくるし、どう考えても恋だとか、愛だとか、そんな色気のある関係だとは思えないのだが。


　しかし、シオンはやれやれとばかりの声音で、


「おまえ昔もそんなことばっかり言って女の子傷つけ……ああもういいや。そんな馬ば鹿かなことばっかり言ってると、そのうちフェリス、他の男に取られちゃうぞ？」


　その、言葉に。


　突とつ如じよ、ライナの頭に一瞬、フェリスが見知らぬ男と一いつ緒しよに、楽しそうにだんごを食べている姿が浮うかびかけて……


　しかし。


「…………眠い」


　すぐに妄もう想そうはベッドの中で幸せに眠ってる自分の姿に早変わり。もう、余よ計けいな考えをめぐらせる体力は、彼には残ってなかった。


「ああ、やっぱだめだ。眠すぎるから、ちょっと昼寝してきていい？　もうこれ以上書類仕事できなそうなんだけど」


「お？　とかなんとか言って、フェリスの後を追う気になった？」


「だからなんで？　だいたいお見合いって、結婚するわけじゃないんだろう？　それともルシルが絶対その相手と結婚させるとか言ってるのか？」


　するとその質問にシオンはにんまり笑って、


「あらぁ？　なになに？　そういう展開だったら、『俺の女に手を出すなぁ』的な発言を……」


「しねぇよ。ああもういいや。昼寝しにいくから、邪じや魔ましないように」


　そのまま執務室を出ていこうとすると、後ろからシオンが一言。


「つまんなーい」


「知るかっ！」


　ライナは怒鳴って、執務室の扉を思いっきり閉めた。





　　　　◆





　宮きゆう廷ていの中庭。


　そこにある一番大きな木の枝にぐったりとぶら下がって、ライナはひからびていた。


　ここは最近のお気に入りの場所で、シオンに見つからないよう、木の上に隠かくれて昼寝をしているのだ。


　だが、油ゆ断だんはできない。いつシオンの子こ飼がいの監かん視し者しやにこの場所が見つかって、仕事に連つれ戻されるかもわからないのだ！


　ここ数日も、この中庭にくるたびに、妙に誰かに見られているような気がして……いまいち深く眠ることが……眠……


「くー」


　と、結局ライナは夢の中へと飛びたった。


　そしていくつか夢を見た。


　シオンが鬼おにの形ぎよう相そうでじーっとこちらを見ている夢や、フェリスが見知らぬ男と一緒になって、こちらをじーっと見ている夢や……っていうか、あれ、これまた、誰かが俺を見てる？　やば、か、監視者に、この昼寝の場所、見つかったか？


「……うえー、まだ全然寝たりないのに」


　と、ライナはうめきながら目を覚さまし、そして、視線が放たれている方向を、見る。


　といってもそれは、ライナが寝ている木の真下。


　するとそこには、一人の少女がいて。


　長い、金色の髪。だが、フェリスのものとは違う。ウェーブのかかった、柔やわらかそうな髪だ。年の頃ころは、十六、七くらいだろうか？　それなりに整ととのった顔だちに、おっとりとうるんだ緑色の瞳。


　その緑色の瞳が、ライナの黒い瞳を映うつすなり、彼女はびくっと体を震わせて、


「あ、あの……ご、ごめんなさい。起こしてしまいましたか？」


　それにライナは相変わらずの気怠い声音で言う。


「ああ、まあ……さすがにそんだけ近くからにらみつけられてりゃねぇ……」


　と言いながら、彼女を、見つめる。


　こいつが、監視者？


　うろたえたような、困こまったような、おどおどした表情。


　身のこなしを見ても、到とう底てい間者スパイとして鍛きたえられたことがあるような雰ふん囲い気きはない。


　おまけに服ふく装そうも、監視者としては相応ふさわしくない、豪ごう華かなレースがふんだんにあしらわれた、動きにくそうなドレスだ。


　もう、貴族かなにかが着ていそうな……


「っていうか、おまえ、貴族か？」


　するとその質問に、彼女はまた慌てふためいて答える。


「も、申し遅おくれました。私、アースト子し爵しやくの娘、アレイルです」


「アレイル？」


「は、はい！　アレイルです！」


　なぜか、急に嬉うれしげな声になって彼女はそう答える。


　しかしライナはそれに、まるで興きよう味みなさそうな表情のまま、


「ふぅん。で、その子爵さんの娘が、俺にいったいなんの用？」


　すると今度はまた、あうっとうめいて緊きん張ちようの面おも持もち。


「そ、その……ここ数日、あなたがこの中庭で、気持ちよさそうにお昼寝をしているのを見てまして……」




[image: ]


「ふむ。あ、ってことは、ここ数日監視してたの、おまえだったんだ……」


「か、監視？」


「いやいや、こっちの話。それで？」


「あ、はい……それでその……あなたのか、か、かわい、らしい寝顔を見ているうちに、い、一緒にお昼ご飯でもと……」


「お昼ご飯？」


　そうライナが聞き返すと、彼女は顔を真まっ赤かにして、


「あ、もちろん嫌いやならいいんです！　こ、こんな突とつ然ぜん見知らぬ男性に声をかけるようなはしたない女は、お嫌きらいですよね!?　ご、ご、ごめんなさい。失礼しまぁあううううう」


　と、なぜかもう涙なみだを流さんばかりの表情で走り去ろうとした、瞬間だった！


　彼女が持っていた籠かごから突如、食べ物の匂においがして。


　焼きたてのパンの匂い。


　なにやらよくわからないが、ひどく美う味まそうな食べ物の匂い。


　続いてライナの腹はらがぐぅっと鳴って、お腹なかが減へってることに気づく。


　刹せつ那な。


「ちょっと待ったぁ！」


　ライナは、思わず叫んでいた。





　　　　◆





　お弁べん当とうは、思いの外美お味いしかった。


　一瞬でライナはお弁当を食べ終わり、足りなそうにしているとアレイルが笑いながら自分の分のパンも分けてくれて。


「ふわ～満腹～」


　と、ライナが満足そうに中庭の芝しば生ふの上に横になると、アレイルが嬉しそうに言ってくる。


「そう言ってもらえると、私も嬉しいです。あ、いま、冷茶の用意をしますから、待っててくださいね」


「うお、この上お茶まで出んのかよ……至いたれり尽つくせりだなぁ」


　言いながら、出されたお茶を飲む。


　これもまた美う味まくて……しかしそれ以上に、フェリスが普ふ段だんいれるお茶がいかに美味いのかを思い知らされる。


「……なるほど……あいつあれで、マジでだんごの道を究きわめようとしてんだな……」


「え？　なんですか？」


「ああ、いや、なんでもない。このお茶が美味いって話」


　するとまた、彼女は嬉しそうににっこりと笑う。


　それにライナは、目を細めた。


「……おまえ……貴族とは思えないほど、いい子だなぁ」


　途と端たん、彼女はまたも顔を真っ赤にした。


「あ、えと……お、お褒ほめいただき……あの……」


　そこで、言葉が止まる。


「…………」


　彼女が恥はずかしそうに顔をそむけ。


　沈ちん黙もくが訪おとずれる。


　穏おだやかな風の吹ふく、中庭。


　お腹は満腹。


　これはもう、寝るしかない！


　とばかりにライナが眠りに落ちようとしたところで、彼女が突然、言い出した。


「……あの」


「…………ん～？」


「……私、近いうちに……」


「ふむ」


「お……お見合いを、するんです」


　とそこで、ライナは薄うすく目を開けた。


　すると彼女はいつの間にやら思い詰めたような表情になっていて。


　それにライナは半はん眼がんのまま、


「へぇ。なんか、最近はお見合い流行ばやりなのかねぇ……それで？」


「そ、その相手と私……たぶん結婚することになります」


「ほう。そりゃおめでと」


「め、めでたくなんかありません！　わ、私、相手の顔も見たことないんですよ!?」


　アレイルは声を荒あららげる。


　と、つまりはそういうことらしい。


　簡かん単たんにいえば、政せい略りやく結婚ってやつだ。


　それにライナは、肩かたをすくめた。


「なるほど。そりゃ確たしかにめでたくないな。んで？　やっぱそれは断ことわれない話なのか？」


「……わ、私には……断れない……お父様は、嫌いやなら結婚しなくていいと言ってくれてるけど……」


「じゃ、断ればいいじゃん」


　だが、彼女は首を振った。


「でもお父様は、本心ではこのお見合いがうまくいってほしいと願ってるのを私、知ってるから」


「でもそりゃ、父親の都つ合ごうだろう？　おまえには関係ないじゃないか」


　しかし彼女はまた首を振る。


「だ、だけど……相手は名家のご子し息そくですし……」


　そこで彼女は言葉を止めたが、続きは聞かないでもわかった。


　婚こん姻いん関係が結べれば、今後いろいろ有利に進む……か。


　それは、あまりによくある話だった。


　典てん型けい的てきな政略結婚。


　だが今回の場合、彼女には断る権利があるという。なのに結婚すると彼女自身が決めているのなら、


「結婚すりゃいいじゃん」


　ライナはあっさり言った。


　すると彼女は、いまにも泣きそうな顔でこちらを見つめてくる。


「……わ……私は……」


　だが、そこで彼女は首を振った。


「そう。そうですね。わかってたことなのに……ちょっと、愚ぐ痴ちってしまいました」


　そして、微笑ほほえむ。


　本当は悲かなしいのに、無理矢理笑っているような、そんな顔。


　その顔を見て、ライナはうんざりした。


「……おまえ……なんで俺に声かけてきたわけ？」


　すると彼女は、恥ずかしそうな、泣きそうな、よくわからない顔になる。そして、


「……私……この中庭が好きで……よくくるんです。そしたらある日、木の上ですごく気持ちよさそうな顔で昼寝をしている男の人が現れて……」


「あ、十日前くらい？」


　ライナが初めてこの場所を見つけたのは、確かそれくらい前のことだった。監視されてるなぁと感じたのも確かそれくらいから。


　するとアレイルはうなずいて、


「ちょうどそのころ、お見合いの話が持ち上がっていて……でも。でも私、一度も恋とか、したことがなかったから」


「それでこりゃいいやとばかりに、俺に声をかけてみたと？」


　ライナが笑って言うと、アレイルは大きく首を振る。


「ち、違います！　そんなつもりじゃ……私は……中庭にくるたびに、毎日、あなたの顔を見て……思ったんです。本当に気持ちよさそうに寝る人だな……優やさしそうな人だなって。も、もし結婚するなら、こんな、優しそうな人が……」


　だが、彼女は泣きそうな顔のままもう一度、首を振った、


「って私、なに言ってるんでしょうね……」


　そのまま慌てて立ち上がって。


「わ、私……これで失礼します」


　彼女はお弁当を片づけ、籠に詰め込むと、こちらに頭を下げてから、そそくさと去っていこうとする。


「…………」


　その、背中に。


　ライナは声をかけた。


「あのさ……」


　そこで彼女は一度、立ち止まる。しかし、振り返らない。


　だが、ライナは気にせず続けた。


「……俺、昔さ、人の顔色ばっかりうかがって、生きてたんだわ。なんか俺がいたら、迷めい惑わくがかかるんじゃないか？　とか、そんなことばっかり考えて、いろんなことから逃にげて逃げて逃げまくっててさぁ……でもそれって……最近間違ってるような気がするんだよね。だって俺の人生って、俺の人生だしさぁ……それに、俺が大切だって思うものは、やっぱ俺の手で守りたいわけだよ。逃げないで、俺が守ってやりたいって、最近そんな心しん境きようになってて……」


　とそこで、一度言葉を止めてから、


「って、あれ？　俺なに言ってんだろ。ちょっと眠気がすごくていまいち話がまとまらないけど……まあ、つまり、あれだよ。逃げないで、もうちょっとわがままに生きても、いいんだと思うぞ？　とか……そんな感じでどう？　あ、やっぱだめ？」


　すると。


　彼女はこちらを振り返って。


「……やっぱり、あなたは優しい人ですね。あなたの言葉で、少しだけ勇気が出ました。私、私お父様にお見合いを断りたいと、言ってみます！」


　そう言ったときの彼女は、本当に心から嬉しそうな笑え顔がおになっていた。





　　　　◆





　なんて展てん開かいを。


「…………」


　監視者はじっと、見つめていた。


　その気け配はいに、ライナはまるで気づくことができなかった。


　本物の監視者は、まったく物音を立てず、気配を放たず、ただ、ただ無表情のまま、木の上からじっとライナを見つめていて。


「…………ふっふっふ」


　不ふ敵てきに、笑ったのだった。





　　　　◆





　翌よく日じつの昼。


　やはりライナは中庭の木の上でさぼっていた。


　ここのところ妙に陽気がいいので、眠くて眠くて仕方がない。


　木に登るなり、うとうとと眠りに落ち、いくつか夢を見たところで、


「…………ん？」


　ライナは、気づいた。


　また例の視線だ。


　木の真下から、彼を見上げてくる視線。


　それにライナは、


「……また、昼飯でも食わしてくれんの？」


　少しだけ目を開き、木の下を見た。


　するとそこにはやはり、貴族の豪ごう華かなドレスを着た、一人の女がいて。


　長い、金色の髪。だが、昨日きのうとは違う、細く繊せん細さいな、ストレートの髪。


「…………」


　神がかっていると言っていいほど、整った容よう姿し。


「…………」


　切れ長の、綺き麗れいな青い瞳。


　その青い瞳がライナの黒い瞳を映うつすなり、彼女はびくっと体を震わせ、


「あ、あの……ご、ごめんなさい。起こしてしまいましたか？」


　と、どこかで聞いたことがあるような発言を、フェリスがしてきて……


「ぐぁっ!?」


　ライナは、思わず吐と血けつせんばかりのうめき声を上げた。


　ま、まさかこいつ……


　昨日のあれ、全部見てたんじゃってそれはまずい！　まずいまずいまずい!!　だ、だって、昨日のあれ、最後には俺、ものすごく恥ずかしいことを言ったような気が……


　というライナの心の声を無視して、フェリスは妙にうろたえたような、おどおどとした演えん技ぎをしてから、


「も、申し遅れました。私、エリス家の娘、フェリスです」


「うあ!?」


「は、はい！　フェリスです！」


「ぎゃぁあああこいつ、一言一句全部覚おぼえてやがるぅううううっ!?」


　だが、それにフェリスは妙に恥ずかしげな表情になって。


「そ、その……ここ数日、あなたがこの中庭で、女を口く説どきまくってるのを眺ながめてまして……」


「く、口説いてねぇよ！」


　だがフェリスは止まらない。


「そ、それでその……あなたのあまりにく、く、くさいセリフを聞いてるうちに、一緒にお昼ご飯でも……」


「助けて!?　誰か助けてぇええええ!?」


　しかし、フェリスはまるで止まらない。


　彼女はにやにや笑いながら、


「あ、もちろん嫌ならいいんです！　こ、こんな突然見知らぬ男性に声をかけるようなはしたない女は、お嫌いですよね!?　ご、ご、ごめんなさい。失礼しまぁあっはっはっは」


　と、これ見よがしに高笑い。


　ライナは泣いた。


「も、もう許してください……」


　すると彼女は満足げにふむっとうなずいてから、手に持っていた風ふ呂ろ敷しき包づつみを掲かかげ、


「さて、そろそろ昼食にするか。今日は私が直じき々じきにお弁べん当とうを作ってきてやったぞ」


　なんてことを言い出して。


「へ？　おまえが、お弁当？」


「うむ！」


「……お、俺のために？」


　すると彼女はまた、大きくうなずく。


　それにライナはげんなりと、


「……おまえ、俺に嫌がらせするためには、ほんと小さなことまでこだわるよなぁ……ドレスまで昨日アレイルが着てたのにそっくりだし」


「ふっふっふ。恐おそれ入ったか」


　勝ち誇ほこったように笑うフェリスに、ライナは両手を上げた。


「完かん敗ぱい。恐れ入ったよ……でもま、そのドレス、似に合あってるよ。やっぱ美人はなにを着ても似合うなぁ」


「うむ！　私は根っからの美人だからな！」


　なんてあっさり自分で言い放って、おまけにそれに自分で恥ずかしくなったのか、彼女は顔を赤らめる。


　そんな彼女の姿にライナはあきれ顔で、


「……ほんとに恐れ入ったよ……いろんな意味で……」


　そう呟つぶやいた。





　　　　◆





　フェリスが作ったお弁当は、思いの外だんごだった。


　いや、思った通り、だんごだったと言ったほうがいいのだろうか？


　とにかくお弁当箱に、ぎっしりだんごが詰まっているだけで。


　彼女がこちらを見つめて、なぜか緊張しているような顔で言ってくる。


「……う、うまいか？」


「いや、うまいけどさぁ……」


　確かにそのだんごは美う味まかった。


　でも、お弁当箱一いつ杯ぱいにだんごって……


　しかしそれに、彼女の顔がどこか嬉しげに、


「おお、うまいか！　そうか！　ウィニットだんご店の店主に教えてもらって作ってみたのだが、成功したようだな！」


「え？　じゃあこれ、フェリスが作ったの？　手作り？」


「うむ！」


「そりゃすげぇ。店出せるよ」


「そ、そうか？　ふふふ。よし、いま茶をいれるから、待っていろ」


　と、本当に嬉しそうにお茶をいれ始める。


　もう、自分がやりたいことをやりたい放題の彼女を見つめて……


「…………」


　ライナは、苦く笑しようした。


　そしてこいつのおかげで俺は、いろいろ救すくわれてるよなぁとか、思う。


　昨日きのうのアレイルに偉えらそうに言った言葉だって、ほとんどフェリスからの受け売りみたいなものなのだ。


　もうちょっと、わがままに生きてみてもいいだなんて……


「……ま、おまえはわがまますぎだけどな」


　独ひとり苦笑してライナが呟くと、彼女がこちらを見て、首をかしげる。


「ん？　なんだ？」


「いんや……あ、ところでお見合い……おまえどうすんの？」


　すると彼女はこちらを見つめ、


「気になるのか？」


「……いや、別に」


　とそこで、彼女は突然泣きそうな、おどおどしたような、またも演技っぽい様よう子すになり、


「……わ、私には……断れない……お父様は、嫌なら結婚しなくていいと……」


「ってそれはもういいから」


　ライナが突っ込むと、フェリスは憮ぶ然ぜんとした表情で、


「なんだ。私にはあのくさいセリフをかけてくれないのか？」


「……あう。もういじめないでよ……」


　それにフェリスはお茶を渡わたしてくれながら、淡たん々たんと言う。


「まあ、あの話はもう、なくなったがな」


「え？　そうなの？　どうして？」


　するとフェリスはあっさり、


「昨晩、二人の男を半殺しにしたら、なぜか話はなくなった」


「え？　二人の男？　そ、それってまさか……」


「うむ。シオンとルーなんとか伯爵だ」


「…………へぇ」


　それにライナはもう、言葉もなかった。


　王と貴族が半殺しって……


「お、おまえ、ほんと自由でいいよなぁ」


　しかしそこで彼女はなぜか、真剣な顔でライナをじっと見つめ、


「おまえのおかげだ」


　なんてことを言い出す。


　それにライナは首をかしげ、


「へ？　なんの話だよ？」


「うむ。昨日、おまえが言ってくれただろう？　もうちょっと、わがままに生きてみてもいいと思うって……だから、これからはもう少し、わがままに生きてみようと……」


「いや、これ以上は勘かん弁べんしてください……」


　ライナはげんなり言った。それからため息をついてから、お茶を一口すする。


「あ、やっぱりうまいな」


　ライナは思わずうなった。濃こさ、温度、湯飲みの持ちやすさからなにから、すべてに細さい心しんの注意が払はらわれていて。この細こまやかさが、だんご道以外にも少しは向けばなぁとか思いながら、ライナは言った。


「まったく……おまえ、いいお嫁よめさんとかには絶対なれなそうだけど、いい茶店の女将おかみにはなりそうだよなぁ」


「うむ。当然だ」


　当然らしい。


　悩なやみなんて、まるでないような顔で彼女は言う。それを見てるとこちらまで悩みなんてまるでなくなってきて、


「あはは」


　ライナは小さく、笑ったのだった。





　　　　◆





　その後、シオンから聞いた話によると、アースト子爵の娘、アレイルは、結局お見合い相手と結婚したらしい。


　それにライナはただ、まあ、そうだろうなぁと思った。


　誰もがそう簡単に、わがままに、自由に生きられるわけじゃない。


　でも。


　と、今日も今日とて仕事をさぼり、中庭の木の上で惰だ眠みんをむさぼっていたライナは、さっきから仲良さそうに中庭でデートしている貴族の若わか夫ふう婦ふの姿を見下ろして。


「まあ、そういうこともあるか。自由じゃなくたって、幸せなんて本人次し第だいだしな……」


　なんて呟きを完全に無視して、二人は盛もり上がる。


「愛してるよアレイル[image: ]」


「私も、愛してるわミック[image: ]」


「ああ、この愛を君にどう伝えたらいいだろう[image: ]」


「詩に、詩にしてちょうだい[image: ]」


「ああ、太陽の輝かがやきよりも君は輝いて……」


「だぁああうるせぇえええええ!?　おまえら、そういうのはどっか違う場所でやれよっ！」


　ライナが思わず叫ぶと、アレイルはこちらを見て、にっこりと笑った。


　その笑顔は、本当に幸せそうだった。





　ちなみに、このバカップルが毎日毎日中庭に愛を語りにくるので、ライナは昼寝の場所を失った。







（うぇい・おぶ・らいふ：おわり）







　ごーすと・ぱにっく







　夜中。


　トントン。


　扉とびらがノックされる音がする。


「…………」


　トントン。


「…………」


　トントン。


「……うるせぇなぁ……」


　ライナ・リュートは、うめくように言った。


　いつもの宿屋のベッドの中。


　どうやったらそこまで寝ね癖ぐせがつくのかというほどぐちゃぐちゃな黒くろ髪かみをかきあげ、眠ねむ気けで曇くもった黒い瞳ひとみを少しだけ開けると、鬱うつ陶とうしそうにノックされ続ける扉を見た。


　それからカーテンを閉めている窓まどのほうを見る。


　まだ光は射さし込んできていない……どころか、空は真っ暗だ。


　ライナがベッドに入ったのが夜中の十二時頃ごろだったのだが、空の様よう子すからするとどうも、まだ一時か二時くらいだろう。


　それに彼は顔をしかめ、


「……って、なんだよ……まだ俺おれ、全然寝てねぇじゃねぇか……」


　と言ったところでまた。


　トントン。


「……うう、眠い。寝よ」


　トントン。


「……くー」


　トントン。


「…………」


　トントン。


「…………ああもううるせぇなぁ。ライナ・リュート君はいまいませんよ～」


　と、ライナはライナ君があいにく不ふ在ざいだということを親切にも伝えてあげたにもかかわらず、扉の向こうの何者かはさらに。


　ドンドンっ！


「……だからうるせぇっての！」


　ドンドンドンっ!!


「だぁああてめ、ふざけんなよ！　誰だれだか知らねぇけど、常じよう識しきを考えろ常識を。いま何時だと思ってんだ？　こんな、こんな……えーと……ああ、ところでいま何時なの？」


　ドンドンドンドンドンっ!!


「ああもうはいはい。わかったよしつこいな。開ければいいんでしょ開ければ。ったく、毎日毎日馬ば鹿か王にこき使われて、ちゃんと寝れる時間は貴き重ちようなんだぞ？　それをおまえ……」


　ドンドンドンドンっ!!


「だから開けるっつってんだろうが！」


　怒ど鳴なりながら、ライナはベッドから起きあがった。


　そして立ち上がると、眠気でいまいちふらつきながらも、激はげしくノックされ続ける扉へと向かう。


　ドンドンドン！


「開けるって」


　ドンドンドンっ！


「うるさいうるさい」


　耳を塞ふさぎながら、ライナは扉の鍵かぎを開ける。


　ドンドンドンっ！


　そしてノブに手をかけて、扉を開いた。


　瞬しゆん間かん。


「…………え？」


　ライナは、思わずそんな声を上げてしまっていた。


　扉の外には、誰もいなかったから。


　さっきまでは確かく実じつに何者かが扉の外にいる気け配はいが感じられたのに、いまはその気配すらなくて。


「……なんだぁ？」


　と、ライナは周囲を見回した。


　すると廊ろう下かの向こう。長い金色の髪をたなびかせて、物もの凄すごい速はやさで走り去っていく女の姿がちらっと見えて。


「……んぁ？　フェリスか？」


　が、そう言った瞬間、今度は後ろからガシャーン！　と窓が割れる音がする。


「うお……今度はいったいなんだ？」


　ライナは振り返った。


　すると窓がぶち破られ、部屋の中に、一人の女が飛び込んできていて。


　それはやはり、相あい棒ぼうのフェリス・エリスだった。いや、こんな夜中にこんな迷めい惑わく行こう為いをしまくる奴やつは、こいつぐらいしかいないのだが……


　異常なほどの美び貌ぼう。長く綺き麗れいな金きん髪ぱつに、切れ長の澄すんだ青い瞳。スタイル抜ばつ群ぐんの華きや奢しやな体と、その細い腕うででは到とう底てい扱あつかえるとは思えない長ちよう剣けんを腰こしにさしている。


　そして彼女はライナのベッドに仁に王おう立だちになり、部へ屋やの扉のほうを見つめてこう言った。


「……誰もいないのに、ノックされる扉」


「いや、ノックしてたのはおまえだろ？」


　だが彼女は気にしない。今度は自分の背後、無む惨ざんに破は壊かいされた窓を見て、


「……誰も触ふれていないのに、突とつ如じよ割れてしまう窓ガラス」


「だからおまえがぶち破ったんだろうが」


　だがやはり、フェリスは気にしない。


「うむ。これは間違いなく、霊れいの仕し業わざだ！」


「……っておまえ、いったいなにがしたいの？」


　ライナがもう、あまりのわけのわからなさに疲つかれた声こわ音ねでそうきくと、フェリスはなぜか自信満々の顔でこちらを見て、言った。


「どうだライナ。お化ばけが引き起こす心しん霊れい現げん象しようの数々に、恐おそれおののいたか？」


　それにライナはもう、震ふるえる声音で言う。


「……いや、おまえが俺おれのベッドに平然と土足で立ってることに、恐れおののいてます」


　するとフェリスは大きくうなずき、


「うむ。そうだろう。やはり幽ゆう霊れいは危き険けんなのだ。だが、我われ々われはいまから、その幽霊と戦わねばならない。厳きびしい戦いになる。ついてきてくれるか？　ライナ」


　なんてことを言い出すが、やはりまるで意味不明なので、ライナは首をかしげた。


「…………えーと……なにやら話がものすごく嚙かみ合ってないみたいなんだけど……お化け？　霊？　なんの話だ？　こんな夜中に意味不明な現あらわれ方して、いったいなんなんだよ？」


「うむ。とりあえず落ち着け」


「いや、落ち着いてるけど」


「椅い子すにでも座すわったらどうだ」


「……あ、うん。そうだな。まあ、ここ俺の部屋だけどな」


　そしてライナは椅子に座る。


　フェリスはフェリスで、立っていたベッドに腰かける。それから彼女は自分が座ったベッドを見て、開け放たれた窓の外を見る。


　そしてなぜか急に顔を赤らめてライナをにらみつけると、


「き、貴き様さま、こんな夜中にベッドに私を押し倒たおして、なにをするつもりだ！」


　それにライナは半はん眼がんで、


「…………で、話は？」


「うむ。実は大変なことになってしまったのだ」


「うあ……おまえの大変なことはめんどくさいから巻まき込こまれたくないんだけど……」


「貴様、女を部屋に連つれ込んでおいて、いまさら責せき任にんを取れないとは何事だ！」


　なんて怒鳴られて、ライナはげんなり言った。


「……女を連れ込むって……おまえが勝手に窓ぶち破って入ってきたん……いや、いつものことだからもういいけどさ……それで？　だから大変なことってのはなんだよ？　さっきのお化けがどうこうってのが関係するのか？」


　するとフェリスは神しん妙みような顔でうなずいた。


「そう。その話をしにきたのだった。おいライナ。いま世界は、お化け問題で大変なことになっているのだぞ！」


「お化け問題？」


　それにライナはフェリスを見て、それから窓の外を見る。


　するとそこには、信じられない光こう景けいが広がっていた！


　真夜中の空を、縦じゆう横おう無む尽じんにお化けたちが飛び回ったり……してるはずもなく、雲一つない星の綺麗な夜空が広がっている。


　風もなくて、とても静かな夜だ。


　こんなに風がなかったら、お化けだって飛べないんじゃねーの？


　とか、ライナは寝ぼけた頭で考えたりしたが、そんなことはどうでもいい。


　とにかく世界は、お化け問題で大変なことになっているらしいのだ！


　だからライナは言った。


「……えーと……つまりはあれか。おまえはお化けに脳のうみそを乗っ取られてしまったので、さっきから俺に向かって意味不明な発言をしまくってると、そういうことを……」


　が、そこでライナの言葉は止まった。


　フェリスが、目にもとまらぬ速さで剣を引き抜き、ライナの首くび筋すじへ突つきつけてきたから。


　そして彼女は、なぜか震える声音で、


「ば、馬ば鹿か！　わ、私にお化けがとり憑ついているはずないだろう！」


　なんて言ってくるから、思わずライナはフェリスを見つめる。


　すると彼女の無表情の中に、かすかに怯おびえのような色が浮うかんでいて。


　それに、ライナは思い出す。


　確たしか彼女は……


「……ああ、おまえ確か……幽霊が怖こわいんだっけ？」


「あう!?」


　瞬間。


　フェリスの体がびくんっと震える。そしてその震えのせいで、ライナに突きつけられていた剣が彼の首のほうへサクっと……


「って危あぶねぇええええええええええええ！」


　ライナはとっさに後方へ身を反そらしてそれをかわした、


「……う、うお、いまの……マジで死ぬとこだった……お、おまえ、俺を殺す気か！」


　ライナが怒鳴ると、フェリスはやはり怯えたような顔のまま、こちらをにらみつけ、


「……お、おまえが死んで、私のところへ幽霊になって出てきたら、き、斬きり殺すからな！」


　言って、剣を構かまえてくる。


　それにライナはさらに思い出す。


　フェリスが幽霊を怖がる理由。


　それは確か、ローランドから勇ゆう者しやの遺い物ぶつ探さがしをするために旅に出て、二つめの国にたどり着いたときのことだ。


　二人で夜中に墓ぼ地ちを荒あらしにいったとき、急にフェリスが怯え始めて。


　ライナが、


『幽霊が怖いのか？』


　と聞くと、彼女はこう答えた。


『おまえは怖くないというのか？　幽霊は剣で斬っても斬れないのだぞ？　斬れないものを斬れるようになるまでの、執しつ拗ようなまでの兄にい様さまの訓くん練れんがどれほど厳きびしいか、おまえにはわかっていないのだ』


　とかなんとか言っていたことを思い出し、ライナは苦く笑しようした。


　だいたい幽霊なんて、いまどき子こ供どもだってその存そん在ざいを信じてないだろうに……あのときのフェリスの真剣な顔を思い出し、ライナは思わず笑いをこらえる。彼女は本気で、幽霊の存在を信じてるのだ。


　そういうかわいらしいところが、彼女にはあるのだ。


　それに思わずライナはフェリスを見つめ、こう言った。


「……で、あれからおまえ、幽霊を斬れるようになったわけ？」


　するとフェリスはぐうっと顔をしかめ、


「……い、いや……幸さいわいなことにこれまで、私は幽霊に出会わなかったからな」


「あ、じゃあ幽霊を斬る練習はしてないわけ？」


「……う、うむ」


「ふぅん。じゃあ、どうしよ。実はさっきから言おうかどうか迷まよってることがあったんだけど……言わないほうがいいかな……？」


「ん？　なんの話だ？」


「……いや、実はさ……これはほんとに、言っていいかどうかはわからないんだけど……その……ちょうどおまえのすぐ後ろにさ……幽霊らしき姿が……」


　刹せつ那な。


「…………みゅあっっっ!?」


　フェリスが奇き妙みような悲ひ鳴めいを上げて、跳とんだ。


　ベッドから天てん井じようへ、そしてそのままライナの後ろへ隠かくれるように移動してきて、剣を構えると、


「ど、ど、ど、どうするライナ。わ、私はまだ、幽霊との戦せん闘とうに慣なれてないのだが……」


　それにライナはもう、我が慢まんできなかった。


「あう……く、くく……あはははははは。みゅ、みゅあっておまえ……冗じよう談だんだよフェリス。幽霊なんているわけ……ぐぁああああ！」


　瞬間。


　ライナはフェリスに、一歩間ま違ちがえればほんとに幽霊になりかねないほどの勢いきおいで殴なぐられて、飛んだ。天井に一度ぶつかって、そのまま床にばたんっと落ちる。


　そして一言。


「……………………ご、ごめんなさい」


「許ゆるさん」


「あう……ゆ、許してくれたら、死んだとき化けて出ないって約やく束そくするから、許して」


「……ほ、本当か？　本当に約束するか？」


「……うん。約束します。俺が幽霊になってもおまえを脅おどかしたりしません。だから殺さないで」


「よ、よし。なら今日のところは許してやろう」


　そこでやっと、彼女は剣を収おさめた。


　それにライナはため息いきをつく。


「はぁ……ったく、おまえがくると、どうしてこう、数分でここまで疲れるかね……」


「ふむ。運動不足ではないか？」


「……そうなの？」


「うむ。運動不足は万病のもとだと、最近読んだ本に書いてあった」


「へぇ……そりゃ知らなかったなぁ。フェリスは博はく識しきだね。俺はてっきり、妙みような女が夜中に殴りにきて眠れないから疲れてるのかと思ってたよ」


「ん？　そんなに毎晩、女を連つれ込んでるのか？　この悪党が！」


「……嫌いや味みも通じやしないよ……」


　ライナはまた、大きくため息をついた。


　それから起きあがり、椅子に座り直す。


　そしてこの、夜中にやってきてはライナに疲ひ労ろうを蓄ちく積せきさせていく悪あく霊りようを撃げき退たいするには、いったいどうすればいいのかを考えてみて。


「……で、いまさらだけど、なんの用なの？　わけわかんないから、最初っからきちんと話してみて」


　疲れ切った声音で、そうきいた。


　そして話は、始まったのだった。


　フェリスが言う。


「実は、兄様から、とある命令が出されたのだ」


「兄様……？　って、ルシルのことか？」


「うむ」


「……ふむ。んで、その命令ってのが、どう世界はお化け問題で大変って話に繫つながる？」


　それにフェリスは深しん刻こくな表情で続ける。


「……おまえは、バミューダ伯はく爵しやくの館やかたというのを知っているか？」


　もちろん知らない。


　しかし、いまの言葉でもう、ライナにはだいたいの状じよう況きようが読めてしまった。





　幽霊を斬れないフェリスは、お化けを怖がっている。


　↓


　そんなフェリスにルシルから命令。


　↓


　幽霊を、斬ってこい。


　↓


　どこへ？





　ライナはそこまで思考を巡めぐらせたところで、フェリスを見る。


「つまりはこういうことか？　バミューダ伯爵の館には幽霊が出ると最近巷ちまたで有名だから、退たい治じしてこいと言われたけど、怖くて一人じゃ無理だから、ライナ助けて～とかなんとか……」


　するとフェリスはライナをにらみつけて、


「わ、私がおまえに助けてなどと言うと思ってるのか！」


「じゃ、助けなくていいの？」


「た、助けさせてやる！」


「…………まあ、それでいいけど……」


　ライナは疲れた声音で言った。そのまま、


「んじゃ、いまから俺と一緒に、その館へいくわけ？」


「うむ」


「幽霊を退治すると……」


「う、うむ」


「……ちなみに俺、明日もシオンにこき使われて仕事の予定なんだけど、俺の睡すい眠みん時間は……」


「よし、そろそろいくぞライナ！」


「……………………………………だよねぇ」


　そうして二人は、幽霊との戦いに旅立ったのだった。





　　　　◆





　幽霊が出ると噂うわさされている、バミューダ伯爵の館は、もう、完全に廃はい墟きよだった。


　広大な庭てい園えんは雑草が生はえ放題。


　所々壁かべは崩くずれ、蔓つるが館の中にまで侵しん入にゆうしてしまっている。


　とても人が住めるような状況じゃなかった。


　この巨きよ大だいな館が、いつごろから無人なのか、どうして主あるじに見み捨すてられたのか？　そこにはなにか、事件やら不幸な出来事やらがあったのか？　そういうことはまるでわからないが……


「……夜中の廃墟ってのはやっぱ、ちょっと不ぶ気き味みだよな」


　半分崩れた門をくぐって、ライナたちは館の中へと入る。館の内部は、外がい観かんよりもさらに荒れていた。


　蜘く蛛もの巣すが至いたるところに張はり巡らされ、床も腐くさっているところが多いので、歩くのに気を遣つかう。


　その腐った床板を避さけながら、ライナは一歩、また一歩と、館の中へと侵入していく。


　そしてそのたびに、


「ぐえ……ぐあ……ぐお……って、フェリス、俺の服後ろからつかんで引っ張るの、やめてくんない？　歩くたびに首が絞しまって死にそうなんだけど？」


　ライナは顔をしかめて、振り返る。


　するとフェリスは、ライナの服の背中の部分をつかみながら、おどおどついてきていて。


　それに、ライナは複雑な気分になる。


「なんか、おまえがいつになくそんな女の子っぽい態たい度どだと、調子狂くるうなぁ……まあでも、幽霊なんかたぶん出ないと思うから、ンな怖がる必要ないと思うんだけど……」


「そ、そんなことを言って、もしも幽霊が出たら貴様、どう責任を取るつもりだ！」


「いや、出てくれたら、ラッキーだろ。おまえが剣で斬って、やったーって言って家帰って寝るよ」


「し、しかし、剣で斬れなかったら……」


　そしてさらに強く、ぎゅっとライナの服をつかむフェリスに、ライナは苦く笑しようする。


「大だい丈じよう夫ぶだってもう。ちょっとかわいいなおい。ってか、いもしないお化けなんかをそんなに怖がるなんて、おまえも女の子……」


　が、フェリスの言葉は続く。さらに強く、ライナの服をつかみながら、


「……霊の奴やつが出たら、まずこの無能男を生いけ贄にえに突き出して、こいつに気をとられているうちに逃にげるか、戦うかを決めなくては……」


　そしてライナの服をぐっと引っ張り、突き出す練習を始めて……


「……やっぱかわいくない……」


　ライナはげんなり言った。


　と、二人がそんなことをやっていたところに、突とつ然ぜん。


　ゴン！　っという、なにかをたたくような音が館の中に鳴り響ひびいて。


　それに、ライナとフェリスは、顔を見合わせる。


「んぁ？　なんの音だ？」


「ゆ、ゆ、幽霊が……」


「いや、だから幽霊なんて存在しないって」


　言ってから、ライナは音がした方向へと、目を向ける。


　いまにも崩れそうな階かい段だんの上。


　つまりは、二階のほうから音は聞こえたように思えたのだが。


「……風か？　それとも腐った壁かなんかがまた崩れたか……もしくは、俺ら以外に誰か人がいるのか……？」


「ゆ、ゆ、幽霊が……」


「はいはい。まあ、本当に幽霊が出てくれりゃ、話は簡かん単たんなんだけど……」


　するとフェリスはライナをにらみつけ、


「お、おまえは、幽霊の怖さをなにもわかっていない！　兄様の話では、奴らは剣で斬ることができないどころか、斬ろうとした相手の人じん格かくを乗っ取り、だんご嫌ぎらいに洗せん脳のうすることすらできるらしいのだぞ！　そ、そんな化ばけ物ものを相手に、おまえはどう戦うつもりなのだ！」


　と、いうことらしい。


　いまのでフェリスがどうしてこれほどまでに幽霊に恐きよう怖ふしているのかが、わかった。


　彼女はルシルに、相当あることないことふき込まれているのだ。


　それにライナは困こまったような表情で腕組みする。


「……となると、誤ご解かいを解といて、霊なんてほんとはいないんだよって納なつ得とくさせるのは、結けつ構こう大変……」


　と、そこで。


　ガタ！


　今度は、なにかが動くような音。


　さらに、


　ガタガタ、ガタガタガタ、ガタガタガタ！


　うるさいぐらいに音が響きまくる。


　それにフェリスが、


「お、おのれ、霊の奴か！」


　続いてライナも二階を見上げ、


「……人がいるな。おまけにこれは、たぶん俺らに対しての音だろ。だが……」


　じゃあいったい、そいつは何者だ？


　ライナは、思考を巡らせる。


　この荒れ放題の館を見る限かぎり、いままで人が住んでいたような気け配はいはなかった。ということは、ここが廃墟なのをいいことに、盗とう賊ぞく団だんが隠れていました～なんて展てん開かいもなさそうだ。


　となるとこの二階にいる奴は、おそらくライナたち……いや、フェリスを待っていたということになる。


　ってことはここにいるのは……


　幽霊を怖がっているフェリスを鍛きたえるために、ルシルが雇やとった幽霊役の何者か。


　もしくは……ルシル本人か……


「……本人だったら、厄やつ介かいだなぁ……」


　とそこで、フェリスが言ってくる。


「ど、どうする？」


「ふむ。まあ、いくしかないんじゃない？」


「そ、そうだな……で、では、私はおまえの背はい後ごを守ってやろう。さあ、いくぞ！」


　言って、また彼女はライナの服の背中の部分をつかんで、いざというときは突き出してやろうという準じゆん備びをする。


　それにライナは顔をしかめ、


「いやだから、それやめてくれって。首が絞まって、二階に上がる前に、俺死んじゃうぞ？」


「…………」


　しかし、彼女は放そうとしない。


　それにライナはため息をつくと、あきらめて階段を昇のぼることにした。


　一段昇るたびにギシギシと不気味な音を立てて床板が鳴く。二階からは、相あい変かわらずガタガタと音が響き続けていて、さらにライナは服を引っ張られるたび何度も『ぐえ、ぐお』なんて声をあげていて、


「……ぐむ……ぐお……って、音だけ聞くと、それなりにちょっと怖……ぐあ……」


　なんてことをやりながらも、二階へ到とう着ちやくした。


　その、途と端たん。


　ガタガタという音が止まって。


　だが、ライナは音が鳴っていた方向へと、目を向けた。


　するとそこには、扉があった。


　木製の扉。


　その中から、音は聞こえてきていたのだ。


「……あそこだな」


　ライナが言うと、フェリスはうなずき、


「よ、よしライナ。試ためしに開けてみろ」


「ってか、さっきから全部俺が先頭立ってやってるけど、おまえ、修しゆ行ぎようになってんのか？」


「問題ない」


「う～ん」


　と、ライナは悩なやむ。


　もし、ルシルが雇った何者かがこの幽霊の正体だとすると、全部ライナが先頭に立ってやっていては、あとでルシルに報告されて、ちょっとまずいことになるんじゃないかなぁ……とか思うのだが。


　まあ、いまの怯えまくっているフェリスに、あの扉を開けろとは言えないけど……


「…………」


　ライナは後ろでびくついている彼女の顔を見てからため息をつくと、


「ほいじゃ、開けるよ……」


　彼は、扉のほうへ向かった。


　それから扉のノブに手をかけると、ぐるっと回す。


　そして、扉を開いた……


　瞬間！


「グァオオオオオオオオオオオオオオオ！」


　という咆ほう吼こうとともに、目の前に奇き妙みような物体が飛び出してきた。


　鋭するどい瞳。


　巨大な牙きば。


　そして、全身真っ白な、人型の化物。


「………………」


　というか、鋭い瞳と巨大な牙の絵が描えがかれた、白いシーツをかぶった人間。


　その人間が両手を高々と掲かかげると、


「お化けだぞ～！　怖いぞ～!!」


　なんて、聞き覚おぼえのありまくる声で叫さけんで。


　それにライナは、


「………………って……シオン。おまえ、なに馬ば鹿かなことやってるの？」


　あきれきった声こわ音ねで言った。


　すると白シーツの男はびくんっと動きを止めてから、


「あ～……えーと……俺はシオンなんて名前じゃありません。五十年前に死んだ、バミューダ伯爵の亡ぼう霊れいです」


「そうなの？」


「うん」


「そうか。よしフェリス。幽霊を発見したぞ！　斬り殺せ！」


「うむ！」


「ってちょっと待ったぁああああああ！」


　シーツ男は慌あわててシーツを脱ぬいで、叫さけんだ。


　するとシーツの中から、意い志しの強そうな金色の瞳。銀色の髪。この国の王、シオン・アスタールが姿を現して。


　ライナは言った。


「……ってか、なんでおまえがここにいるんだよ？」


　するとシオンはおどけたような笑えみを浮かべた。


「いや、なにやらライナとフェリスがお化け退治にバミューダ伯爵の館を訪おとずれるっていう話を聞いたから、じゃあちょっとからかいにいってみようかと思ったんだけど……」


　とそこで、彼は手に持ったシーツを見て、それから首をかしげ、


「でも、なんで俺だってバレたんだろ？　完かん璧ぺきにお化けになりすましたと思ったのに」


　なんて馬鹿な発言は、この際どうでもよかった。


　問題は、シオンがここにいるという事実だ。


　シオンがいるということは、陰かげから常にこのローランド帝てい国こくの王を護ご衛えいし続けている、エリス家の当主、ルシル・エリスもここにいるということなわけで……


　ということは、


「あのヤロ、どっかで見てるのか？」


　と、きょろきょろとライナは周囲を見回した。


　それにフェリスが、


「どうしたライナ」


「いや、ルシルの奴に、今回の任にん務むの終わり方をどうするつもりなのか、きこうと思って……」


　だが、いくら周囲を見回してもルシルの姿は見あたらなかった。


「ああくそ、もういいや。んじゃシオンにきこう。なあシオン。ルシルの奴、フェリスのことをどうしようって言っ……」


　が、そこで。


　ライナの言葉は止まってしまう。


　目の前。


　さっきまでいたはずのシオンの姿が、突然消えてしまっていたから。


「……って、え？　あれ？　シオン？」


　と、声をかけてみても、返事はない。というより、気配すらまったく感じられない。


　それにライナは振り向いて、


「あれぇ？　フェリス。シオンは？」


　が、彼女も首を振ふって、


「い、いや……私も見てなかった。ちょっと目を離はなした隙すきに……」


「……消えた？」


　ライナが言うと、フェリスはうなずく。


　それにライナは顔をしかめ、再ふたたび部屋のほうを見る。だが、部屋には隠れられそうな場所は、まるでなかった。


　あるのはボロボロの床ゆかと壁かべだけ。


　窓すらないのだ。


　この部屋の、どこに隠れる？　まるで隠れようがない。


　じゃあ。


「……じゃあ、いまのって……」


　ライナが言うと、フェリスの顔がまた、蒼そう白はくになる。


「お、お化けか……？」


「ま、まさか、そんなはずは、ないと思うんだけど……」


　と、ライナが言った瞬間。


『アハハハハハハハハハハハハハハハ』


　今度は隣となりの部屋から、女の声が響いてきて。


「あうう」


　フェリスがうめいて、ライナの服をつかむ。


「って……」


　引っ張る。


「ちょっと……」


　そして思いっきり隣の部屋の、扉へと突き飛ばして、


「ぶ、ぶつかるぶつか……うわぁああ！」


　扉は、ライナの顔面にぶつかって、破は壊かいされた。


　そのままライナが部屋の中へ転がりこむと、例によって例のごとく、ぴたりと女の笑い声は止まった。


　それに、


「……顔痛いてぇ～」


　と、ぶつけた顔を押おさえながら、ライナは部屋の中を観かん察さつした。


　やはりこの部屋も、隣の部屋と同じで、人が隠れられるようなところはなかった。


　まず部屋の奥を見る。なにもない。


　それからライナが入ってきた扉のほうを見る。しかしやはりなにもない。


　そして最後に、ライナは天井を見上げると。


「…………」


　そこには、女が、天井にぺたりと張はり付いていて……


　彼女は、首だけぐるんっとこちらへ向けてくる。そしてライナと目が合うと、にま～っと笑ってから……


　突然、こちらへ向かって突とつ進しんしてくる。


　それも、拳こぶしを振り上げて、


「イリスちゃんパァアアアアアンチ！」


　物もの凄すごい勢いきおいで、拳けん打だを放ってくる。


　それをライナは受け止めて、


「なんでおまえが……」


　が、ライナの言葉を遮さえぎって、彼女はさらに頭ず突つきを放ちながら、


「イリスちゃんキィイイイイイイック！」


「これはキックじゃねぇえええええ！」


　と、ライナはそれも止める。


　そのまま押さえつけて、彼女を見た。


　七、八歳さいくらいの、少女だ。


　フェリスそっくりの金色の髪に、やはりフェリスそっくりの人間離ばなれした美貌。違いがあるとすれば、無表情なフェリスと違い、表情がころころと変わるところだろうか？　フリルがたくさんついたドレスのような服を着ており、背中にはリュックサックといういつもの出いで立ち。


　とそこで、フェリスも部屋に入ってきて、


「ん？　おまえ……イリスか？　なぜこんなところにいる？」


　するとイリスはフェリスのほうを見て、輝かがやかんばかりの笑え顔がおになった。


「あ！　あ!?　姉ねえ様さまだぁあ！　あのね、んとね、イリスね、お化けなんだよ！　でねでね、ガオーって言って姉様を驚おどろかしてね、そしたら姉様お化け怖くなくなるんだよ！　だから、んと、いまからガオーって言うから待っててね！」




[image: ]


　そのまま彼女はライナの手を振り払はらうと、


「よいしょ、うんしょ」


　なんて言いながら、一いつ生しよう懸けん命めい背中のリュックから白いシーツを取り出して、それを、かぶる。そして、


「ガオー!!」


「…………」


「ガオーガオー!!」


「…………」


「ねえねえ姉様、怖い怖い？」


「怖くない」


「やったあ!!　これで姉様、お化け怖くなくなったね！」


「そ、そうなのか？」


「うん！」


　イリスは元気一いつ杯ぱいにうなずく。


　そんな会話に、ライナはもう、


「……頭痛くなってきた……」


　くらくらする頭を押さえて、そう言った。それから再び顔をあげ、


「じゃああれか？　イリスはルシルに命じられて、シオンと一いつ緒しよにここに…………って」


　しかしまた、ライナの言葉はそこで止まった。目の前にいたはずのイリスが、さっきのシオンと同様、消えてしまったから。


　それにライナは振り返り、


「……おいフェリス」


　だが、彼女はまた、蒼白な顔。


「み、見ていなかった……」


「…………ふむぅ？」


　と、ライナが唸うなったところで、突とつ如じよ、部屋全体からガタガタと音が鳴り出して。


　それにフェリスが、


「や、やはり、これは幽霊が……」


「ンなはずないから」


「し、しかし……」


　だがそれにライナは答えずに、ぐるりと部屋を見回す。それからさっきまでイリスがいたはずの場所を見る。


　すると部屋が暗いせいでいまいちわかりにくいが、床の部分にうっすらなにやら細さい工くされている跡あとを見つけて……


　おそらく、隠し扉かなにかだろう。


　それにライナはにやりと笑う。


「なるほど……これ使って消えてたわけね……凝こってんなぁ」


　そして振り返って、


「おいフェリス。幽霊のカラクリがわか……」


　だが、ライナはその言葉も、止めた。


　というより、言う必要がなかった。


　なぜなら、フェリスはもうそこにいなかったから。ライナに見えたのは、彼女が金色の髪をなびかせて、ありえない速さで走り去っていく姿だけ。


「……あいつ、逃げやがった……」


　するとそこで、床の隠し扉がぱかっと開いて、シオンが頭を出す。


「……あらら。ちょっとやり過ぎたかな？」


　それにライナはシオンを見て、


「……全然怖くなかったから、やり過ぎってことはないと思うけど……ってかおまえ、ルシルからこれやれって頼たのまれたわけ？」


　だが、シオンは首を振る。


「いや、イリスがお化け大会をやるっていうから、ついてきてみた。どうせライナもきてるだろうから、そのまま仕事につれていこうと思って」


「……うあ、最悪。俺、全然寝てないんだぞ？」


「知ってる。でも俺も寝てないから安心しろ」


「意味わかんねぇえええええってか、こんなとこで馬鹿やってないで、寝ろよ。そのうちおまえ、マジで死ぬぞ？」


「ふむ。死んだら仕事いっぱい持って、おまえの枕まくら元もとに立っていい？」


「だめ」


「じゃあ立とう」


「やめて……」


　とそこで。


「ガオーガオーガオーガオー!!」


　なんて叫びながら、シーツをかぶったかわいらしいお化けが部屋に飛び込んできた。


「ガオーガオーガ……って、あれ……」


　だが、お化けは部屋に姉あねがいないのに気づくと、


「あれれぇ？　姉様はぁ？」


　それにシオンが肩かたをすくめてから、


「ああ、ええと……フェリスは急用があるからって、帰っちゃったよ」


　するとイリスはシーツを脱いで、みるみる悲しそうな顔になる。


「ええええええ、姉様帰っちゃったのぉ？　せっかくこれからみんなで鬼おにごっこして遊ぼうと思ってたのに」


　そんな言葉に、ライナは疲れきった声こわ音ねで言った。


「うぇ～鬼ごっこなんていまからやったら、ほんとに俺死んじゃうところだった……」


　するとシオンも苦笑して、


「俺も。眠ねむ気けでちょっと吐はきそうだしな」


「だから寝ろって！」


「いや、もう仕事が山やま積づみなんだよ。さて、じゃあそろそろ仕事に……」


「やだ！　無理だって！　絶対死ぬって！」


　とそこで。


　イリスが突然、どういうつもりか、誰もいない部屋の奥のほうに向かって、こんなことを言った。


「えと、んと……それじゃ、姉様のことは今度紹しよう介かいするからね！　みんなごめんね！」


　その、言葉に。


『…………え？』


　ライナとシオンは、会話を止める。


　そしてイリスのほうを向いて。


　シオンがきいた。


「えと……あの、イリスちゃん。いまのって……誰に言ったのかな？」


　するとイリスはきょとんっとした表情になり、


「誰って……みんなだよ？」


　当然でしょとばかりの声音で言った。


　それにライナは一度、自分の周しゆう囲いを見回す。だが、やはりそこはなにもない部屋で。いるのは、ライナと、シオンと、イリスだけのはずで。


　ライナは、きいた。


「……み、みんなって……何人ぐらいで、どんな姿してる……？」


　するとイリスは、不ふ思し議ぎそうな顔のまま、部屋の奥……ライナやシオンとは、まったく違う方向を指さしてから、


「えっとね、んとね……姿は黒くて笑っててね～……うんと、人数は、一、二、三、四、五、六、七、八……」


　しかしそこまでで、


「に、逃げるぞシオン！」


「あ、ああっ!!」


　そして二人は、イリスを抱かかえて全力で駆かけ出したのだった。







（ごーすと・ぱにっく：おわり）







　てりぶる・ふぃーばー







　それはいつもの城しろから宿への帰り道。


「ねえねえ、ライナ」


「…………」


「あの……ライナはさ、私の気持ち……もう気づいてるよね？」


「…………」


「ねえライナってばぁ！」


「…………」


「んもう！　ライナがそんなふうに知らんぷりするなら、私が言うよ？　うう……は、恥はずかしいけど、言っちゃうもんね！」


「…………」


「……あ、あの約やく束そくのこと……今日は二人でデートしようって言ったあの約束のこと……ライナは、覚おぼえてくれてるよね？」


　なんてことを突とつ然ぜん言われて。


　ライナ・リュートは、顔を上げた。


　万年寝ね癖ぐせのついている黒くろ髪かみに、やる気が壊かい滅めつしている長身瘦そう軀く。


　そして強きよう烈れつな眠ねむ気けで死人のようになってしまっている黒い瞳ひとみで、隣となりにいる絶ぜつ世せいの美女を見ると、


「…………ってか、なんで今日に限かぎって突然女おんな口く調ちよう？」


　すると彼女はかわいらしく口くち許もとに手をやって、


「うふ[image: ]」


「いや、うふじゃなくて……」


「えへへ～」


「……おまえ、いったいどうしたの？」


　ライナが思わずそう言うと、彼女は輝かがやかんばかりの笑え顔がおで、


「あは♪　ライナはこういうの、嫌きらい？」


「いや、嫌いとかそういうことじゃなくて……あ～……え～と……だからさ、なんで今日はそんな気持ち悪いぐらいかわい子ぶってんの？　ってことを聞きたいんだけど……」


　と、ライナはあらためて彼女の、いつもは無む表ひよう情じようなはずの顔をまじまじと見つめた。


　フェリス・エリス。


　彼女は、相あい変かわらず異い常じようなまでに美しかった。艶つややかな長い金きん髪ぱつに、異様なまでに整ととのった容よう姿し。華きや奢しやな体に革かわ製せいの軽けい鎧がいと長ちよう剣けんという、色いろ気けもへったくれもない格かつ好こうをしているにもかかわらず、美の神すら嫉しつ妬としてしまいそうなほどの華か麗れいさ。


　いつもはそれに、完全な無表情無感情がせっかくの美び貌ぼうを台無しにしているのだが……


　今日の彼女は、涙なみだに潤うるんだような青い瞳に、恥ずかしそうに赤らめた顔。


　仕し草ぐさもどこか愛あいらしくて……


　ライナはそんな、妙みように女の子女の子しているフェリスを半はん眼がんで見つめると、


「……とりあえずその女口調、気持ち悪いからやめてくれない？」


　すると彼女はうなずいて、


「嫌いやもーん♪」


「いや、だからそういうのやめ……」


「デートしてくれなきゃやめないもーん♪」


「だぁああああああああああなにこいつ!?　なんなのこいつ!?」


「きゃは☆」


「ぶっ殺してぇえええええええええ!!」


　ライナはもう、悲ひ鳴めいを上げていた。


「ああもう……まじでいったいどうしたんだよ？　まさかほんとに頭おかしくなったんじゃ……」


　が、それにフェリスがやはりかわいらしく、ふるふると首を振ふると、


「……そんな……私はただ、ライナとデートがしたい……それだけだよ……」


　寂さびしげな顔でそう言った。


　本当に寂しげな顔。


　もう、思わず抱だきしめて、なぐさめたくなるような無む駄だにせつないその表情が、


「気持ち悪わりぃって言ってんだろうがぁああああああああああ！　ってか、だからなんで今日に限って女っぽいの？　嫌いやがらせ？　これは新あら手ての嫌がらせなのか!?」


　すると彼女は少し傷ついたような顔で、


「え……でも……あの、私はいつもと同じ話し方を……」


「噓うそつけぇええええええええええええええええええ…………って、ぐは、げほげほ!?　うあ、叫さけびすぎ……喉のど痛いてぇ……ううう……あう……もう叫ぶ体力もないや……」


　ライナは肩かたで息いきをしながらため息をついた。


　すると彼女はそんなライナを心配げな顔で見つめ、


「だ、大だい丈じよう夫ぶ？　ごめんねライナ。私のせいで……」


　なんて言葉に。


「…………………………………………ああもう……いろいろ突つっ込こみたいけど……疲つかれたからいいや……で、なんだっけ？　この際その意味不明に気味悪わりぃ女口調のままでいいから、話続けてみ」


　それにフェリスはうなずき、


「あの、私とデートを……」


「あ、ちなみに先に言っとくけど、俺おれはいつものごとく王シオンの馬ば鹿かにこき使われて徹てつ夜や四日目だから、今日はおまえの馬鹿な遊びには付き合えないぞ？」


　ライナはフェリスの言葉を遮さえぎって、そう言った。


　すると彼女は、綺き麗れいな青い瞳でこちらを見つめる。そしてその青い瞳から、一いつ滴てきの涙がぽろりと、


「って、えええええ!?　なぜ？　なぜここで涙!?　お、おまえの涙なんて、初めて見たんだけど!?」


　ライナが驚おどろきの声を上げると、彼女は慌あわてて涙を拭ぬぐいながら、


「だ、だって……だってライナが私とデートしてくれないって……」


「はぁ？　いや、おまえ……」


　が、彼女は言葉を遮って、


「ライナ私とデートしてくれるって言ったもん！　ライナ私とデートしてくれるって言ったもん！　ライナ私とデートしてくれるって言ったもん！　ライナ私とデートしてくれ……」


「うるせぇえええええええええ！　待て！　わかったからあの、ちょっとストップ！　と、とりあえず落ち着いて話を……」


　とそこで、彼女が震ふるえるような声こわ音ねで言ってくる。


「……じゃあ、私とデートしてくれる？」


　そして彼女は涙に濡ぬれた瞳で……


　上うわ目め遣づかい！


　もう、信じられないほどのかわいさで上目遣いなんていう必ひつ殺さつ技わざを放ってきて、


「だから誰だれなんだよおまえわぁあああああああああああああああああああああっ!!」


　もう、ライナは半泣きで絶ぜつ叫きようした。


　それに彼女が、


「……もぉ……ライナってば恋こい人びとの名前を忘わすれちゃったの……？」


　また、照てれたような赤い顔で言ってきて。


　それはもう、演えん技ぎのレベルを超こえていた。


　本気で女の子らしい、かわいらしい仕草をしていて。


　だからライナはフェリスを見つめ、


「……………………おまえ、もしかして、酔よってんの？」


「ううん。飲んでないよ？」


「…………じゃあ、フェリスの着ぐるみを着てる別の誰だれかが中に入ってるとか……」


「あは。そんなわけないじゃーん☆」


「…………いや、ないじゃーん☆っておまえ……」


　ライナはもう、疲れきった声で言った。


「……あの、俺ほんと寝てないからさ、そのテンションにはもう、ちょっとついていけそうにないんだけど……デートはまた今度ということで……」


　が、そこで。彼女の瞳からまたも涙がぽろぽろとこぼれだす。


　ライナはそれに若じやつ干かんうろたえながら、


「…………いや、だからなぜ涙？　まじでわけわかん……ああもう、ともかく！　やっぱ無理だって。俺ってば徹夜四日目で、おまけに明日も朝から仕事馬鹿シオンの奴やつが襲おそってくるから、今日寝とかないと徹夜九日とかいう、アホな展てん開かいで俺死んじゃうし」


　すると彼女は、やっとわかってくれたのか、残ざん念ねんそうな顔で言ってくる。


「……そう……そうだよね。ライナにも事情があるもんね……でもそんなのは私の知ったことじゃないから続けるね？」


「え……」


「これから私たちが向かうだんご店には、カップル限げん定ていだんごっていうのがあるらしいの……なんでもチラシによると『カップルでご来店の方には、特別お得メニュー・カップルだんごもあります』……なんて書いてあって……いやんもうカップルって私たちのことかな？」


　それにライナはフェリスを見つめ、


「…………うう……途と中ちゆうで話を強ごう引いんに進めたところがやっといつものフェリスに戻もどった!?　ってほっとしちゃった自分がすごい嫌……ってのはおいといて……」


　そこで、彼は大きく息を吸すう。


　ためる。


　そして、


「結局だんごの話かぁああああああああ！」


　思いっきり怒ど鳴なった。


　しかしそのライナの手を、フェリスがぎゅっとつかんでくる。彼女の手はもう、だんごへの情熱で熱くたぎっていて。


「一いつ緒しよにいこ♪」


「いかねぇって！」


　その手をライナは振りほどく。


　しかしまたその手をつかんできて、


「もう、照れないの[image: ]」


　振りほどく。


「照れてねぇえええええええ!?　いや、マジでいきたくないんだって！　俺はもう帰って寝…………だからなんでそこで泣くの!?」


「恋人の……恋人の私を見み捨すてるの？」


「いつから恋人になったんだよ！　ってか、じゃあ、恋人がこんなに疲れて死にそうなのに、てめぇは無む理り矢や理りデートに連つれ出すのか？」


「寝不足で死んだら……死体ごと愛してあげる[image: ]」


「怖こえぇええええええええええええ！　いやそうじゃなくて！　ああもう今回だけは絶対言いなりにならないぞ!!」


　と、ライナがもう一度フェリスの手を強く振り払はらったところで、今度こそ彼女はあきらめてくれたようだった。悲しげな顔で、


「……そう……そこまでライナが嫌がるなら、無む理り強じいできないよね」


「とか言いながら、おまえ、なんで剣を抜ぬこうとしてんの？」


「え？　これは剣じゃないよ？　私の愛だよ？」


　そしてフェリスの腰こしから、愛がギラリと抜き放たれて、


「愛してるわライナ[image: ]」


「ちょ、待……た、助け……」


「愛してるわぁあああああああああ[image: ]」


「ぐぎゃぁあああああああああああああ!?」


　次の瞬しゆん間かん。


　ライナはあまりの愛の痛みに、意い識しきをぶっとばされたのだった。





　　　　◆





　しかし恐きよう怖ふは、だんご屋についてもさらに続いていた。


「あのね、私ね、大人おとなになったらね、保母さんになりたいの～！」


「…………」


「ああでも、お花屋さんもいいなぁ……でもでもやっぱり一番は……」


　とそこで、フェリスはこちらを見る。


　そして顔を赤らめ、


「一番はライナの……お、よ、め、さ、ん……きゃ♪　言っちゃった[image: ]」


「…………………………誰か助けて……」


　ライナはもう、あまりの恐怖に震えていた。


　もう、わけがわからなすぎる。


　およめさんって……なにをこいつは言い出しちゃってんの？


　いったいここでなにが起こって……


「あ、それとも……」


　と、ライナはそこで、実は自分はもう宿屋に帰っていて、あまりの眠ねむ気けにベッドに倒たおれ込んでいて、『もしもフェリスが女らしかったら』なんていう最悪の悪あく夢むを見てるんじゃないだろうか？　なんて思って自分で自分の顔をつねってみるが、


「あう、普ふ通つうに痛いし……ああもう夢じゃないのかよ……」


　彼は半泣きで言った。


　じゃあ。


　じゃあいったい……彼女になにが起こっているのか？


　ライナはフェリスのほうを見ようとして……しかし彼女は恋する乙女おとめのような潤うるんだ瞳でこちらをじーっと凝ぎよう視ししてきていたので、慌てて目をそらす。


　それにフェリスが、


「私のこと…………好き？」


「……うううう……もうなんなの？　あ！　あれか？　酒で酔っぱらってるんじゃないなら、毒どくキノコでも食べたとか？」


「キノコ？　私ねー、キノコ屋さんにもなりたかったんだ！　だけどぉ、やっぱりぃ、一番はライナのお、よ、め……」


「それさっき聞い……」


「きゃ♪　言っちゃった[image: ]」


「………………………………うう」


　もう、なにも言うことはなかった。


　おまけにいま、彼らがいる場所は……


　と、ライナは周しゆう囲いを見回す。


『カップルラブラブ割引実じつ施し中ちゆう[image: ]』なんていう、わけのわからない貼はり紙がされただんご屋の店先。


　周まわりは当然カップルだらけ。


　だんごを食べてみたり、愛を語らってみたり、キスしてみたり、膝ひざ枕まくらしてみたり、ってちょっとそこ、この商店街は子こ供どもも通るんだからそんなことまでっておいおいああもう!!


「……うざいことこの上ねぇな……」


　ライナはげんなり言った。


　するとフェリスが横から赤い顔で、


「わ、わ、私たちもああいうの……」


「やってみない！」


「もう照……」


「照れてない！」


　とそこで突然、がたっと音をたててフェリスが立ち上がり、両手を上げる。


　そして、


「にゃにゃにゃ───ん！　にゃにゃにゃマン登場！」


　などと、そんなわけのわからない奇き声せいを上げて。


「…………」


　そんな彼女を呆ぼう然ぜんと見上げて、ライナは言った。


「あ……あの、今度はどうしたの？」


　すると彼女は再ふたたびゆっくりと椅い子すに座すわる。そしてこちらを向いて、


「え？　なにが？」


「なにがって……あの、いまのにゃにゃにゃってやつ……なに？」


　しかし彼女は首をかしげ、


「え？　にゃにゃにゃ？　なんのこと？　あ！　ライナ猫ねこが好きなの？」


　なんて言葉に。


　今度こそライナは怪け訝げんな表ひよう情じようで彼女を見つめた。


「……お、おまえ」


　が、それを遮さえぎって、


「ねえねえライナ、見て見て！　みんなだんごの食べさせあいっこしてる！」


　フェリスは言って、周囲を見回す。


　それにつられてライナも周囲を見ると、確かに周りのカップルたちは、だんごを食べさせあったり、そのままキスしたり、さらにそのまま押し倒したりしていて。


「でも、いまはそんなのはどうでも……」


「私がライナにだんごを食べさせてあげるね！」


　言って、串くしだんごを掲かかげるフェリス。


「いやだから、それよりもおまえが……」


　しかし彼女は無む視し。


　串だんごをこちらへ近づけてきながら、


「はい、あーん」


「あーんじゃなくて……だからおまえ、ちょっとこっちちゃんと見……って痛いたたたたたたそ、そこ口じゃない！　目っ！　目じゃだんご食べれないから！」


　叫んで、あともう少しで目玉に串が突つき刺ささる寸すん前ぜんで、フェリスの手をはねのける。


　するとそれに彼女は、


「あはは。ライナおもしろーい」


「おもしろくねぇええええええええっ!!　いいからおまえ、ちょっとこっちを……」


　だが、やはり彼女は聞いてない。


　今度はそのライナの目玉に突き刺そうとしていた串だんごをぱくりと食べて。


　もぐもぐ、もぐもぐ、もぐもぐ、ごくん。


　そして一言。


「……あれぇ、なにこれ、味がしなーい」


「…………って、おまえ」


　そこでライナは、自分のまぶたについていただんごのタレを指で拭ぬぐう。そしてその指を口にぱくっと入れる。するとそのタレの味はひどく濃こくて……これで、味がしないなんてことはありえない。


　となると。


　ライナは、フェリスを見た。


　うっすらと赤い顔。へらへらと楽しそうな表情。さっきまでのおかしな言動に、常つねに涙ぐんでいるうつろな瞳。


「おまえ、熱があんのか？」


　ライナはフェリスの額ひたいに手で触ふれてみる。


　すると彼女の額はあきらかに熱くて。


　それにフェリスが、


「いやぁん。ライナってば積せつ極きよく的てきぃ～」


「黙だまってろ！　ってかこれ……おいおい、冗じよう談だんだろ」


　ライナはそのまま、今度は自分の額を彼女の額にくっつけてみる。すると彼女の額の熱さはもう、尋じん常じようじゃなかった。




[image: ]


　なんでこんな状じよう態たいで外を出歩けるんだとびっくりするほどの高熱で。


　ライナはフェリスの額に頭を押しつけたまま、彼女の熱で潤んだ瞳をにらみつけ、


「お、ま、え、は、あほかぁああああああ！　はぁ？　じゃあおまえあれか？　さっきまでのテンションの高さは、熱のせいか!?　こんな高熱出して出歩いて……もう、早く帰って寝……」


　そう言いかけたところで突然、店の奥からひげ面づらの店主が出てくる。


　そして額と額をくっつけたライナたちを指さして、


「はいみなさん注目～。記き念ねんすべき、今日一○○組目のキス割引挑ちよう戦せん者しやでーす！」


　なんて言葉に、周しゆう囲いの視し線せんが一いつ斉せいに集まり、


「へ？　あ、いや、俺らは……」


　と、ライナが慌ててフェリスから額を離はなして言いい訳わけしようとするが、ひげ店主がノリノリで続けてくる。


「愛を誓ちかい合った二人は熱い視線を交かわし……やがて彼女は彼に身をゆだねます！」


「だからおまえらなに勘かん違ちがい……」


　が、そこで突然、フェリスの体からがくんっと力が抜ける。


　そのまま背はい後ごに倒れていこうとするので、


「うわ!?　ちょ、フェリス!?　おまえ、大丈夫か？」


　ライナは慌てて彼女の体を抱だき止める。


　するとなぜか歓かん声せいが上がって。


　ひげ面が続ける。


「彼女はそっと、目を閉じーる！」


　まるでそれに合わせるかのように、フェリスがそっと、目を閉じて。


　周囲からは一斉に、


『キスキスキース！　キスキスキース！』


　だが、ライナはもうそれを完全に無視する。いまはそんな場合じゃなかった。


　あのフェリスが気き絶ぜつするほどの熱って……


「かなり、まずいぞ」


　まず、彼女の首を触さわって喉のどの腫はれを確かく認にんする。


　するとひげ面が、


「おっと彼氏のいやらしい愛あい撫ぶが……」


　無視。


　ライナはフェリスの状じよう態たいをてきぱきと確認していく。


　呼こ吸きゆうの音、脈みやく、目を無む理り矢や理り開かせて、瞳どう孔こうの具合……


「変へん態たいです！　彼はあきらかに変態です！　いったい眼がん球きゆうでなにをしたいのでしょうか！」


　無視。


　背中の側から服の中に手を入れ、汗あせの量を……


「ちょっと待ってー！　ここは子供も通る商店街なんだよ！　そこまでのことは許ゆるしてないよ～！」


　言いながらも誰も止めないので、無視。


　ライナはそのまま彼女の胸むねに耳をあてる。すると胸の奥おくはもう、ひゅごひゅご鳴っていて。


「やっばい……肺はいも炎えん症しようを……」


「いきなり胸に顔をうずめたぁあああ！」


　それにまた、一斉に歓声が上がる。


　ライナはそんな歓声の中、立ち上がる。そして意い識しきを失っているフェリスを無理矢理起こして背せ負おう。


　するとひげ面が、


「さぁて、今度はいったい、どんなプレイを見せてくれるのか！」


　それにライナはわくわくしたような表情のひげ面をにらみつけ、


「………………医者」


「え？　なんですって？」


「ここから一番近い医者のいる場所を教えろ」


　それにひげ面がにんまり笑って、


「おーっと、彼は公こう衆しゆうの面前でお医者さんゴッコをしようと……」


　が、ライナはそれを遮って、ひげ面の髪をぐいっとつかむ。そして、


「おい……ふざけてる場合じゃねぇんだよ。いいから一番近い、医者のいる場所を教えろ。さっさとしねぇとぶっ殺すぞ」


　低い声音で言った。


　そこでやっと、ひげ面は状じよう況きように気づいたようだった。ぐったりしているフェリスを見て、それからライナを見つめ、


「…………え……ま、まさか、うちのだんごで食中毒……」


「いいから早くしろ！」


　ライナは焦あせっていた。


　背中に背負ったフェリスの体温が、すごいことになっている。このまま放ほうっておいたら、脳のうもやられかねない。いや、それどころかこの症しよう状じようは……ライナの見立てが確かならば、クレンジ熱の症状だった。


　しかし、だとすると、この状況は……


「ああもう、場所はどこなんだよ！　さっさと答えろ！」


　ライナが怒鳴ると、ひげ面がびくんっと震えて、


「あ、あの、十二軒けん先の通りを左に曲がって、ずーっといったところにマッシュ医院が……で、でも人一人をおぶっていけるような距きよ離りじゃ……いま、いま荷車を……」


　だが、ライナはもう走り出していた。


　走りながら高速で空間に光の文字を刻きざみ込こんでいく。かつてエスタブール王国の魔ま法ほう騎き士し団だんが使っていた魔法だ。それを器用に描えがいていきながら、彼は呪じゆ文もんを唱となえる。


「我われ・契けい約やく文ぶんを捧ささげ・大地に眠る悪意の精せい獣じゆうを宿す」


　途と端たん、光が生まれ、それがライナの体に宿ると、彼の動きが加速した。


　脳の抑よく制せいリミットを外はずし、肉体の能力を無理矢理限げん界かいまで引き出す魔法。


　全身の筋きん肉にくが、痛み、軋きしむ。


「ぐぁあああもう、徹夜四日目でこの魔法は死んじゃうってぇえええええええ」


　言いながら、フェリスを背負ったまま、跳ちよう躍やくする。


　八や百お屋やの壁かべを蹴けって、書店の屋根に着地。


　そのまま屋根から屋根を飛び越こえまくり、マッシュ医院に到とう着ちやくする、寸前。


　背中のフェリスの体が痙けい攣れんしたようにびくんっと震える。


　それにライナは顔をしかめた。


「やっばい!?　もうクレンジ熱の症状が」


　クレンジ熱。


　確かそれは、過か労ろうと栄えい養よう不ぶ足そくでひどく弱ったときにのみ感かん染せんする、ウィルス性の風か邪ぜだ。


　だが、ただの風邪じゃない。


　本当に相当体が弱っていないと感う染つらないが、感う染つったときの症状が、異常に重いのだ。


　人格が変わったり、錯さく乱らんするほどの高熱に、強きよう烈れつな頭ず痛つう、全身の痛み。


　だが、問題はそんなことじゃない。


　感染から時間が経たち、対たい処しよが遅おくれると、最後に普通の風邪とはまったく違う、特別な症状が出る。


　凶きよう暴ぼう化かという症状が……


「ああもう、なんで俺こいつの症状に気づかなかったの？　こいつが凶暴化したら……凶暴化したら……」


　と、頭の中で、凶暴化したフェリスの姿を思い浮かべて……


「……あう……世界が滅ほろびかねない……」


　ライナは、心の底から恐きよう怖ふした。


　そんな間にも背中のフェリスの体が、がくんがくんっと痙攣を続け……


　目を覚さます。


「あ、あ、あ、あ、あれぇ？　な、な、な、なんで私、体ががくがくしてるんだろぉ？」


　ほわほわした声音でフェリスは言う。


　それにライナは、


「ちょ、ちょっと待てよ？　すぐ薬打ってやるから、もうちょいこらえてくれ！」


　民家の屋根から降りる。


　地面に着地し、周囲を見回す。


　マッシュ医院、発見！


　扉とびらに『本日は休診日』なんてことが書いてあるが、そんなのは関係ない。


　薬さえあれば、あとの治ち療りようはできるのだ。


「いま、治なおしてやるからな！」


　ライナは走り出した。


　とそこでフェリスが後ろから、


「…………ねえねえライナ」


「ああもう喋しやべるな！　もうすぐ医者に……」


「…………ねぇねぇライナ」


「黙だまってろって。もうすぐ……」


「死ね」


「え……」


　ライナが振り返る。


　すると彼女は大きく口を開き、ライナの首くび筋すじを喰くい千ち切ぎろうと、


「ちょっと待ったぁあああああああ！」


　ライナはとっさにフェリスの金色の髪をつかんで、なんとか防ふせぐ。


　そのままマッシュ医院の扉を蹴け破やぶり、無人の待合室を抜け、薬くすり棚だなに手を突っ込む。


　だが、彼女の動きは止まらない。とんでもない速さで左手でライナの眼球を潰つぶそうと、


「うおわ……」


　それもなんとか左手で払はらって防ぐ。


　防ぎながら薬棚からクレンジ熱ウィルスの特とつ効こう薬やくである、ペント魔ま導どう液えきの瓶びんを取り、蓋ふたを指で開け、フェリスの頭からかけた瞬しゆん間かん！


　同時に彼女が放ってきていた鉄てつ拳けんがライナの顔面にヒットして、


「………………っっっ!?」


　ライナは、声にならない悲鳴を上げる。


　もう、尋じん常じようじゃない威い力りよくだった。そのまま床にくずおれそうになるのをなんとかこらえて次の攻こう撃げきに備そなえるが……


　しかし。


　戦いは、それで終わりだった。


　ペント魔導液をかけられたフェリスは、ライナの背中からずりおちて、ごろんっと床に転がる。そしてそのまま、


「……はふぁ～」


　なんて気の抜けるような声を漏もらして、寝ね息いきを立て始める。


　それにライナは震えながら、


「…………ま、間に合った……」


　そのままぐったりと床に膝ひざをついて、


「し、死ぬかと思っ……」


　が、そこでふと、ライナは信じられない事実に気づいてしまう。


　クレンジ熱はウィルス性で……感染力は弱いが、人に感う染つる可能性がある。となると、フェリスはもう風邪が治るまではこの医院からは出せないということになって……


　しかしいま、この医院には誰もいないわけで。


　となると今日一晩は誰かが彼女の看かん病びようをしなきゃいけないわけで。


　で、何度も言うが、この医院には誰もいないわけで！


「………………う、噓だろ……もしかして、俺がこいつの看病すんの？　す、すでに徹夜四日目なのに？　おまけに明日あしたの朝には悪あく魔まシオンが迎むかえにきて、『また四日ぐらい死ぬほど仕事しまくろうぜー』とか言っちゃってこのまま九日徹夜とかになっちゃ……」


　とそこで、フェリスがううっと苦しそうにうめいて。


　それをライナは、見る。


　熱にうなされて、彼女の綺き麗れいな顔が歪ゆがむ。


「……辛つらい？」


「…………」


　当然、返事はない。しかしライナはそれにため息をつく。そして、


「……ああもう、九日徹夜決定なのね……」


　今度こそ彼は、泣いたのだった。





　　　　◆





　その、翌よく朝ちよう。


　フェリスは目を覚ました。


　ベッドから起き上がり、彼女が寝ていたベッドの上に、横から倒れるようにして眠っているライナを見る。


　そして、


「……おい」


　そう声をかけようとして、やめた。


　彼があまりに気持ちよさそうに眠っていたから。


　どういうわけか昨日きのうの記き憶おくがいまいち曖あい昧まいなのだが、それでも彼の声は、ずっと聞こえていたのだ。高熱の中、朦もう朧ろうとした意い識しきの中でだったが、一晩中ライナは、彼女の汗をタオルで拭ふいてくれながら、優やさしい声をかけてくれていたのだ。


『大丈夫だよ』


『明日には楽になるから』


『すぐによくなるって』


『ってか、いつもこんぐらい静かだったら楽なのにねぇ』


『しかしあの女おんな口く調ちよう、まじで気持ち悪かったなぁ』


『あーもううぜぇ。まじうぜぇってか眠い！　ったくなんで俺がこんな暴ぼう力りよく女の看病を……』


「殺す」


　フェリスの鉄てつ拳けんが、ライナの頭に炸さく裂れつする。


「痛いてぇえええええええええって、な、なにすんだよおまえ！」


　ライナが目を覚まし、怒鳴ってくる。


　それにフェリスはライナをにらんだ。


　いつまでたっても寝癖放題の万年ぐーたら男の顔をにらみすえ……


「…………」


　それから、目をそらして小さく、


「…………………………め、迷めい惑わくかけたな」


　なんてことを言ってみる。


　しかしその言葉はライナには聞こえなかったのか、彼は顔をしかめ、


「ああ？　なに？」


　聞き返してきて。


　フェリスは首を振る。


「……い、いや、なんでもない」


　それにライナは憮ぶ然ぜんとした表情で、


「はあ？　いったいなんなんだよ？　ってかおまえ熱は下がっ……てねぇな……顔、ちょっと赤いし……まあ、クレンジ熱は一日やそこらじゃ完かん治ちしないもんな……」


　と、ライナがこちらの額を触さわってこようとして、フェリスはそれを振り払う。


「触るなこの、変へん態たい色しき情じよう狂きようが！　熱などもう下がった」


「噓つけ……まだ顔がちょっと赤いぞ？」


　が、それに、フェリスは再びライナから顔をそむける。


「…………これは…………あれだ。おまえに……その……礼を言いたくない、私の怒いかりだ」


　するとライナは急に半はん眼がんになって、


「…………ああ……なんだ。そういうことか。おまえ俺にお礼を言うのが恥ずかしくて顔が赤ぐぎゃぁああああああああ!?　って、てめぇ、一晩看病してくれた恩おん人じんを、殴なぐるか普ふ通つう!?」


　なんて怒鳴ってくるライナの言葉は、しかし、無視する。


　いま、ライナを殴った自分の拳を見つめる。


　いまの感かん触しよく。


　拳がライナの顔面に当たったときの、感触と……温度。


　ライナの顔が、ひどく熱くて……


　フェリスは、ライナを見た。


「……ライナおまえ、頭は痛くないか？」


　それにライナは頭を押さえながら、


「こんだけ殴られりゃ、痛いに決まってるだろうが！」


　また怒鳴ってくる。


　だが、フェリスはそれに首を振る。


「そうではない。頭痛のことだ。それに寒さむ気け。体の痛みは……？」


　その問いに。


「え……？」


　ライナはそんな、いつもの間ま抜ぬけな声を上げる。それから彼は自分の額を触り、それからぶるっと寒気に震えるように体を震わせて、


「うあ……まじで？　クレンジ熱、感う染つった!?」


　フェリスはそれに、うなずいた。


「やはりな……昨日の私と同じ症状だ。よし、今度は私が看病してやろう」


　という言葉に、ライナは遠えん慮りよしているのか、慌てて首を振る。


「え、いや、いいよ。クレンジ熱の初期なら、看病してもらわなくても、寝てりゃ治……うあ……あったま痛い……」


　頭を押さえるライナ。


　それにフェリスは立ち上がる。


「ほらみろ。風邪のときは絶対安静なのだ。さあ寝ろ。私が看病してやる」


「いやだから、別に看病は……」


「いいから寝ろ」


　言って、フェリスはライナの首をつかむ。そしてそのままぎゅっと絞しめつけると、


「ぐえ……って、死んじゃうっ!?　まぢで死……あふ」


　がくんっとライナが動かなくなる。


　寝たのだ。


「よし」


　フェリスはうなずき、そのまま首をつかんでライナを持ち上げる。


　とそこで、ガララっと病室の扉とびらが開いた。


　そして部屋に、一人の男が入ってくる。


　銀色の長い髪に、意い志しの強そうな金の瞳。


　シオン・アスタール。この国の王だ。


　シオンはいつもの自信溢あふれる笑えみを浮うかべ、言ってくる。


「まったくこんなところに隠かくれて！　捜さがしたぞライナ。さあ、仕事の時間…………」


　が、そこで彼はフェリスに首を絞められてぐったりしているライナを見て、


「…………と、思ったけど、どうやらお取り込み中のようで……」


「うむ。いま忙いそがしい」


　フェリスは答えた。


　それにシオンがおずおずと、


「…………ところで、おまえらここで、なにをやってるの？」


「ん？　見てわからないか？」


　するとシオンはもう一度ぐったりしているライナを見て、それからフェリスを見て、


「…………さ、殺人かな？」


「なぜそういう結論になる？」


「あ……いや、ライナ死にそうだし……」


「うむ。こいつは病人だからな」


「病人？　なんの病気？」


「……おれんじ熱だ」


「……おれんじ……ああ、クレンジ熱ね。で、フェリスはなにやってるの？」


「病人の看病だ」


「……………………………………だと思った。じゃあ、あの、病人が元気になったころに、またくるね」


「そうしてくれ」


　それで、シオンは病室を出ていく。


　それを確かく認にんしてから、フェリスはライナをベッドに寝かせる。そしてもう一度彼の額に手を当ててみる。熱がひどく高い。


　ライナはふーふーと苦しそうな寝息を立てていて。


「むむ。苦しいのか。だが、私が必ず治してやるからな」


　とそこで、フェリスは床ゆかに水の張はられた桶おけと、タオルがあるのを発見する。


「ちょうどいい、これで熱を冷さまそう」


　フェリスはタオルを水に浸ひたし、そしてライナの顔にぺたりと置いてみる。


　うむ。これで熱が引くはずだ。


　思ったとおり、タオルを顔に置いた途端、ライナのふーふーと苦しそうな寝ね息いきがぴたりと止まった。


　とそこで、


「……………………ん…………[image: ][image: ]…………い、息が……あう………………………………って殺す気かぁああああああああああああああああああ！」


　と、熱で錯さく乱らんして暴あばれ出そうとするライナ。


　それにフェリスは、


「お、落ち着けライナ！　いま私が治してやるからな！」


　と、再び首をぎゅっとつかんで、


「ま、待って！　死んじゃう！　まじで死んじゃ……ぐえ」


　ライナは再び眠りに落ちる。


　危あぶないところだった。


　あのまま錯乱して暴れていたら、体力を消しよう耗もうしてさらに熱が上がるところだった。


「だが、もう大丈夫だ。明日には熱も下がっているだろう」


　フェリスは、昨日ライナがかけてくれて、安心することができた言葉をかけてやる。


「大丈夫。私が治してやる」


　そして彼女は、再び濡ぬれタオルを、ライナの顔にぺたりとかけてあげたのだった。





　　　　◆





　さらにその翌朝のこと。


「……さてさてそろそろ仕事の時間だよ～。もう寝てる場合じゃないよ～」


　なんて言いながら、シオンは再びマッシュ医院にやってきていた。


　入り口の扉を開き。


　相あい変かわらず無人の待合室を抜ける。


　診しん察さつ室しつの奥おくの扉をガララっと開け。


　そして。


「やあライナ。風か邪ぜの具合は……」


　そう言おうとしたところで、突然。


　病室の中から声が上がった。


「死ねぇえええええええええ！」


　というフェリスの叫び声と。


「死ぬのはてめぇだぁあああああ！」


　というライナの声。


　そのままライナはありえないほどの速はやさで光の魔ま方ほう陣じんを空間に描いていき、魔法は完成。


「求めるは雷らい鳴めい〉〉〉・稲光いづち！」


　途端、魔方陣の真ん中から稲いな妻ずまの塊かたまりが生まれようとして、しかしそれを、


「させるかぁああああああああ！」


　フェリスが剣で真っ二つにしようとしたところで……


「…………」


　ガララっと、シオンは扉を閉じた。


　そして、


「…………なぜ？」


　顔をしかめて言った。


　普通はクレンジ熱なんて、安静にして寝ていれば凶暴化どころか、病気がひどくなることもないのに……なんであの二人は、二人して凶暴化なんてしてるの？


　とそこでまた。


「おらおら死ね死ね死ねやぁああああ！」


　ライナの怒ど声せいとともに、部屋の中から稲妻の爆ばく裂れつが連発して。


　しかしそれに、


「ふはははは。そんなものが我わが輩はいにあたるわけなかろう！　死ぬのは、貴き様さまじゃぁああああ！」


　なんてフェリスが叫んで。


「……おまえら誰だよ」


　なんて突っ込む暇ひまは、


「ぎゃぁああああああああああああああ!?」


「うひぃいいいいいいいいいいいいいい!?」


「…………」


　突っ込む暇は、もう、なさそうだった……


　シオンはそのまま踵きびすを返し、医院の外に出る。そして馬車の御ぎよ者しやに、


「……あ～、クレンジ熱の感染者が二人出た。至し急きゆうペント魔導液の用意を……」


　とそこで、ドゴォンという爆音とともに、医院の屋根が吹ふっ飛んだのを見て……




[image: ]


「……あ、あと……付近住民の避ひ難なんと、兵を十部隊ほど、至急配はい備びしてくれ……」


　そう言ってから、シオンは深いため息をついて頭を押さえる。


　もう、あまりのことに、頭痛までしだして。


「…………」


　って、頭痛？


「…………ああんもう！　なんかあたしまで風邪気ぎ味みじゃないのよ～ん。まいっちゃうわ。さあ、さっさと帰って仕事しなくっちゃ☆」


　なんて言いながら、シオンは馬車に乗り込む。


　ちなみにもう一度言うが、普通はクレンジ熱なんて、安静にして寝ていれば凶暴化どころか、病気がひどくなることもないのだが……


「んもう、あの二人ってばちゃんと安静にしてなかったのね。困こまったチャンなんだからぁ～。あとでお仕置きしなくっちゃ☆」


　と、ここにも安静にしていない男が、一人。


　その後王宮で、彼のせいでクレンジ熱が大流行したことは……


　現げん在ざい、極ごく秘ひ扱あつかいになっている。







（てりぶる・ふぃーばー：おわり）







　伝勇伝　外伝



　ディア・マイ・シスター








　僕ぼくには命をかけても守りたい人が、一人だけいる。


　妹だ。


　僕が十一、妹が八つのときに両親が戦争で死んで……それ以来、ずっと守ってきた。


　妹は輝かがやくような、まったく曇くもりのない顔で笑いかけてくれる。


　死にそうなほど貧まずしいのに。


　両親が死んで、寂さびしくないはずないのに。


　お兄ちゃんがいてくれるから、私は幸せだと言ってくれる。


　でも、それは逆ぎやくだと思う。


　妹がいてくれるから、僕はがんばれるんだ。


　妹がいてくれたから、両親が死んだときも、立ち止まらず、前へ進もうと思えたんだ。


　だから。


　その、たった一人の大切な人を助けるためなら……


　そのために命をかけるのは、あたり前のことだと思っていた。





　　　　◆





「待ってろ、エスリナ」


　フィオル・フォークルはそう呟つぶやいて、小さく息いきを吸すった。


　年の頃ころなら十五、六。


　青年、というよりも……まだ少年の面おも影かげが残っている。黒くろ髪かみに、黒い瞳ひとみ。童どう顔がんの、優やさしげな顔立ちだが、いまは厳きびしい表ひよう情じようで、民みん家かの屋や根ねの上から商しよう店てん街がいを見下ろしている。


　夕ゆう暮ぐれ時どき。


　普ふ段だんはこの時間、仕事を終おえ、家いえ路じを急ぐ父親たちや、夕食の準じゆん備びに忙いそがしい母親たちでにぎわっているはずなのだが……


　今日は違ちがう。


　馬ば車しやが通るのだ。


　それも、貴き族ぞくの馬車。


　それだけで街まちは、死んだように静まり返っている。


　このローランド帝てい国こくという国は、そういう国だった。


　狂くるった貴族たちが、好すき放ほう題だいに振ふる舞まう国。


　少しでも貴族たちの癇かんに障さわれば、すぐに殺される。


　それは新しい王が立ったいまも、まるで変わらない。


　暴ぼう君くんだった前王を廃はいし、シオン・アスタールという若い王が立って、この国は変わると言われた。


　英えい雄ゆう王おうシオン・アスタールなら、この国を変えてくれると……


　これからこの国はどんどんよくなっていくと、誰だれもがそう言った。


　でも現げん実じつは。


「…………」


　フィオルは、街を見る。


　貴族の馬車が通るというだけで、恐おそれおののいて死んだように静まり返る街。


　誰もが知っているのだ。


　この国は、なにも変わっていない。


　民みん衆しゆうなど、貴族の思いつきで簡かん単たんに殺されるのだ。


　そして。


「………………」


　妹のエスリナは、この地ち域いきの領りよう主しゆである、スミジオ・クラースベル伯はく爵しやくの思いつきで……


　一時間前。


　ここより東にある、ラード商店街を歩いているところを、拉ら致ちされたらしい。


「………………」


　しかしそれは、よくあること。


　クラースベルは、定てい期き的てきに気に入った少女を連つれていく。


　帰ってきた者はいない。


　なにをされるのか……そんなこと、考えたくもなかった。


　つまりは、そういうことなのだ。


　王が、代わったところで……


　なにも変わらない。


「………………なにが、英雄王だ」


　フィオルは鋭するどく、目を細ほそめる。


　通りの向こうから、馬車が走ってくる。


　過か剰じような装そう飾しよくが施ほどこされた馬車。


　一目で貴族のものだとわかる。


　狙ねらい通りだった。


　ラード商店街で妹が拉致されたと聞いたとき、すぐにフィオルは走った。


　クラースベルの居きよ城じようは、ラード商店街よりずっと西にある。クラースベルが妹以外にも少女たちを物ぶつ色しよくしながら馬車を走らせているのなら、先回りできると思ったのだ。


　そしていま、目の前にあきらかに貴族のものだとわかる馬車が走ってきている。


　間ま違ちがいなく、クラースベルの馬車だろう。


　しかし、この馬車を居城に帰らせるわけにはいかない。


「いま助けるよ、エスリナ」


　そう言ってから、彼はもう一度大きく息を吸った。


　さっき買ったばかりの、ナイフを握にぎりしめる。


　チャンスは一度きり。


　失しつ敗ぱいは許ゆるされない。


　失敗すれば、殺されるだろう。


　そうなれば、妹は守れない。


　でも、そう難むずかしくはないはずだった。


　クラースベルの喉のどにナイフを突きつけ、妹を逃にがす。


　妹さえ逃がせれば、あとは……


　再ふたたび馬車のほうへ目を向ける。


　護ご衛えいは八人いた。軽けい鎧がいに、顔をすべて覆おおう、真っ黒な兜かぶとで武ぶ装そうした、馬に乗った男たちがぐるりと囲かこんでいる。


　どいつもこいつも、あきらかにフィオルより強そうだった。


　あの護衛たちをかいくぐって、馬車の中に押し入り、妹を逃がす……


　そこまではなんとかなっても……おそらく、彼が逃げるのは難しいだろう。


　しかし、迷まよいはなかった。


「エスリナはしっかりしてる。きっと、一人でも生きていける。僕はここで死ぬけど……」


　目の前を馬車が通り過ぎようとしている。


　それへ向かって、


「絶対に、助けてやる！」


　フィオルは跳とんだ。


　直後。


　ダンっという音をたてて、馬車の屋や根ねに着地する。


　するとそれに、護衛の男たちがすぐに気がついて……


「な、なんだおまえは!!」


「暗殺者だ！　殺せ！」


　そんなことを言って、剣を抜き始める。


　だが、フィオルは無む視しする。戦せん闘とう訓くん練れんを受けたことのない彼が、護衛兵と戦って、勝ち目があるはずないのだ。


　クラースベルを人ひと質じちに取る以外、勝ち目はない。


　護衛たちを無視し、馬車の屋根から降りる。そのまま馬車の扉を開こうとして、しかし、当然のことながら、走行中に開かないよう、中から鍵かぎがかかっている。


「くそっ！」


　すぐに扉を開けるのはあきらめ、窓まどを割わって中に入ることにした。


　ナイフを振りかぶり、窓をたたき割ろうとして。


　だがそこで……


「あ……」


　フィオルはそんな声を上げて、動きを止めてしまった。


　それから、震ふるえる。


　最悪だ……


　そう思った。


　窓からのぞき込んだ、光こう景けい。


　馬車の中に、妹の姿がなかったから。


　いや、それどころか、クラースベルの姿さえ、見えなかった。フィオルはクラースベルを見たことがなかったが……


　しかし、馬車の中にいるのが、クラースベルじゃないということはすぐにわかった。


　噂うわさに聞くクラースベルの特とく徴ちようは、白はく髪はつの、中年太りした好こう色しよくな男のはずだった。


　しかし、いま目の前にいるのは、男ですらなかった。


　女。


　いや、女神めがみと言ってもいいほどの美び貌ぼうを持った、女だった。


　艶つややかな金色の髪に、切れ長の澄すんだ青い瞳ひとみ。異い常じように整ととのった顔立ちに、華きや奢しやな体。


　しかしその手にはなぜか、三色だんごが携たずさえられていて……


　無表情のまま、それをぱくついている。


　ナイフを掲かかげているフィオルを見ても、彼女はやはりだんごをぱくついたまま、


「なんだ。じろじろ見るな」


　なんてことを言われて……


「へ？　あ……」


　そんな光景に、フィオルが一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとしていると、後ろから護衛が、


「いまだ！　殺せ！」


　その声に、フィオルは振り返る。


　するともう、目の前に剣が振り下ろされてきており。


　終わった……


　そう思った。


　どういうわけか、馬車を間違えてしまったらしい。もう、いまからじゃ間に合わない。ここからこの護衛たちをなぎ払はらって逃げることも、無理だろう。


　結局、妹は守れなかった。


　本当に最悪だ。


　命をかけて妹を守る……？


　命なんかいくらかけたって、なんの意味も……


　とそこで、剣が、フィオルの頭に食い込もうとした……


　その瞬間。


　ギィイン！


　金きん属ぞく同士がぶつかり合う、甲かん高だかい音が響いた。


　目の前では、もう一人の護衛が、剣を振り下ろそうとしていた護衛の剣を受け止めてくれていて……


「え？」


　フィオルは、思わずそんな、間ま抜ぬけな声を上げていた。


　奇き妙みような展てん開かいだった。


　敵てきであるはずの、護衛に助けられたのだ。


　さらに斬りつけてきた方の護衛が、


「な、なにをなさいます、陛へい……」


　だが、言葉はそこまで。


　フィオルを救すくってくれた男は、護衛を殴なぐりつけて、馬から引きずり落としてしまい……


　それから、言ってくる。


「おい少年！　早まったな。君の計画は失敗だぞ」


　その言葉で、フィオルは一瞬にして、状じよう況きようを理り解かいする。


　フィオルを助けてくれた男に向かって、


「も、もしかして、あなたもクラースベルの命を狙ねらってるんですか？」


　するとその言葉に男は、


「ん？　クラースベル……？　ええと……ああ……」


　と、なぜか動どう揺ようしたような声を上げるが、すぐさま、


「うん。そう！　そうなんだ！　あのクラースベルの奴やつを暗殺してやろうと、護衛に紛まぎれていたが、おまえのせいで計画が台無しだ！」


「やっぱり！」


　思った通りだった。


　やはり、同どう志しだったのだ。


　彼もフィオルと同じ、クラースベルに虐しいたげられてきた領りよう民みんだったのだろう。


　しかし。


　フィオルは言う。


「でも、この馬車にクラースベルは乗ってませんよ！　乗ってるのは女だけです！」


　それに男は大げさに驚いて、


「なんだって!?　く！　そうか！　この馬車は囮おとりだったか！　なら、失敗だな。逃げるぞ！　ここは僕が食い止める。君は路ろ地じに逃げ込め」


「え!?　で、でも……」


「大丈夫！　この護衛たちは、僕が食い止めておくから……早く！」


　そう言って、男は剣けんを構かまえる。


　すると、他ほかの護衛たちは後ずさって……


　どうもこの男は、かなり強いらしい。他の護衛たちも、それがわかっているようだった。


　ここは任まかせても大丈夫そうだ。いやむしろ、男の命令に従わなければ、邪じや魔まになってしまうだろう。


　フィオルは走り出して……


　しかし、誰も追いかけてこない。


　男が護衛たちの前に立ちふさがり、言った。


「そういうわけで、俺おれはいく」


　すると護衛たちが、


「え、えええええ!?　こ、困こまります陛……」


　だが、その言葉も遮さえぎって、


「さあもういけ！　護衛団のリーダーである私に勝てないことは、おまえらが一番よく知っているだろう！　これ以上、一言でもしゃべったら首をはねるぞ！」


　その一声で……


　護衛たちはまた、一歩後ずさったあと……


「……………………わ、わかりました」


　馬車は再び、動き始めた。


　男を避よけるように道を走り始める。


　そんな光景に……


「すごい……」


　フィオルは、思わず呟いていた。


　路地裏に、逃げる必要もなかった。


　フィオルは男のもとへと駆かけ戻もどって……


「つ、強いんですね」


　だが男は馬上で首を振って、


「たいしたことない」


　そう言うが……


　素人しろうとのフィオルが見ても、彼がただ者ではないことが、一目でわかった。


　身のこなしだけじゃない。その声に込められている、強い力。


　僕、俺おれ、私と、自分の呼こ称しようが次々と変わることから見ても、彼がこれまで、あらゆる身分、職しよく業ぎようを演えんじてきたことがわかる。


　そして今回は、護衛団のリーダー。


　身分を隠かくし、リーダーになるまでには、相そう当とうな時間と、努力が必要だったろう。


　その計画が失敗したのだ。落らく胆たんしていないはずがない。なのに、彼はまるでそんな様よう子すを見せていない。


　それだけでも……


　フィオルは言った。


「も、もしかしてあなたは、暗殺の専プ門ロの方だったりしますか？」


「ん？」


　するとそこで、男は馬を下り、こちらを向く。


　そして、兜かぶとを脱ぬいだ。


　刹せつ那な。


「………………」


　フィオルは絶ぜつ句くしてしまう。


　この男の素す顔がおを見て……


　この男は……
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　ただ者じゃない、どころの騒さわぎじゃなかった。


　気け高だかさを感じさせる、長い銀ぎん髪ぱつ。均きん整せいのとれた容よう姿しに……


　なにより、その瞳。


　強い意志を持った、金色の瞳。


　その瞳で、男はフィオルを見つめ、


「暗殺者……か。まあ、そんなようなものだ」


　優やさしく笑う。


　一つ計画が失敗したぐらいでは揺らがない、絶対の自信を持った笑えみだった。


　優しい笑みに、鋭い瞳。


　その瞳に射いすくめられて、フィオルは動けなくなる。


　だが、やはり男は、優しげな声こわ音ねで、


「しかし、君は暗殺者じゃないだろう？　動きも訓練されたものじゃない。そんな動きで貴き族ぞくの馬車を襲おそうとは……なにか、理由があるのかな？」


　理由……


　その言葉に、フィオルは我われに返る。


　そうだ。いまは、こんなことをしてる場合じゃないのだ。


　妹を、救い出さないと……


　そこですぐに、思考が巡めぐり始める。


　さっきの馬車は、クラースベルのものじゃなかった。


　ということは、フィオルはクラースベルの馬車を、完全に見失ってしまったことになる。いまから情報を集めても、おそらく追いつけないだろう。となれば、エスリナを救うためには、居きよ城じようへ乗り込む必要があるが……


　一人では、絶対に無理だ。


　なら……どうする？


　目の前の暗殺者に協力を求めるか？


　だが、その案は却きやつ下かする。


　それでは間に合わない。


　この男は暗殺者なのだ。計画も立てずに、敵地へ一いつ緒しよに突っ込んでくれる暗殺者などいないだろう。


　だが、フィオルはいますぐにでもクラースベルの居城へと侵しん入にゆうする必要があった。


　この男を当てにしていては、間に合わない。


　となると……


　フィオルは悲しげな表情で、言った。


「そ、それが……一時間前に、ラード商店街で僕の妹がクラースベル伯爵に連れ去られてしまいまして」


　すると男は少し驚おどろいた表情で、


「ラード？　っていうのは、ここから東の……ほう。じゃあ君は、たった一時間であそこまでの……」


　しかしそこで、フィオルは落らく胆たんした表情で続ける。


「でも、もうあきらめました。やはり貴族を相手に、僕なんかがどうにかできるわけがありませんでした……」


「あきらめると？」


「はい……せっかくあなたに助けてもらった命を、大切にしようと思いまして……」


「へぇ……それで？」


「それでその……あの、できれば命の恩人である、あなたのお名前を……」


　だがそこで、男はにやりと笑って、


「名前を聞きたいって？　はは。いいなぁ。君、頭いいだろ？」


　突とつ然ぜん、そんなことを言ってくる。


　それにフィオルは驚きの表情で、


「は？　って、なにを……」


　だが、男はさらに笑う。


「暗殺者である僕の名前を聞いて、その情報をクラースベルに売りにいくつもりなんだろう？　その見返りとして妹を返してもらうつもりか……いや、違ちがうな。居城に入れさえすればいいんだ。妹だけ逃がして……クラースベルと刺さし違える……そんなところかな？」


　そんなことを言い出して……


　しかし、フィオルは首を振る。


「そ、そんな……僕なんかにそんな大それたことできるはずないでしょう。もう、妹のことはあきらめ……」


　が、それにも男はあっさり、


「噓うそだね」


　嬉うれしそうに言う。


「ろくに訓練もされてないくせに貴族の馬車を襲うような奴が……いまさら自分の命かわいさに、あきらめるかな？　僕はそうは思わないけどなぁ……と、僕が言うと、君はナイフを強く握りしめた。実力行使にでるつもりかな？　僕の素す性じようを知りたい？　妹を助けなきゃいけないからね」


　その、言葉に……


　フィオルは今度こそ震えた。


「………………」


　全部、見み透すかされているようだった。


　まずい。


　まずいまずいまずい。


　どうする？


　時間がないんだ。こんなところで、手間取っている暇ひまはないんだ。


　こうしてる間にも、エスリナは……


　フィオルは、男をにらみつけ、言った。


「…………妹を助けたいんだ。手を、貸してくれないか？」


　すると男は肩かたをすくめ、


「断ことわったら？」


「クラースベルへの交こう換かん条じよう件けんのために、あなたの名前と、素性を聞かせてもらう」


　それに男は、また楽しげに笑う。


　フィオルの握りしめているナイフを見つめ、


「俺は、君より強いぞ？」


　また、呼こ称しようが変わる。これが彼の、本来のしゃべり方なのだろう。


　鋭い瞳。


　しかしその瞳をにらみ返し……


　そして。


「…………もう、時間がないんです。あなたが僕より強いのは百も承しよう知ちです。でもその上で……」


「命をかけると？　ふうむ。でも、俺の素性を持っていったところで、貴族が交渉に応じるかな。おまけに君の力じゃ、俺にも勝てないだろうし……賭かけるにしても、可能性はあまり……」


　だが、それを遮って、


「ないよりましです」


　フィオルはそう言った。


　そして、全身に力を込め始める。力量が、遥はるかに上の相手を押さえつける必要があるのだ。


　当然、無む傷きずじゃすまないだろう。


　腕うで一本ぐらいじゃ、どうにもできないかもしれない。


　思わず、ため息をつきたくなる。


　本当に、可能性が低すぎる。


　でも、それでも……


　が、そこで。


　男が、


「そう。そうだ。君の言うとおりだ。可能性がないよりは、ましだ。やってみなけりゃ、結果はわからないからな」


　また、嬉しそうに笑う。


　そのまま男は腰こしの剣に手をかけると、言った。


「こい。力を見てやる」


「言われなくてもっ！」


　フィオルは男に向かって突進した。


　ナイフを一直線に男に突き込もうと振り上げ……


　が、そこまでだった。


　男が剣を抜く。その剣がナイフを弾はじき飛ばし、フィオルの首くび筋すじへと押し込まれてきて……


「わっ!?」


　とっさに、身を反らしてよけようとした。


　しかし、男の動きは止まらない。身を反らし、バランスを崩くずした彼の足を払ってくる。


　そのまま一気に地面に倒される。もちろん、すぐに起きあがろうとするが、


「遅おそいよ」


　男は軽く言って、ひょいっと剣を、胸に突きつけてきて。


　身動きがとれなくなる。


「…………ぐ……」


「終わりだ」


　そう。


　それで終わりだった。


　いまからじゃもう、馬車は見つけられない。


　じゃあ、単たん独どくで貴族の屋敷に忍しのび込こんで助けるか？


「………………」


　不可能だ。


　もう、完全に、妹を助けられる可能性は、ゼロになった……


　フィオルは倒れたまま、あきらめきった表情で、空を見上げる。


　空の高いところは風が強いのか、けっこうな速さで、雲が流れ続けていた。


　前へ、前へ。


　でも……


「……………………殺してくれ」


　もう、前へ進む理由を失った。


　生きる理由を、失った。


　全身から力が抜ぬけて……そして、気づく。


　妹の言葉。


『お兄ちゃんがいてくれるから、私は幸せだよ』


　やっぱり逆だ。


　妹がいなくなるなら、生きる意味さえ見いだせない。


　こんな。


「……あなたは、暗殺者なんでしょう？　殺してください。お願いします」


　こんな……


「…………こんな腐くさった国で、生きてる意味なんて、もう……」


　しかし男は剣を引き、鮮あざやかな手て並なみで鞘さやに収めながら、


「プロの暗殺者は、報ほう酬しゆうのない仕事はしないもんだぞ？　金、払えるのか？」


　当然、そんな金はない。これまで妹と二人、生活していくだけで精せい一いつ杯ぱいだったのだ。


　フィオルは絶望を通り越こして、あきれきったため息をついた。


「…………うまく死ぬこともできないのか」


　その言葉に、男は皮ひ肉にくげな笑みを浮かべ、


「ああ。最悪な国だろう？　本当に腐ってる。こんな国じゃ、ろくな夢も見られない」


「………………」


　フィオルは、答えなかった。


　しかし、この男の言うとおりだ。どんなささいな幸せを願っても、この国はそれを許さない。


　内乱。戦乱。貴族たちの専せん横おう。


　王が代わっても、やはりそれは変わらない。


　もう、どうにもならないところまできているのだ。


　力ない者ができることといえば、生まれた不幸を呪のろって、日々を生きるだけ……


　両親を殺され、そしていま、妹を奪うばわれても……


　なにも考えずに、ただ、日々を……


　とそこで、


「だが……それでも俺は、夢を見るぞ。すぐにあきらめる奴は嫌きらいだ。夢を見られない腐った国なら、変えてやればいいじゃないか。おまえは、妹を見み捨すてて、すべてをあきらめるのか？」


　男が、突然そんなことを言ってきて。


　フィオルは顔を上げた。


　すると男はまっすぐに、フィオルを見つめてきていた。金色の、強い意い志しが感じられる瞳。その瞳でフィオルを見据え、


「誰かが無理だと言ったら、おまえはすぐにあきらめるのか？　生まれた国が、生まれた世界が、生まれた時代が悪かったからと、おまえはすぐにあきらめるのか？　それなら死ね。俺が殺してやる。妹を見捨てて、さっさと死……」


　それにフィオルは男をにらみ返し、


「い、妹を見捨てたりはしない!!」


　すると男はまた、笑った。


　力強い、しかしそれでいて、優しげな笑み。


　そして、まるで試ためすような声で、


「なら、どうする？　君が頭がいいのは、もうわかってる。妹が拉ら致ちされてからの君の行動力、判断力は、相当なものだ。だが、妹が拉致されたということに、動どう揺ようもしている。きちんと状じよう況きようが理解できていない。もう一度よく考えて、計画を立ててみろ」


　それはまるで、他に打だ開かい策さくがあるかのような言葉だった。


　その言葉に、フィオルは目を細める。


　動揺？


　確かに、動揺はしている。


　あたりまえじゃないか。大切な妹が拉致されたのだ。それも、最悪の相手に。


　その、妹を助けるための方法……


　フィオルは言った。


「な、なんとか、クラースベルの屋や敷しきに忍しのび込ん……」


「違う」


　すぐに男が遮ってくる。


　その言葉に……


　フィオルはますます思し案あんげな顔になる。


　違う？　って、いったいこの男は、なにを言いたいんだ。というより、なぜ、こんな暗殺者といま、会話をして……


　が、そこで。


「…………暗殺者？」


　フィオルは一度、思考を止めた。


　それからすべてを白紙に戻して、もう一度考え直す。妹を救う方法ばかりで頭がいっぱいだったが……もっと、ずっと基本的なことから考え直してみる。


　この男は、いったいなにものなのか？


　さっきまでは、この男は暗殺者で、護衛団に潜せん入にゆうして、クラースベルを暗殺する機会を狙っていたと、思いこんでいた。


　だが、ならフィオルが馬車を襲ったとき、彼を助ける必要はないだろう。せっかく護衛団として潜入しているのに、自分から正体をバラす必要はない。


　じゃあ、なんだ？


　この男は、いったいなにものなんだ？


　それを知る情報は……


　情報は、記き憶おくの中に、いくらでもあった。


　でも……でもそれは……


『な、なにをなさいます陛……』


　護衛の言葉。敬語。なぜ暗殺者に向かって敬語？


『こ、困ります陛……』


　やはり敬語。言葉の最後、『へい……』の後に続くのは、なんだ？


　そしてどうして、護衛たちはこちらを襲おうとはせず、すぐに引き下がっていったのか？


　すぐにその答えは頭に浮かぶ。でも、そんなはずがない。そんなはず……


　フィオルは目を、大きく見開き、男を見る。


　男は楽しげに笑ったままで。


　考えを、進める。


『暗殺者……か。まあそんなようなものだ』


　男の言葉。


『だが……それでも俺は、夢を見るぞ。すぐにあきらめる奴は嫌いだ。夢を見られない腐った国なら、変えてやればいいじゃないか』


　貴族に聞かれでもしたら、すぐに処しよ刑けいされてしまいかねない、傲ごう慢まんな言葉。


　そして、彼が護衛していたのは、豪ごう華かな、貴族の馬車。しかしそれはクラースベルの馬車ではない。


　じゃあ、なんだ？


　そう問いかけながら、しかし、答えは、一つだとわかっている。


　でも、そんなはずが……


　フィオルは、男を見上げて、


「…………あ、あの、じゃあ、あの馬車の中に乗ってた女の人は……」


　すると男はあっさり、


「あれは俺の護衛だ」


「ご、護衛？　でも、なんで護衛が馬車の中で、あ、あなたが外に？」


　しかしそれにも男は簡かん単たんに答える。


「罠わなだよ。俺を暗殺しようっていう動きがあってな。だから暗殺者がきたら、後ろから俺が襲ってやったら驚くだろう？　まあ、暗殺者が君みたいな少年で、おまけに勘かん違ちがいで襲ってきてるとは思わなかったけど」


　そう言って、笑う。


　でも、でもそれじゃあやっぱり……


「あ……う……あ……」


　フィオルは、言葉を失う。


　自分はなんて馬ば鹿かなんだろう。妹が拉致されて、本当に動揺していたようだ。


　この男の前で自分が言った言葉を思い出す。


『この、腐った国……』


　だが、表情だけで、男はフィオルがなにを考えているのかわかったのか、優やさしく笑って、


「気にするな。この国が腐ってるのは本当だ」


　その言葉に、フィオルは飛び起きた。そのまま地面に平へい伏ふくする。


「も、申し訳ありませんでした。か、数々のご無ぶ礼れい……どうかお許ゆるし…………い、いえ！　私の命はどうなってもかまいません。ですが……ですが妹は……」


　しかしその言葉も遮ぎって、


「もちろん、そのつもりだ。だから顔を上げろ」


　命じられ、フィオルは顔を上げる。


　すると目の前にいたのは……


　高こう貴きさを感じさせる銀色の髪に、強い光を放つ、金色の鋭い瞳。


　なぜ、最初に彼を見たとき、言葉を失ったのか、わかった。


　英えい雄ゆう王おう。


　若き救きゆう国こくの君主。


　他の者たちが、どうして彼をそう呼ぶのか、一目見ただけで、わからされてしまった。


　なのにこの男はさらに、すまなそうな表情になって、


「君のおかげで、クラースベルは早急に処しよ分ぶんする必要がある領主の一人だということはわかった。視し察さつの結果でも、この地域の状況はかなりひどい。それは、僕の責せき任にんだ。でも、それでも、僕はクラースベルに手出しができない。貴族に安あん易いに手を出せるほど、まだ力はないんだ。


　英雄王が、聞いてあきれるだろう？　僕の地位はまだ弱い。力が足りない。仲間も足りない。だからこうして、各地で君みたいな有ゆう能のうな人間を見つけては、登用してまわってるんだけど……


　でも、そのために妹を拉致されて、動揺している君のことを試ためすようなこともしてしまった。許してくれるかい？」


　そんなことを言ってくる。


　王が。


　この、ローランド帝国の王の立場にいるはずの男が、そんなことを言ってくる。


　それにフィオルは、


「………………」


　言葉が、出なかった。


　男が続ける。


「それで、できれば仲間になってくれると……いや、でもそれは妹さんを助けるほうが先か。安心して。妹さんを助けるのはたぶん、簡単だから。クラースベルはなにやら、僕を買収するためか、女の子をたくさん用意するとか言ってたからな。きっと妹さんはその中にいるだろう。僕についてくれば、きっと妹さんに会える」


　そこで、男は手をこちらへと差し出してきて……


「で、妹さんを助けたら、一緒にクラースベルをこらしめる方法を考えよう。


　僕の……」


　自信に溢あふれる、輝くような笑顔で、


「仲間になってくれ」


　そんなことを言ってくる。


　なにも持っていないはずのフィオルに。


　貧まずしい家に育って。両親が死んでからは、妹と二人、その日を生き残ることすら困こん難なんだった毎日を過ごしていた彼に。


　そんなフィオルに、この男は真しん摯しな態たい度どで、手を伸のばしてくれて……


　それに……


　フィオルは震えた。


　すぐにわかった。


　これからこの国は、変わるんだ。


　こんな王が立って、変わらないはずがない。


　この、英雄王が立って、


「………………」


　フィオルはやはり、声が出なかった。


　かわりに涙なみだが溢れてきて……


　だが、男がフィオルを見つめ、言った言葉は……


「……辛つらい思いをさせた。すまない」


　その言葉はきっと、フィオルにかけた言葉じゃない。


　この街。


　いや、この国で苦しんでいる者たち、すべてにかけられているような言葉だった。


　その、すべての苦く痛つうを、まるで自分の苦痛であるかのように……


　それに……


「………………」


　フィオルは手を伸ばした。


　そしてこの、若き英雄王。


　シオン・アスタールの手を取ったのだった。





　　　　◆





　シオンが言った通り、妹と再会するのは簡単だった。


　フィオルはシオンの秘ひ書しよとしてついていき、クラースベルに女を一人あてがわれて、それが妹だった。


　妹は泣いて再会を喜び……


　その日の夜、泣き疲つかれてそのままフィオルの胸むねの中で眠った。


　こんなに妹が泣いたのを見たのは初めてだった。両親が死んだことがわかったときでさえ、これほど泣かなかったのに。


　よっぽど怖こわかったんだろう。


　いやそれよりも、もうあきらめていたのかもしれない。あきらめていたところに、フィオルがきて、一気に気が緩ゆるんだのだ。


「大丈夫。もう、大丈夫だよ」


　そう声をかけ続けながら、フィオルは妹の頭をなで続ける。


　明日の計画はもうすべて立ててある。


　捕とらえられていた女たちは、シオンが引き取るということで、解かい放ほうすることになっている。


　明日になればまた、すべては元通りだ。


「すべて……」


　胸の中で、エスリナの寝ね息いきが聞こえ始めたころ、フィオルは小さく、そう呟いた。


　見たこともないような豪ごう華かな寝室。


　その天井を見つめながら……


「すべてが、元通り」


　クラースベルが、罰ばつせられることはない。


　それだけの力はまだ、シオンにはなかった。


　この街は、いや、この領地は、相変わらずこの貴族に苦しめ続けられる。


　クラースベルは噂通りの、白髪に中年太り、好色そうな顔つきの男で……王であるはずのシオンに対しても、表向きこそ歓かん待たいし、へりくだっているように見えたが……


　フィオルはクラースベルがシオンを見るときに浮かべる、傲慢で、いやらしい笑みを思い出した。


　その傲慢な態度に対して、シオンはあくまで穏おだやかな微び笑しようを浮かべていて……


　それを見て、今度はシオンの言葉を思い出す。


『力が足りない』


　その言葉を、彼はどんな思いで言ったんだろう？


　国を変えるための、力が足りない……


　そう言ったときの、彼の表情。


「………………」


『誰かが無理だと言ったら、おまえはすぐにあきらめるのか？　生まれた国が、生まれた世界が、生まれた時代が悪かったからと、おまえはすぐにあきらめるのか？』


　その言葉は……


　本当は誰に向けられたものだったんだろう？


「明日からはまた、すべてが元通り……」


　窓の外が、少しずつ明るくなっていく。


　もう、夜が明けるらしい。


　妹を見る。安心しきった顔で、フィオルの胸で眠る妹のかわいらしい顔を見る。


　疲れ果てていて、よく眠っている。それを見て、日が昇のぼるのが、もう少しゆっくりならいいのにと思う。


　守ってやりたい。強く、そう思う。まだ、たった十三歳のこの娘こは、もう、十分いろんなものを失なくしてるんだ。


　これからはずっと、いいことばかりが起こるように……守ってやりたいと思う。


　なのにこの、妹が育つこの国が……


「明日からはまた、元通り？……本当にそれで、いいのか？」


　そう呟いたころには、いつの間にやら日が、まぶしいほど窓から射さし込んできていて……


　カーテンを閉めていなかったことを、後こう悔かいする。


　その光にエスリナは顔を少しだけしかめ、ううんっと小さくうめいて、さらにフィオルの胸へともぐり込んでくる。


　それにフィオルは微笑ほほえんで、


「………………」


　しかし、妹が起きないようにと、言葉は発さなかった。





　　　　◆





　それから、約一年もの時が流れ……





　　　　◆





　そこは質しつ素そな部屋。


　でも、フィオルにとっては、信じられない幸福が、そこには詰つまっていた。


　ローランド帝国王おう城じようの中にある、一室。贅ぜい沢たく品ひんと呼よべるようなものは一つも置いていないが、それはフィオルが必要としないからだ。


　机つくえと、ベッドと、その上に置かれたロウソクの灯あかり。


　彼はいま、妹に手紙を書いているところだった。


　書き出しは、こう。





　エスリナ、いつも手紙ありがとう。


　手紙をなかなか返せなくてごめんね。


　でも、エスリナが元気そうで、兄さんは安心です。


　学校の成せい績せきもいいみたいだし、がんばってるみたいだから、エスリナから手紙をもらうたびに、兄さんもがんばろうと励はげまされてるよ。


　それに、僕は上司に恵めぐまれてるしね。アスタール様……国王様は、素す晴ばらしい方だよ。


　僕らのような平民にも平等に接せつしてくれるし、なによりこの国のことを本当に想おもってる。


　あの方がこの国の王になってくれて、ほんとによかった。





　そこまで書いたところで、筆ふでを止める。


「ちょっと、僕がついてないと、仕事し過ぎちゃうし、自じ己こ管かん理りもできない困った王様だけど……」


　そう言ってから、顔をしかめて、笑う。


　そして手紙に目を戻した。


　再び筆を走らせ始める。





　あの方が王のこの国を、僕は誇ほこりに思う。


　一度、アスタール様にエスリナを会わせてみたいな……


　あ、そうそうそれで、アスタール様が今週末、エスリナに会ってこいって休みをくれたんだ。


　な？　優しいだろ？


　だから、週末には会えると思う。


　ひさしぶりだな。僕が帰ったらあれ作ってくれよ。母さんが得とく意いだったシチュー。


　エスリナは母さんと同じで料理得意だもんなぁ。ほんとにいいお嫁よめさんになれるよ。


　その相手がアスタール様なら……


　って、それは僕らのような身分の者が言えることじゃないけどさ～。


　でも、そういうことだから、週末、会えるの楽しみにしているよ。




フィオル・フォークル







「…………よし」


　書き上がった手紙を確かく認にんして、フィオルはうなずいた。


　それから小さく微笑んで、


「本当に久しぶりだから、エスリナ喜ぶな」


　一人そう呟いた。


「僕も会うのが楽しみだ」


　それからその手紙を入れる封ふう筒とうを……


「あ、封筒買うの忘れたかも……部屋のどっかにあったような気がするんだけど……」


　と、周しゆう囲いを見回した。


　確か、書しよ棚だなに予よ備びの封筒があったはず……


　と、立ち上がりかけたところで、突然。


　トントンっと、部屋がノックされた。


「へ？」


　それにフィオルはそちらへと顔を向けて、首をかしげる。


　この部屋を訪おとずれる者は、あまりいない。シオンに負けず劣おとらず大量の仕事をこなしているフィオルが、あまり部屋にいない、ということもあるが……


　とにかくここを訪れるのは、シオンか、その他数名だけ……


　しかし、


「アスタール様は、まだ、貴族たちとの夕食会に出席しているはずだし……誰だろ」


　フィオルはあらためて、


「どちらさまでしょう？」


　そう、言おうとしたときだった。


　扉が、無む理り矢や理りこじ開けられる。


　現あらわれたのは、黒くろ装しよう束ぞくを着込み、手に剣を携たずさえた数人の男たち。それから見み覚おぼえのある、白はく髪はつ、中年太りの貴族の姿……


　クラースベル伯はく爵しやくだった。


　そしてフィオルは、すぐになにが起きているのかを、理解した。


　だから、少し困ったような表情で、


「ああ……もう。これじゃ、アスタール様がまた、自分を責めちゃうよ」


　そう呟いて、笑った。


　と同時、クラースベルが吐はき捨てるような声で言う。


「あの若わか造ぞうへの見せしめだ。殺せ」


　瞬間、男たちが剣を振り上げ……


　しかしそれでも、フィオルは動かない。


　ただ、困ったような表情で……


　今け朝さ交かわした、シオンとの会話を思い出していたりして……





　　　　◆





「あの、アスタール様」


　そう声をかけても、いつも通りシオンは書類から顔を上げようとしなかった。


「ん？　あ、ちょっと待ってくれ、フィオル。いまこれを……よしっと」


　それから振り向いて、


「なんだい？　なにかあったか？」


　そんなことを言ってくる。


　それにフィオルは少し怒おこったように胸を張はり、腰に手を当てて、


「なにかあったかじゃありませんよアスタール様。何時間仕事し続けるつもりですか!?」


「へ？　あーどれくらいだろうな」


　なんてとぼけるが、フィオルは知っている。シオンから無理矢理書類を取り上げながら、言った。


「その席に座すわってもう二十時間です。その上その前には領内の視し察さつへいってきたばかりだし……食事もろくにとってないし……そんなことじゃ体を壊こわしちゃうじゃないですか！　はいこれ！　これを食べるまで、書類は返しませんよ！」


　そしてすでに用意してあった、食事を指さす。この王は困った王で、こうやって執しつ務む室しつに食事を用意して、無理矢理食べさせないと、食事も睡すい眠みんもまったく取らずに仕事を続けるのだ。


　フィオルが真しん剣けんに怒っているのがわかると、シオンもやっと、


「フィオルは怖こわいなぁ。わかった。少し休むよ」


　そして両手をあげる。


　フィオルはあたりまえですとばかりに少し怒った表情のまま、執務机を片付け、料理を並ならべ始める。


　まったく。この国で最も大切な人間だというのに、この人は自分を大切にするということをしない。


　ほんとに困ったものだと思う。


　でも少しだけそれを、嬉しいと思うときもある。顔は怒ったままだけど、少しだけ嬉しい。この人には、自分がそばについていないとだめだとわかるから。


　この王は、強い。


　こうしていつもそばにいると、わかる。


　英雄王。


　この人がそう呼ばれる理由が、よくわかる。


　でも同時に、ひどく弱い。


　民たみの痛みを、まるで自分のことのように抱かかえ込こんでしまう。


　だから休まない。まるで民の痛みを償つぐなうかのように、自分の体を痛めつけて、働き続ける。


　強く、大きく前に進む王。


　しかし、優しすぎる。


　食事の間さえ、書類を見ようとするシオンに、フィオルは微笑んだ。


　この人は、王になるには優しすぎる。


　たまに、そう思う。


　いつか壊れてしまうんじゃないかと、たまにそう思う。


　その心を、少しでも支ささえられたら……


　その負ふ担たんを、少しでも軽くできたら……


　そんなことを考えることができるだけで、フィオルは幸せだった。


　彼が王になって一年。


　一気にこの国は、変わろうとしていた。


　この王は、身分の低いフィオルに向かって、こんなことを言ってくる。


「一番大事なのはあきらめないことだフィオル。僕はそう思う。自分は身分が低いから……そんなふうにあきらめないでくれ。どんなに誰かが君のことを蔑さげすんでも……決して君は一人じゃない。きっとたくさん味方がいるんだから……


　なぁんて、これは昔僕が言われたことの受け売りなんだけどね……」


　あきらめない……


　そんな、彼の言葉を聞くたびに、思う。


　彼が、この国の王になってくれてよかったと……


　フィオルがそう言うと、シオンは照れくさそうな顔で、決まってこう言うが……


「ほめてもなにもでないぞ？」


　しかしフィオルは首を振る。


「本気です。あなたがこの国の王であることを誇りに思います。そして、そんなこの国で妹が育つことができる幸運を……


　神に感かん謝しやします」


　それは本当に、本心だった。


　この王の下で働けて、幸せだった。


　この人に出会えたおかげでやっと、前へ進めるようになったんだから。


　生きる意味を、見つけることができたんだから。


　あの日見た……夕暮れの空。


　前へ前へと進む雲と同じように、彼のおかげで、前に進むことができるようになった……


　自分は、幸せだ。


　そう思う。


　だから……





　　　　◆





　フィオルは、微笑んだ。


「だから……たとえ僕が死んでも、自分を責めないでくれれば……」


　が、そこまで言ったところで……


　いくつかの剣がもう、体に……


　クラースベルのにやついた顔。


　貴族の、いやらしい顔。


　でもそれも大丈夫。


　この国の王は、彼なんだから。


　なんの心配もしないで、妹を残していける。


　ああ、それは、なんて幸せなんだろう。


　だから……


「あ……」


　体の力が失われて、床ゆかに膝ひざが落ちる。


　でも、フィオルは微笑んだまま。


　だから、だからどうか、悲しまないで。





　　　　◆





　僕には命をかけても守りたい人が、二人いる。


　それは妹と、そして……








　生きる意味。


　夢ゆめを見る力。


　僕はこの国に、この時代に、この世界に生まれて、本当によかった。







（ディア・マイ・シスター：おわり）







　おもいやり伝勇伝



　不眠不休の王様








　それは突とつ然ぜん起きた。


　まるで転げ落ちるかのように深い闇やみに落ち、なにも考えられなくなった。


　周まわりには光がなく、ただ、闇があるだけ。


　景け色しきはない。


　音もない。


　色もない。


　闇の中に、静かな時間が広がっているだけの空間。


　なにも考えることができない。


　なにも見ることができない。


　まったくの無だ。


　完全なる、無。


「………………」


　いや、そうじゃないか。


　かすかだが、遠くからなにか、聞こえてくるような気がする。


　本当にかすかな、途と切ぎれ途切れの、か弱い音。


　だが、それがなんなのかが、わからない。


　闇の向こう。


　無の向こう側から聞こえてくる、音。


　それがいったいなんなのか？


　彼は意い識しきをそちらへ向けてみる。


　しかしやはり、それは聞き取れなかった。


「……・……・・・……」


　それはただ、意味のない音なのか。


「……・・……・・・・……・・・」


　それとも規き則そく性せいのあるリズムなのか。


「……・・・……・・・……・・・・・」


　もしくは旋せん律りつか。


「……・・・・……・・・・……・・・・」


　いや、これは、


「……・・・く・…………ち・・……じ・・・・・か……」


　これは……声か？


　彼はそう言おうとして、しかし、その声は響ひびかなかった。体の自由が利きかない。いまいち意識も朦もう朧ろうとして、思考がまとまらない。


　ただなぜか、闇の中から聞こえてくる声が、ひどく重要なものだという気がした。


　それがどういう理由でそうなったのかはわからないが、なぜか、そう思えた。


　だから彼は聞いた。声にならない声で、その声に問いかけてみた。


　君は……





　が、そこで。











　　　　◆





　急に闇が薄うすらぎ、シオン・アスタールは薄く、目を開いた。


「…………」


　視界に入ってきたのは、いつもの執しつ務む室しつ。


　うずたかく書類が積つまれた机つくえと、本ほん棚だながあるだけの狭せまい部へ屋や。


　どうやらその書類の前で、椅い子すに座すわったまま居い眠ねむりをしていたらしい。


　だがいったい、どれくらい眠っていたんだろう？


　と、シオンは顔を上げ、部屋にいるはずのもう一人に聞こうとする。


　もう一つの机で書類と格かく闘とうしているはずの、ライナ・リュートに向かって、


「…………」


　目を向ける。声をかけようとする。しかし口を開きかけて、やめた。


　ライナのほうも、机に突つっ伏ぷして、死んだように眠っていたから。


　シオンはそれに微笑ほほえんで小さく、


「ほらほら、よだれ出てるよライナ」


「…………」


　もちろん、爆ばく睡すい中ちゆうのライナからの返事はないが。


　それにシオンは肩かたをすくめ、部屋の時計を見上げた。すると時刻は、夜中の二時をちょっと過すぎたくらい。


「ふむ。俺が寝ねてたのは、十分くらいか。でも少し寝たせいか、頭がすっきりしたな」


　そんなことを言う。実際は寝不足で、いまいち頭の中も不ふ明めい瞭りようなのだが、そんな眠ねむ気けを振ふり払はらうように、彼は大きく伸のびをしようとした。


　しかし、その、瞬しゆん間かん。


「……痛つっ」


　シオンはうめいた。


　急に首くび筋すじに、強い痛いたみが走ったから。


　それから首を押おさえ、顔をしかめる。


「……え、なんだ？」


　と、もう一度首を動かそうとして、


「痛いたたた」


　しかし痛みで、動かない。


　強い痛みが首筋に走って、まるで動かない。


　それにシオンは苦笑する。


「うわぁ、ダサ、居眠りで首の筋寝ね違ちがえた」


　首をなでてから、もう一度、どれぐらい動かないか確かく認にんしようとするが、


「あ、だめだ、結けつ構こう痛いや……」


　かなりひどく寝違えてしまったようで、動かなかった。


　シオンはその首をなでながら、


「……最近、運動不足だったからなぁ……」


　なんてことを呟く。


　おまけに寝不足で、食事も仕事にかまけて摂とったり摂らなかったり。今回だって、さっき居眠りするまでは五日徹てつ夜やで仮眠なしなんていう強行軍だったのだから、


「そりゃ、体にもガタがくるか……」


　言ってから肩をすくめようとして、


「あ痛たた……って、ほんとダサいなぁ」


　また笑う。


「これは、ほんとに少し休まないとまずいかもな」


　と、言っても、今日中にやらなきゃならない仕事は山とあるのだが。


　シオンは机の上の書類を見つめ、うんざりと小さくため息いきをつく。


　首を動かさないように背せ筋すじを伸ばし、腰こしを回し、よしっと小さく呟く。


「んじゃ、ま、とにかく今日の分だけでも頑がん張ばって終わらせて、少し休むかな。そうとなったら一気にやっちゃおうよ、なぁライナ」


　そう言って、もう一度爆睡中のライナのほうを見る。


　しかしついに重要書類によだれを垂たらしてしまったライナは、


「………………」


　やはり応こたえないが。


　シオンはそんなライナをしばらく眺ながめて、


「……いや、ま、ライナもすごい頑張ってたし、もうちょい寝かせといてやるかな」


　そこで自分の首をまたなでる。もう一つため息をつく。


「無む理り矢や理り起こしたら、ライナまで首寝違えちゃうかもしんないしね」


　そう言って再ふたたび笑った。


　それから書類へ目を戻もどす。そして机の上のペンを取ろうとしてまた、


「痛たた……って、まいったね、こりゃ」


　言いながら、首を押さえ、なるべく動かさないよう気をつかいながら、シオンは仕事を再開する。


　深夜の執務室。


　延えん々えんと終わることのない書類の山との格闘。


　考えるべきことは、いくらでもある。


　そりゃもう、気が遠くなるほどいくらでもある。


　一つ仕事を終えても、また次、次、次と、やらなきゃいけないことは増えていく。


　休んでいる暇ひまなんて、本当はないのだ。


　そうじゃなくてもこの国は、あの、最悪の暴ぼう君くんだった前王の下もと、完全に腐ふ敗はいしきっていたのだから。


　そこから這はい上がって、世界の中で生き残っていくだけの力をつけてやる必要がある。


　このローランドの平和が、腐くさった貴き族ぞくたちや、他国の侵しん略りやく者しやたちに壊こわされないように。


　そう。


　もう二度と、この国が壊されたりしないように。


　だから止まっている暇なんて、もうないのだ。


　前へ、前へ。


　休む間もなく前へ進まないと、進まないといけないんだけど……


「……ふぁ～あ」


　シオンの口から、思わずあくびが出る。


「ねっむ～」


　ペンを動かしながらも、思わずそんな弱よわ音ねが出る。


　やはり、さすがに五日も徹夜してたら、とんでもなく眠いのだ。前に進むとか進まないとかの前にもう、眠気が勝っちゃって勝っちゃって。


　そこでちらっと、またライナのほうを見る。そしてライナが気持ちいいほど思いっきり寝てるのを確認してから、


「……いや、あのね、俺だってほんとは眠いときは寝たいんだぜ？」


　とか、愚ぐ痴ちってみる。


　仕し事ごと狂きようの英えい雄ゆう王おうとか。


　完全無欠の名君主だとか呼ばれているが、


「……ほんとは疲れたら寝たいのよ？」


　なんて言ってみる。


　こんな発言、ライナやフェリス、それに他の部下たちの前では絶対にしないが、ライナがもう、絶対に起きないぞとばかりによだれを垂らしてるので、ちょっと言ってみる。


　それからまた一度、ちらっとライナの様よう子すを確認してみるが、


「…………」


　やはり反はん応のうがない。起きる気け配はいはまるでない。


　だから安心して、


「おまけに首痛いし～眠すぎてテンションおかしくなってきてるし～やってもやっても仕事終わんないしさ～」


　なんて、いつもライナが言ってくるような言葉を、彼の口く調ちようを真ま似ねして言ってみてから、


「なんて、ね」


　シオンは楽しそうに笑った。


　ペンを止めずに、ははっと小さく笑った。


　それだけで、疲れが少しだけ、薄うすらいだような気がする。


「って、まあ、部屋で仕事しながら独ひとりで笑うなんてのも、ほんとにダサいけどね」


　と、自分に自分で突っ込んだりして。


　やはりそろそろ本気で休まないとやばそうだった。なんか、くだらないことまでちょっと面おも白しろくなってきちゃって。


「いまならフロワードの暗い冗じよう談だんでも爆ばく笑しようできるな……」


　もう、本格的に限げん界かいは近そうだった。


　それからまた、部屋は静かになる。


　部屋に響くのは、コツコツ、コツコツコツという、シオンがペンを走らせる音だけ。


　そして時間は流れる。


　一時間、二時間、三時間。


　その間、ペンの音だけが鳴り響く。


　コツコツ。


　コツコツコツ。


「ふあうあちょ、フェリ、そんなだんご、食えな……うあ～枕まくらならいいかぁ」


　途中、そんな意味不明なライナの寝言をはさみながら。


　コツコツコツコツ。


　コツコツコ………………


　が、そこでふいに。


　シオンのペンの音が止まった。


　彼のまぶたが今日二度目の限界に達して、自分の意志とは裏うら腹はらにゆっくりと閉とじていく。


「………………ん～」


　ペンがシオンの支配から離れ、書類に意味不明な文章を書き始めたかと思うと、さらにすーっと書類から机のほうまで線を引いていく。


　体力の限界を超こえ。


　そして彼はまた、眠りの闇に落ちた。








　　　　◆





　するとまた、あの夢だった。


　今度は、さっきよりも意い識しきがはっきりしているような気がした。


　いや、夢の中で意識がはっきりしてるというのもおかしいが。


　暗い闇の中。


　やはり周りに光はない。


　景色もなく。


　音もなく。


　色もない。


　闇の中に、静かな無が、広がっているだけの空間。


「………………」


　そしてやはり、遠くから声が聞こえるのだ。


　かすかな声。


　本当に真しん剣けんに耳を澄すまさなければ、気付くこともできないほどの、小さな声。


「……・・・・・…………・・・……・・・・・・・……」


　そんな、声。


「……・く・・・…………ち・・……じ・な・・・か……」


　やはり、いまいち聞き取れない。


　なにかをこちらに伝えようとしてるのか？


　だが、それがなにかが、わからない。あまりに声が断だん片ぺん的で、意味を理解することができない。


　もっと大きな声で言ってくれないか？


　そう言おうとしたが。





　しかしやはりそこで。








　　　　◆





　そこで目が覚さめた。


　目を開く。するとシオンは机に突っ伏して寝ていたようで、目の前には書類と、ペンがあった。


「……ん、んん～？」


　小さくうめくと、シオンは起き上がる。部屋の中はもう、強い光に包まれていて、あまりの明るさに顔をしかめる。


「……ん～？　もう、朝か？」


　言って、窓まどのほうを振り返ろうとして、


「ぐわっ」


　なんて、間ま抜ぬけな声を上げてしまう。


　首が、物もの凄すごく痛くて。


「うわ、さっきよりひどくなってるよ」


　とそこで、


「あ、起きたかこの怠なまけ者王！」


　なんて声を、ライナがかけてくる。


　その声に、シオンが首を動かさないよう、そーっとそーっとそちらを向くと、相あい変かわらずの寝ね癖ぐせ放題寝ぼけ眼まなこのライナが、ペンを片手にこちらを見ていて。


「やぁやぁ、やぁああああっとお目覚めですか、陛へい下か？」


　それにシオンはこくんとうなずく。うなずくだけでも、ちょっと首が痛い。




[image: ]


「うん。起きた。俺、どれくらい寝てた？」


　聞くと、ライナはなぜか嬉うれしそうに、


「すっげぇええええええ長い間」


「噓うそぉ？」


「ほんと。ってか、もうあれだね。俺が寝ないでぶっ続けで仕事しまくってんのに、夜の二時ぐらいからおまえはぐーすかぴーすかぱーすかぽーすかだよ。ほいでいま六時。どうなのそれ？　人にばっか仕事させまくって、英雄王とか名乗っちゃっていいのそれ？」


　なんてことをここぞとばかりに言ってきて、それにシオンは肩をすくめ……るのは痛いのでやめる。


　ただ小さく笑って、


「英雄王なんて、自分で名乗った覚えはないけどね」


「名乗ってましたー。俺おれは天てん下か無む敵てき、モテモテハンサム英雄王様だーとか、恥はずかしい本ほん音ねを寝言で叫さけんでたよ」


「噓だぁ？」


「ほんとほんと」


　と、真顔で言ってくるライナに、シオンはまた笑う。


「そうかぁ。ついに俺、寝言で本音を言っちゃったか……」


「ああ。もうひどかったよ？　この国の女は全部俺のもんだとか、夜中の二時からぶっ続けで喋しやべりっぱなし」


「うわ、ほんと？」


「ほんと」


「へぇ～。俺、ちょっと居眠りしてからすぐに目を覚ましてさ、そしたらライナが爆睡してて、起こすの可哀かわい想そうかなーとか思ったから、そのあと独りで五時ぐらいまで仕事してたんだけど……あれは夢ゆめだったのかぁ……」


　なんてシオンの言葉に、


「[image: ]っ？」


　ライナが、そんな声を上げる。


　シオンはそれに、にこにこ笑いながら、


「そうかぁ。あれは夢で、現実世界は俺が二時から寝てて、おまえがずっと仕事してたことになってるのかぁ」


「ううう？」


「いやいや、ほんとライナ、おまえにばっかり仕事を押おしつけてすまなかったな。で、じゃ、二時から六時までやり続けたっていう仕事の書類、渡わたしてくれるかなぁ？」


「え、あ、いや」


「ほら、やっぱおまえにばっかり仕事押しつけるわけにはいかないしさ、残りは俺がやるから、書類渡してよ」


「だ、だから、えーと」


「いやぁ、二時から六時までぶっ続けでやったんだから、さぞかし仕事、進んでるよねぇ？」


　そんな言葉に、ライナがじとーっとこちらをにらんで、


「……おまえ、ほんと根っから嫌いやな奴やつだなぁ」


　するとシオンは笑って、


「誰もが憧あこがれる英雄王様ですから」


「嫌いや味みの英雄だな」


「そうそう」


　言ってから、また笑う。だが大きく笑い過ぎて、また、首が痛んで、


「痛てて」


　シオンは首を押さえた。


　するとライナが不ふ思し議ぎそうにこちらを見た。


「んぁ、どした？」


　それにシオンは苦笑する。


「それが寝違えて」


「ダサ」


「だろぉ？　運動不足かな？」


　が、ライナはあきれたような顔で言ってくる。


「おまえの場合は、運動不足よりも仕事のし過ぎだよ。ってか、五時まで仕事してたって言ったかさっき？」


「うん。言ったね」


「じゃ、一時間しか寝てねぇじゃねぇか」


「ん？　ああ、そうなるね。でもまあ、一時間も寝れば十分足た……」


「りねぇよ！　ってかそんな調子でやってたらほんともう、まじ死ぬよ？　すぐ死ぬよ？　今日は首寝違えたぐらいですんだかもしんないけど、次寝て起きたときはきっと、首だけ机の上に載のってるぞ？」


「怖こわっ!?」


「だろ？　だからもう寝ろって。首が机に載る前に寝ろって。で、俺にも三年くらい有ゆう給きゆう休きゆう暇かをあげちゃえって」


「いや、最後のはどうかな」


「いや、最後のが大事よ？」


　なんて不毛な会話を交かわしたあと、シオンはまた小さく笑ってから、


「んじゃ、そろそろ仕事を……」


「だからありえないから！」


　と叫ぶライナを無む視しして、ペンを取ろうとする。


　右手を持ち上げ、机の上のペンを……


　しかし。


「…………っ」


　次の瞬間、シオンは無言の悲ひ鳴めいを上げた。


　いや、あまりの激げき痛つうに、声が出なかった。


　ペンを持とうとした瞬間、首から肩にかけて信じられないほどの痛みが走って、ペンを取り落とす。ペンは転がって、机の下に落ちる。


　それにライナが、


「……おい、どうしたシオン？」


　心配げな声で聞いてくるが、


「…………い、いや、なんでもない」


「はぁ？　なんでもないって感じじゃないぞ？」


「いやいや、ほんとなんでもない。なんか寝違えがひどくて」


　言ってから、床ゆかに落ちたペンを拾おうとして、しかし。


「がぁ」


　今度は苦く悶もんの声が出る。


　あまりの痛みに、全身ががくがく震え、椅子から体が落ちる。


「なっ!?　ちょ、シオン!?」


　ライナのそんな声。


　だが、もうそれに答えることができない。


　激痛に、意識を……


「おいシオン！」


「…………」


「シオン!!」





　そこまでで、意識が途と切ぎれた。











　　　　◆





　そしてまた、ここだ。


　暗闇の中。


　無の中。


　聞こえるのは、かすかな声だけ。


　夢。


　繰くり返し見る、あの夢。


　いや、これは夢じゃないのか？


　わからない。


　わからないが、これにもなにか意味があるのかもしれない。


「……・・・・・…………・・・……・・・・・・・……」


　やはり、ほとんど聞こえない。


「……や・・・が…………ち・・……・・な・・・か……」


　なんだ。


　なにが言いたい？


「……や・・・…………ち・・……じ・・・・・・・……」


　だからおまえはなにを……





　しかしやはりそこで、声は途切れる。


　闇は消え。





　無は消え。





　そして。








　　　　◆





「…………」


　目を覚ましたのは、病室だった。


　真っ白な壁かべ。


　寝ね心地ごこちの悪いベッド。


　そして消しよう毒どくの匂におい。


　部屋の隅すみではライナが壁を背に、椅子に座って雑誌を読んでいる。雑誌のタイトルは、





『のんびり過ごそう・定年後のスローライフ』





　って、おまえはいくつだよ、という突っ込みは、妙みように体がだるいので、入れない。


　さらに部屋のもう片方の隅には、絶ぜつ世せいの美女が例によって例のごとく布を敷しいて、だんごとお茶のセットを広げ、のんびりそれを食べている。


　それを確かく認にんしてから、シオンは言った。


「……あ～、で、いったい状じよう況きようは、どうなってるの？」


　するとライナは雑誌を下ろし、こちらに目を向けた。


「あ、目ぇ覚めた？」


　それにシオンはうなずこうとして、しかし、まだ首が痛くて、うまくうなずけない。だから、


「覚めた」


　と、口で言った。


　すると今度はフェリスが、


「おお、シオン。目が覚めたか。腹は減へってるか？　だんご食べるか？」


　と、だんごを掲かかげてそばによってこようとして、それにいらないとばかりに首を振ろうとするが、やはり痛くてそれもできない。


　だからまた口で、


「いや、いまはなんか、あんまお腹なか減へってないや」


「そうか？　でも、体調が悪いときはだんごが一番だぞ？　難病で余よ命めい二か月と宣告された患かん者じやの寿じゆ命みようが、だんごを食べたことでなんと、二万年も延のびたという研究報告が……」


　とそれにライナがすぐさま、


「二万って、どこのバケモンだよそいつは」


　突っ込む。


　しかしそれにフェリスが真顔で、


「いや、うむ……おまえが疑うたがいたくなる気持ちもわかる。わかるが、悲しいかな、これが現実なのだよライナ君」


「いやライナ君じゃなくて」


「さあさぁだんごを食べなされ～」


「だぁから誰だれだよおま……って、無理矢理口にだんご突っ込んでくん…………ああ、まあ、美う味まいからいいけどさぁ」


　と、だんごをもぐもぐ食べ始めるライナ。


　するとフェリスが大きくうなずき、


「これでおまえの寿命は二万年延びたぞ！　よかったな！」


　が、ライナはもぐもぐしながら、


「え～？　二万年も生きたくね～な～。定年後いったい何年あんだよ？　一万九千九百五十年ぐらい？　それスローライフし過ぎだろ」


　とかなんとか、二人はいつもどおりのわけのわからない会話ばかりをしていて、シオンは苦笑する。


「いやあのね、二人が仲なかがいいのはわかったから、ちょっと僕ぼくの質問にも答……」


「おお忘わすれていた。さあさぁだんごを食べなされ～」


「って俺も？　ちょ、あのフェリ、うわ…………ああ、美お味いしいね、このだんご」


　と、シオンももぐもぐ食べ始める。


　するとフェリスはまた、満足げにうなずいた。


「これで二万年」


「ああ、ええと、うん。ありがと。ってそうじゃなくてさ、えー、なんだっけ。あ～、うん。それで、状況は？」


　それにライナはだんごをもう食べきったのか、串くしをくるくる回しながら、


「いや、状況もくそも、あれだよ。おまえ、気を失って倒たおれたの。突然」


　それに、シオンはまたうなずこうとして、やはり痛みでうなずけない。


「それは、覚おぼえてる。倒れたな。執務室で。で、それからどれくらい時間が経たってる？」


「まだそんな経ってないよ。四時間ぐらい？」


「ふむ。四時間か……」


　けっこう経ってる。


　急に意識を失って、四時間。


　それもあの首と肩の激痛。


　ちょっとこれは、まずいな、と、シオンは内心うめく。


　これだけ大きな症しよう状じようが立て続けにでるとなると、なにかめんどくさい病やまいかなにかに冒おかされている可能性もある。


　おまけにライナたちの、この反はん応のう。


　いつもの彼らなら、シオンの病気がたいしたことがなければ、わざわざ病室でシオンが目を覚ますのを待っていたりしないんじゃないだろうか？


　おまけにフェリスの発言も気になる。


　寿命が二万年延びるだんごの話とか、どこかいつもの彼女の発言らしくないような気がするような……


　しないような……？


　いや、フェリスのことは、ライナと違っていまいちよくわからないのだが。


　しかしそれにしても、余命二か月が、二万年に延びたというあの話。


「……もしかして俺の余命、二か月なのか？」


　と、言ってみる。


　するとそれに、


「んぁ？　なにが？」


　ライナの表情は、変わらない。


　フェリスも……いや、フェリスの表情は、いつもまるで変わらないが。


　考え過ぎか？


　シオンはライナを見て、


「で、ライナ」


「ん？」


「医者はなんて言ってたの？」


「ああ、おまえが倒れた理由？」


「うん」


　するとライナはこちらを見つめる。いつもの、寝ぼけ眼。そして、


「いや、ンなの、わかりきってんだろ？」


「え？　わかりきってんの？」


「ああ」


「なに？」


「過か労ろうだって」


「へ？」


「だから、ただの過労。寝不足。栄養不足。働き過ぎのアホは、もうそろそろ定年を考えなさいってさ、だからほい、スローライフ」


　と、雑誌を渡してくる。


　雑誌の見出しは、『余生を釣つりに懸かける！』なんてことが書いてある。


「釣りかぁ」


　シオンが言うと、ライナがうなずく。


「時代は釣りだよ」


　しかしフェリスが、


「いや、時代はだんごだぞ？」


「釣りだって」


「だんごだ！」


「んじゃ、時代はだんご食いならが釣りってことでどう？」


「おお、ライナにしてはいいことを言う」


「だろぉ？」


　と、また無む駄だな会話。


　シオンは苦笑して、小さくため息をついてから、続けた。


「でも、俺、首の痛みで気絶したんだぞ？　過労ってことないだろ？　ライナ俺に、なんか隠かくしてる？」


　と、シオンはライナを見つめる。


　しかしライナの表情は変わらない。いつものとぼけたような顔のまま、


「隠してないよ」


「ほんとにぃ？」


「ほんとに」


「おまえが隠しても、あとで医者に聞けばわかることなんだから、いま言っちゃっていいよ？　俺、そういうのショック受けないし」


　が、さらにライナは肩をすくめ、


「ほんとになんも隠してねぇよ。っていうかさ、医者にもそれ、俺も聞いたんだよ。気絶の仕方が、過労っぽくなかったぞって」


「ほぉ？　それで？」


「んで、医者、おまえの首とか肩とか調べてた」


「で？」


「なんもないって」


「え～、こんな痛いのに？」


　シオンは首を触さわってみせる。


　それにライナも困こまったような顔で、


「まだ痛むのか？」


「ああ。すごい痛い」


　するとライナはなにかを考えるように腕うで組ぐみをする。


「う～ん。おかしいなぁ～。ほんとに医者は、首はなんでもないって言ってたんだよなぁ。おまけに寝違えでもないって」


「え、寝違えでもないの？」


「違うってさ。ま、そもそも寝違えで気絶とかしないしな」


「いや、まあそれはそうだけど」


「でも、医者が言うにはもし、ほんとに首の痛みで気絶したんなら……」


「したんなら？」


　シオンが聞き返すと、そこで、ライナは少しだけ間まをとる。


　そして、言った。


「……原因不明の病気かもってさ」


「原因不明？」


　シオンが問い返すと、ライナはうなずく。


「医者たちはなんか、陛下は原因不明の病気かも～!?　とか言って、ちょっと慌あわててた」


「え、まさかそれじゃ……」


「ああ。城中大おお騒さわぎ」


「うわ、やっぱり……」


　するとまた横からフェリスが、


「うむ。だからそういうときこそだんごを……」


『それはもういいって』


　と、ライナとシオンは同時に突っ込んだ。


　それからシオンは、げんなりため息をつく。


　どうやら、城では大変なことになっているらしい。騒ぐほどのことじゃ、ないのに。


　いまのライナの様子だと、彼が噓をついているふうでもないから、他ほかのめんどうな病気にかかっている心配はなさそうだった。


　なら、問題ない。いまやらなければいけない仕事に差さし支つかえなければ、問題ないのだ。


　あとはこの首だが、それもやはり寝違えただけだろう。同じ姿し勢せいで仕事し続けたのがまずかったのかもしれない。これからはもう少し、ちゃんと体を伸ばしたりしながら仕事をするべきだな、なんてことを思う。


　とにかく城内が騒ぎになっているなら、早く復帰して元気な姿を見せてやらないと……


　と、起き上がろうとしたところで。


「…………」


　しかし、シオンはあることに、気付く。そのせいで、表情が変わりそうになる。


　右腕が、動かないのだ。


　いや、首から肩、右腕、腰、足──


　右半身すべてが、動かない。


　うわ、これは……ちょっとまずいぞ……


　と、そこで。


　ライナがぽんっとシオンの肩を押してきて、


「はいはい、だからって急いで起き上がろうとしない」


「……え？」


「だあもう、おまえが考えそうなことは全部わかってんだよ。早く復帰して、みんなを安心させて、さらに仕事をいっぱいしちゃうぞーとかいう馬ば鹿か発言するんだろ？」


　その、言葉に。


　シオンは、ライナを見つめ、


「お、おまえ、心が読めるのか!?」


　なんて驚おどろいたフリをすると、ライナはうんざりしたような顔で言う。


「いいからおまえはもうちょい寝てろ。城のことは俺が少しは手伝ってやるからさ。とりあえず原因不明の病気とかは様子を見るとしても、過労で倒れたのはほんとなんだし、たまには休めよ」


「でも仕事が……」


「もう仕事のことは忘れろって。とにかく、しばらく仕事禁止。仕事のこと考えることも禁止。ってか、病人の仕事は、病気治なおすことだかんな？　わかった？」


「う～」


「う～じゃない。返事は？」


「は～い」


「よろしい。んじゃ、俺はいくけど、ちゃんと寝ろよ？」


「うん」


　続いてフェリスも、


「では、私もいくが、また寿命を延ばしたければ、いつでも言えよ？」


「わかった。でも、次のお見舞いは果くだ物ものがいいなぁ」


「おお、ついに私が開発した、イチゴだんごを披ひ露ろうする時がきたか！」


「………………いや、うん。じゃあそれで」


　するとライナは部屋の扉とびらを開けて、


「んじゃもういくけど、ほんとちゃんと寝ろよおまえ」


「わかった」


「じゃな」


「あ、ライナ」


「ん？」


「ちょっと、帰りに医者にここにくるよう言っといてくれないかな？」


　するとライナは怪け訝げんな顔になって、


「んぁ？　やっぱどっか調子が……」


　しかしそれを遮さえぎって、シオンは言う。


「いやいや、そうじゃなくて。ちょっとおまえらと話してたら目が覚めちゃってさ。でも、せっかく休むなら、起きたときにもっと働けるよう、ちゃんと休もうと思って、よく眠れる薬でももらおうかと思ってね」


「ああ、そっか。んじゃ医者呼んどく」


「頼たのむ」


「じゃな」


「ああ」


　そう言って、ライナとフェリスは部屋を去っていく。


　扉が、閉まる。


　足音が、遠ざかる。


　それを確かく認にんしてから、


「…………」


　シオンは左手で布ふ団とんを剝はいだ。そして起き上がろうとする。しかし、やはり右半身が動かない。


「……こりゃ、本格的にまずいな」


　もしかしたら、知らないうちにどこかの神しん経けいを傷付けてしまったのかもしれない。それだとちょっと、めんどうなことになるが……


　と、左手で右腕をたたいてみる。


　しかし、たたかれた感かん触しよくはあった。


　ということは、完全に神経が繫つながってないわけでもないらしい。


　じゃあ、なんだ？


　突然、なにが起きた？


　まさか、


「ほんとに原因不明の奇き病びようってわけじゃ……」


　とそこでまた、扉が開く。


　数人の医者が慌てた表情で入ってくる。


「へ、陛下……目を覚まされましたか!?」


　と叫ぶ医者たちに、左手で静まるように示して、それから言った。


「……扉を、閉めろ。それから、いまから私が言うことは、他言無用だ。約やく束そくできるか？」


　それに医者たちはお互たがいの顔を見合わせてから、緊きん張ちようした表情で、うなずく。


　シオンはそれを確認してから、いまの状況を話した。


　右半身の自由が利かないこと。


　そのことについて、もう一度急いで検査をすること。


　しかしシオンの体に異変が起こっていることについては、外部には漏もらさないこと。とくに城内の関係者たちには、シオンはただの過労で、しばらく休みをとるとだけ伝えること。


　そんなようなことを伝えようとした。


　伝えようとしたのだが、


「…………」


　しかし、途中でまた、意識が遠くなりはじめる。


　急に、強い眠気が……


「へ、陛下？」


　医者たちがうろたえた表情になる。


　シオンは顔をしかめ、


「と、とにかく、このことは外部に漏もらすな……」


　もし、それが外部に漏れるようなことがあれば、問題はさらに大きくなる可能性があるのだ。そうじゃなくてもいまのローランドは、それほど安定した情じよう勢せいにはないのに。


　他国からの侵しん略りやくを牽けん制せいしながら、内部の反国王派の貴き族ぞくたちも抑おさえる必要が……


　しかし、もう頭が回らない。


「ね、眠い……私は少し寝る。あとのことは………………」


「陛下!?　陛…………」


　だがそこで、声が聞こえなくなる。


　意識が薄うすらぐ。


「………………」





　そしてまた、シオンは闇に落ちた。








　　　　◆





　それからまた、夢を見る。


　同じ夢を何度も見る。


　闇に無に声。


　これにはきっと、意味があるのだろう。


　そんな気がする。


「……・・・・・…………・・・……・・・・・・・……」


　かすかな、声。


「……や・・・が…………ち・・……・・な・で・か……」


　前よりも、少しずつそれは大きくなっている。


「……や・そ・が…………ち・・……じ・な・で・か・……」


　少しずつ、少しずつだがそれは、確たしかに大きくなっている。


　だが、声と声の間の言葉を埋うめることができない。もう少しでなにを言っているのかわかりそうなのだが、頭がぼーっとして、いまいち聞き取ることができない。


　あと少し。


　そう。


　あと少しなのだが……


「……やくそく・…………ち・・……じ・な・で・・……」


　やくそく？


　いま、約束と言ったか？


　でも、それはいったいなんの……


　が、そこで、別の方向からまた、声がする。


　その声はよく知っている声で。


　それも無の向こう側から聞こえる声よりも全然大きくて。


『おい、どういうことだよ！　ちょっと起きろ！　おい！　おいって！』





　　　　◆





「おいシオン!!」


　その声で、シオンは目を覚ました。


「……ん」


　目を開く。


　すると必死の形ぎよう相そうのライナが、こちらをのぞきこんでくる。


　シオンはそれを見上げ、


「……んぁ、じゃあ俺を呼んだ別の声は、ライナか。なんだ。せっかくもう少しであっちの声が聞こえそうだったのに……」


「寝ぼけてんじゃねぇよ！　おまえ、大だい丈じよう夫ぶか!?」


　なんて怒ど鳴なられて、シオンはライナの顔を見返す。


「……大丈夫か？　って、いったい、なんの……」


　が、ライナはそれを遮って、


「三日間おまえ、意識取り戻さなかったんだよ！　医者どもが隠してたから今日まで気付かなかったが、おまえ、いったいなにしてんだよ？　なんで調子悪いこと、俺に隠してた！　右半身が動かないって、どういうことだよ！」


　その言葉に、シオンは小さく笑って、


「あ、バレた？」


「バレたじゃねぇ！」


「怒おこってる？」


「ったりまえだろうが！」


　なんて正直に怒られてしまって、シオンはもうなにも言えなくなる。


　珍めずらしく真しん剣けんな顔をしていて、ちょっと冗じよう談だんが通じなそうなライナを見上げ、シオンは小さく言った。


「あ～……ごめん」


　それにライナは顔をしかめ、


「ああもう、そんなのはいいんだよ。んで？　体、どうなんだよ。三日寝て、体の調子は少しはよくなったのか？」


「え？　あ～、どうかな」


　言ってから、シオンは体を、少し動かしてみる。前は右半身すべてが動かなかったが、今回は……


「………………」


　とそこで、シオンはライナから目をそらした。


　それにライナが、


「なんだよ、やっぱ右半身が動かないのか？」


　という問いかけに、しかし、シオンは答えない。


「おい、ちゃんと答えろよ」


「いや、でも、ちゃんと答えたら、おまえ怒りそうだし……」


「怒るとか怒んねぇとかそういう場合じゃねぇだろうが！」


「ほらもう怒ってるじゃーん」


「てめぇは子こ供どもか！」


「う～」


「早く答えろって。まじぶっ飛ばすぞ？」


　その言葉に、シオンは弱々しい笑えみを浮うかべて、言った。


「いや、そのね」


「ああ」


「あの、右半身だけじゃなくて、今日は左半身も……」


「はぁああああああああ!?　なんだよそれ？　まじで？」


「まじで。これ、やばいよね」


「やばいよ。ってかだからおまえ仕事し過ぎはだめだって言ったのに……」


　と、そこまで言ってから、ライナは言葉を止めた。それからこちらに手を向けて、


「いや、待て、落ち着けシオン。大丈夫。ちゃんと冷静に考えればなにかあるはずだ」


「いや、俺は落ち着いてるけど」


「おまえが落ち着くなよ！」


「おまえが落ち着けって言ったんだろ！」


　シオンが言い返すと、それを振ふり払うようにライナは手を振って、


「だあーあーもうそんなのはいいんだって。そうじゃなくてだな！」


　彼は、腕うで組ぐみをする。


「あ～とにかく、あれだ。こんな症しよう状じよう、俺は聞いたことないし、医者も頭を抱かかえてたから、これは謎なぞの奇き病びようなわけだ。じゃ、どうする。どうやって治す？　なんでも治せる勇ゆう者しやの遺い物ぶつでも探さがしにいくか？」


　なんて言葉に、シオンは言う。


「いやいやライナ、ほんとおまえのほうが落ち着けって。いきなりそんな都つ合ごうのいい遺物が見つかるわけないだろ」


「じゃあどうすんだよ」


「う～ん。とりあえず、あれだ。様よう子す見み？　まあ、俺がいない間の仕事はおまえが……」


「この後に及およんでまだ仕事の心配かよ！」


「いやいや、三日も休んだら、ちょっとやばいだろ」


「うっさい馬ば鹿か！　仕事なんてどうでもいいんだよ！　とにかく医者たちにもう一度検査をさせ……」


　が、そこで。


「その必要はな────い！」


　なんて女の声が突とつ如じよ、病室に響ひびく。


　それから扉とびらがばーんっと開く。


　現あらわれたのは、案あんの定じようフェリスなのだが。


　ライナは振り返って、


「あ、フェリスもきたか。ちょっと聞いてくれ。シオンの奴……」


　が、フェリスはそれを遮り、


「黙だまれライナ。事情はさっき、医者たちから聞いた」


「そか。じゃあ……」


　しかし、それも遮って、


「そして少し落ち着け。私がきたからにはもう安心だ」


「え？　じゃあ、おまえになにか考えが？」


　ライナが言うと、フェリスは厳おごそかな表情でうなずく。それから懐ふところからだんごを取り出し、


「さあ、このすべての病やまいを治し、寿命を二万年延ばすだんごを……」


「っていう、てめえの冗談に付き合ってる暇はねぇぇええええええええええええ！」


　と、ライナがだんごを足で蹴けり上げようとするのをフェリスはよけ、カウンターでパンチをライナの顔面にたたきこみ、


「ぎゃぁあああああああ！」


　と、ライナは吹ふっ飛ぶ。


　壁にあたる。


　死ぬ。


　それをフェリスは確かく認にんしてから、またうなずく。


「と、いう冗談はさておき」


「だから冗談言ってる場合じゃないんだって～」


　ライナが死にそうな声で言う。それからフェリスを見上げ、


「おまえ、シオンがまじで謎の奇病なんだぞ？　俺、何度か昏こん睡すいしたあと、最後にはもう目め覚ざめないって病気いくつも知ってんだぞ？　次意識を失ったら終わりかもしんないだぞ？　冗談言ってる場合じゃ……」


　だがそれに、フェリスは落ち着き払った声こわ音ねで、


「だからライナ、おまえは少し落ち着け。私がきたからにはもう、安心なのだ」


「だからなにが安心なのよ？」


　すると彼女は後ろを振り返る。病室の外にいた、小こ汚ぎたない格かつ好こうをした、奇き妙みような老女の姿を。


　その、老女に向かって。


「さあ先生、お入りください」


　なんてことをフェリスが言う。


　それにライナとシオンは顔を見合わせてから、


『……先生？　って、誰だれそれ？』


　二人で同じことを言った。


　するとフェリスは自信満々の顔で、


「おまえ、かの有名な先生のことを知らないのか！」


　その言葉に、シオンは皺しわだらけの顔をした老女を見てから、


「いや、知らないなぁ。そんな有名な人なの？」


　それにフェリスは、当たり前だとばかりにうなずく。


「もちろんだ！　先生こそはあの有名な……先生こそはあの有名な………………えーと、先生、名前なんでしたっけ？」


「おまえも知らないのかよ！」


　というライナの突っ込みは、いつものごとく無視される。


　すると老女はそれに、


「エンペロンと申します、陛へい下か」


　そう言ってから、丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎした。


「このたびは突然の訪ほう問もんをお許ゆるしください」


　なんて言葉に、シオンも慌あわてて、


「あ、いえ、私のほうこそベッドに寝たきりの姿で、失礼します」


　それにエンペロンと名乗った老女が、にっこりと笑う。こちらを見つめ、


「まあまあ、私のような小汚いお婆ばあさんにもそのようなお言葉……本当にこの国は、素す晴ばらしい王に恵めぐまれたのですねぇ」


　なんてゆったりした会話の横で、ライナがフェリスに聞く。


「んで、フェリス。だからこの婆さんが、なんなんだよ？　まさか流しの名医で、たちどころにどんな病気でも治せるとかいう、どこぞの三文小説にありそうな話じゃねぇよな？」


　するとそれにフェリスが答える。


「馬鹿め。医者ではお手上げの謎の奇病なのだろう？　なら、医者を連つれてきても無意味ではないか」


「いや、そうなんだけど……じゃ、こいつ誰なの？」


「先生だ」


「だからなんの先生なんだよ」


　するとそれに老女がまた、穏おだやかに笑って、


「ウィニットだんご店でたまにお手伝いをさせていただいている、ただの下女にございます」


　それにライナが、


「下女？　その下女が、どう……」


　が、その言葉を遮って、老女が言う。


「陛下の、お肩かたに……大きな呪のろいが」


　そこで、ライナの表情が変わる。さっきまでのうろたえていた表情とはうってかわり、


「……呪い……？　ってのは、呪じゆ詛そのことか？　魔ま法ほうの？　おまえ、魔ま導どう学者かなにかか？」


　が、老女はそれにも首を振る。


「いえ、魔法ではありません。いえ、呪いという表現は、少し間違っているでしょうか。呪いというよりは……強い想おもいが、陛下を縛しばっているように、見えます」


　それにシオンは、聞く。


「想い？」


「はい。想い。思念。人によってはそれを、霊れいと呼よぶ者もいますが……」


　それにフェリスが突然、


「や、やややや、やはり、霊の仕し業わざですか!?　お、おそろしい！　なんておそろしいのだ！」


　無む駄だに怯おびえた顔になって、震ふるえ始める。


　そうなのだ。フェリスはこういった類たぐいの話にひどく弱いのだが、一方ライナのほうはあからさまに顔をしかめて、


「はぁ～？　霊？　なに言い出しちゃってんのこのババア……ぐぎゃぁああああ!?」


　が、言葉の途と中ちゆうで、フェリスに殴なぐられて吹っ飛ぶ。


「ちゃ、ちゃんと話を聞け馬鹿ライナ。おまえは先生が、どれだけ美お味いしいだんごを作れるのか、知っているのか！」


「………………いや、だんごはこの際、ほんとに関係ないだろ……」


　と、弱り切った声音で言うが、やはり無視。


　だが、霊という言葉が出た時点で、シオンもこの、エンペロンとかいう老女に対する興きよう味みを失っていた。


　なぜなら、いまの魔導研究ではすでに、霊の存そん在ざいは否ひ定ていされているのだから。


　おそらく占うらないかなにかが得とく意いだというこの老女にフェリスが事情を話し、老女は一ひと儲もうけできるぞ、とでも思ったのだろうか。


　だが、いまはそんな状じよう況きようではないのだ。


　この動かない体をなんとかしないと……


「…………」


　しかしそこで、老女が言う。


「信じてもらえないのは重じゆう々じゆう承しよう知ちでございますが……」


　それにシオンは微笑ほほえんで、


「いえ、そういうわけではないのですが……」


　しかし、老女はそれを遮って、続ける。


「ただ一言、言わせてください。その肩にいる想い……霊は、なにかを伝えたいと、あなたに言っています」


「いえ、ですからそのですね、私は……」


　しかしそれも遮って、老女が言う。


「やくそく……」


　瞬しゆん間かん。


「え？」


　と、声を上げてしまった。


　老女は、続ける。


「そう。約束と……そう言ってます。なにか、心当たりは？」


「…………いえ、ありません」


「本当ですか？」


「…………」


　それに、シオンは答えられない。


　やくそく。


　約束。


　それは、夢の中で聞いた言葉だった。


　あの夢の中。


　闇の向こう。


　無の向こう側から聞こえてくる、かすかな声。


『……やくそく・…………ち・・……じ・な・で・・……』


　でも、なぜそのことを、この老女が？


　そんなことを思いかけて、しかし、シオンは心の中で首を振る。


　なにを考えてるんだ、俺は。こんなの、詐さ欺ぎ師しの常じよう套とう句くじゃないか。誰だってかつて、誰かと約束を交かわしたことがある。そうじゃなくてもこの国は、戦乱が絶たえなかったのだ。死別した親、兄弟、友、いくらでもそんな相手はいる。そんな中、霊が肩に憑ついていて、あなたは誰かと約束を交わしたことがありませんか、と聞かれれば、なぜそのことを……ってなことになるだろう。


　シオンは、苦く笑しようする。こんな戯たわ言ごとを信じそうになるなんて、なにを俺は弱気になってるんだと。


　彼はなるべく嫌いや味みにならないよう、優やさしく微笑んでから、


「ご忠ちゆう告こく、ありがとうございました。でも私は……」


　そう言おうとしたところで、老女はまた言葉を遮って──


　言った。


　それも、シオンのほうじゃない。シオンの肩の上のほうを見上げて。


　彼女は、口を開いた。


「シオンさん」


　陛下ではなく、シオンさんと老女は言う。


　そしてさらに、


「約束が……約束が違うじゃないですか」


　刹せつ那な、あの、夢の中の声が蘇よみがえる。


『……やくそく・…………ち・・……じ・な・で・・……』





『……やくそくが…………ちがう……じゃないですか……』





　言葉が、埋うまった。


　そしてその口く調ちようを、シオンは知っている。


　シオンさんと呼ぶ、その口調をシオンは知っている。


　とそこで、シオンは自分の肩の上を見上げる。首の痛みも無視して、そちらを見上げる。


　そこには当然、誰もいない。なにも見えない。だが、


「おまえ、まさか」


　とそこで、また、首が激しく痛んだ。あまりの激げき痛つうに意識が飛ぶ。


　まただ。また闇に落ちるのだ。


　だが、シオンは抵てい抗こうしなかった。


　呼ばれているのだ。


　あいつに、呼ばれてるのだ。なら、抵抗する必要はない。


　目を閉じる。


　するとあっさり、意識は途と切ぎれる。








　　　　◆





　そしてまた、夢の中だ。


　だが、今度は闇の中じゃなかった。


　そこは執しつ務む室しつ。


　ローランド城の、シオンの執務室。


　だが、いまの執務室じゃない。ライナの机つくえはなく、いまよりも綺き麗れいに整せい頓とんされていて、書類も散さん乱らんしていない。


　シオンはその、整理が行き届とどいた机に座すわっていて。そこでいつものごとく書類と格かく闘とうしていて。


　しかし、背はい後ごで声がする。


　聞き覚えのある、声。


　懐なつかしい声。泣きたくなるほど懐かしい声。


　まだ、少年のような幼おさなさの残った声で、


「もぉ！　シオンさん、約束が違うじゃないですかぁ～」


　少し怒ったように、彼は言う。


　それに、シオンは振り返る。


　するとそこにいるのは、やはり彼だった。


　黒くろ髪かみに、黒い瞳ひとみ。童どう顔がんの、怒っても優しい顔。


　フィオル・フォークルの姿。


　それにシオンは、泣きそうになる。泣きそうな顔のまま、


「……なんだ、フィオルかぁ」


　するとフィオルは頰ほおをぷーっと膨ふくらませて、


「フィオルかぁじゃ、ないですよまったく！　なんで僕が用意したご飯、食べてないんですか！」


　そう言って、机のわきに用意されていたサンドイッチを指さす。


　シオンはそちらを見て、


「あれ、そんなの用意してあったっけ？」


「してました！　ずっと前から置いてました！　まさかシオンさん、仕事に夢中で気付かなかったんですか？」


「…………そうみたい……」


「もぉ～」


　とそこで、机の上の書類を取り上げられる。


「これ、食べてくれるまで、仕事禁きん止しです」


「え、いやちょっと待って、あと少しでそれ……」


　と、書類を取り返そうと伸のばした手を、


「だ～～～～め！」


　ぺちっとたたかれる。


　年はシオンのほうが上なのに、まるで、母親と息子むすこのようだった。


「もお、何度僕に同じこと言わせるかなぁ～。成長してください、成長！」


「……まいったな」


　シオンは頭をかいてから、仕方なくサンドイッチを手にとって、口に運ぶ。そのサンドイッチはすごく美お味いしくて、体に優しい味がする。


　フィオルはそれを確認してから、


「じゃ、食べたらお風ふ呂ろ。お風呂入ったらベッド。わかりましたか？」


「え、いやでも仕事……」


　しかしそれにフィオルは、


「…………」


　なにも言わない。なにも言わないまま、一点の曇くもりもない、純じゆん粋すいな瞳ひとみでこちらをじーっとにらみつけてきてから、急に悲しげな顔になって。


「もぉ、これじゃ僕、心配でどこにもいけないじゃないですか。ほんと、しっかりしてください。僕だってずっとあなたのそばにいられるわけじゃないんですから……それともなんですか？　僕にずっと心配させるつもりですか？」


　なんて口うるさく言ってきて。


　それにシオンは、


「あーわかった！　わかったから！」


　慌ててサンドイッチを口に押おし込む。


　するとまた、


「よく嚙かむ！」


「……は～い。まったくもぉ、フィオルは俺の母親みたいだなぁ～」


　シオンはぼやくように言った。


　それにフィオルは、嬉しそうに笑った。


　にこにこと楽しそうに笑った。


　だがその顔は、徐じよ々じよにぼやけていってしまう。


　さっきまであんなに口うるさくしていたのに、その姿は、徐々に薄うすくなってしまう。


　ただ、かすかに声が聞こえる。


　遠くに。


　闇の向こう。


　無の向こう側から。


　かすかな、なにを言っているかわからない声。


　だが、口うるさい母親のような声が……








　　　　◆





「…………」


　シオンは、目を開いた。


　また、病室だ。


　白い壁かべ。


　居い心地ごこちの悪いベッド。


　消毒の匂におい。


　そしてシオンの右腕には、点てん滴てきが落とされている。


　部屋には誰もいない。


　ライナも、フェリスも。


　どれくらいの時間、眠っていたのかもわからないが、でも、そんなに長い間じゃないだろう。


　なぜならもう、その必要はないのだから。


　シオンは息を吸すう。


　吐はく。


　それから、動かなくなっていたはずの左手を動かす。するとあっさりそれは動いて、右手に刺ささっている点滴の針はりを外す。右手も、動かす。やはり簡かん単たんに動く。


　なんの不自由もない。


　もう、十分休みはとったのだ。それは起きてすぐわかった。ここしばらくで一番体の調子がいい。もう大丈夫。あいつに心配されて、無む理り矢や理り体を押さえ込まれたりしなくても、もう十分休んだ。


　だからもう、仕事に戻れる。何日も休んでしまったから、これからしばらくは大変だろう。


　すぐに起きて、城に帰らなくちゃ。


　そう思う。


　おまけに、シオンがまた昏こん睡すい状態になったと、ライナや、フェリス、そして仲間たちがみな、心配しているだろう。だから目を覚さましたことを、もう、体も大丈夫だということを伝えてやらないと。


　そう思う。


　だが、シオンは動かない。


　ただ、自分の肩かたの上のあたりをそっと見上げて。


　もう痛まない、肩の上のあたりをそっと見上げて。


「……あ～もう、だいぶ調子いいけど、せっかくの休みだから、もう少し、だらだら過ごそうかな～」


　なんて、誰だれにともなく言ってみる。


　もちろん答えなんてない。


　だが、それでいい。


「…………さて、もう少しだけ、寝ねるか」





　別にそれでいいと、シオンは思った。







（不眠不休の王様：おわり）







　あとがき＆キャラクター人気投票結果発表！







　はい！


　気力がだうんろおおおおおおおおおおおおおおおおおど中の鏡かがみ貴たか也やです。


　噓うそです。元気です。


　いやぁ、隔かく月げつ刊行ですねー。


　いかがでしたでしょうか、『気力のダウンロード』。


　相あい変かわらずのふざけたタイトルですが、今回の作品群は結けつ構こう気に入ってるものばかりです。みなさんに楽しんでいただけたらと思ってます。


『無気力のクロスカウンター』で『気力』ってタイトルもう使ってるのに今回も『気力』ですか？


　という突っ込みは受け付けません！


　今回は『無』がついてないので、新しいのです。決して『○○力の～』のタイトルのネタが切れたわけではありません！　いや、毎回切れそうでひーひー言ってるんですが、あと、二、三個あります（少なっ!!）


　タイトルネタといえば、第二部へ突入する長編のほうにも大事件が……


　あれ、これオフレコ？　まだオフレコですか担たん当とうさん？


「…………」


　ってね。まあ、あとがき書いてる僕ぼくの部屋には担当さんがいるわけないので、あれです。オフレコだとあとがき書き直しみたいなめんどくさいことが起きてしまうかもしれないので、さっさと例の話題へいきます。


　そう！　今回は伝勇伝キャラクター人気投票の発表がありま────す！


　ワーワーパチパチパチと、自分で書く！（笑）


　でもその前に、恒こう例れいのを言わせてください。


　今回の短編集『気力のダウンロード』で、なんと短編集のほうも二ふた桁けたを迎むかえてしまいました！　十巻です。10巻！　鏡貴也作品としては、33冊目です。


　多っっっ!?　よ、よ、よく書いたなぁ～。


　そしてそんなにいっぱい書いても、読んでくれて、楽しみにしてくれているみなさんのおかげで、僕はこうしてまた、あとがきを書いていられます。


　本当にありがとうございます！


　これからも一いつ生しよう懸けん命めいがんばっていくから、よろしくね！





　と、いうわけで～。


　みなさんお待ちかねの人気投票の結果にいっちゃいまーす。


　僕の口く調ちようのテンションが妙みように高いのは、寝てないからなのかーという突っ込みは受け付けませーん。じゃあいきます！　いまいきます！


　えーと、どう発表しようかな。


　とりあえず、少数票を一気に発表します！





　同列47位!!


　クゥ・オルラ。


　スイ・オルラ。


　ピュアリス。


　トアレ・ネルフィ。


　スパフェリちゃん。


　おすすめ詰つめ合わせセット４番。


　次元の龍りゆう。


　ブロフス・ザムル。


　フェリスにとりついたワンコの霊れい。


　バルボー。


　ウェン。


　アルア。


　ナイア。


　フェリスの父様。


　ミュミュ。


　黒くろ髪かみの女（ライナの胸むねから出てくる）


　エナ・アストー。


　エスリナ・フォークル。


　看かん守しゆのおっちゃん。


　とよた先生。


　担当Ｍさん。





　以上のみなさまです！


　本当に多数の応募、ありがとうございます。わりとメインどころから、一度しかでてきてないようなすごく懐なつかしいキャラにまで票が入ってて、嬉うれしいです。


　おまけにまだ短編集に収おさめられてないような、ドラマガだけのキャラも含ふくまれてて、発表していいんだろうかと躊ちゆう躇ちよしながらもとりあえず発表してしまいました。


　みんなは全員、覚おぼえてるかな──？


　僕は～。


　あ～。


　よ、よし、次いってみよう！（え～）





　同列41位!!


　ペール。


　メイコーン・メイコ


　ユール。


　エステラ・フューレル。


　ペンテスト。


　ティールナウェスト・シルウェルト。


　ペリア・ペルーラ。





　以上のみなさまです！


　いやぁ、ペールは前巻『全力のドロップアウト』におさめられているあの幻まぼろしの短編、フェリスの思い出のあの子なのですが、今回は『全力のドロップアウト』発売前に人気投票締しめ切りがきてしまったので、この位置でした。残念。


　エステラに関しては～、ちょっと前までけっこう人気高かったんだけど、少し出番増やしてあげようかなぁ（笑）


　他の面々は、メイコとペンテスト、よく入ったな────。


　で、ペリアに関しては……えーと、ペリアにはコメントをもらってみよう。


　どうぞ。


「あ、てめ、ゾーラ笑うなよ！」


「見た？　ピア。見た見た？　あいつ41位だって！　41位！　ダッサ！」


「ぷ」


「ぴ、ピアまで!?」


　なんか悲痛な感じになってきたので、このへんにしときます（涙）





　では次は同列34位！





　シルワーウェスト・シルウェルト。


　ボワーム温泉旅館の仲なか居いさん。


　シュス・シラーズ。


　ナルア・カラード。


　エイミ・カラード。


　リル・オルラ。


　リューラ・リュートルー。





　以上のみなさんでしたー。


　シルもエステラと並び、最近出番が少ないという理由でこの結果なんですが、どうですか？


「え？　気にしてませんよ？　僕はほら、槍やりの強さを証明できればそれでいいのです。そしてその最強の槍を、ランキング上位へすでに突っ込んであるのです！」


　だ、そうです。上位にいったいなにがあるのか！（バレバレだけど）


　あとのみなさんにはコメントをもらえな……





「ライナ～。見てる～？　パパだよ～ん」





　ええと、はい、次にいきます。


　では同列31位。





　ラッハ・ベラリオール。


　ムー・ベラリオール。


　カルネ・カイウェル。





　あ、かなりメインどころのみなさんですね。感想をどうぞ。


「まあ、俺おれはミルク隊長が上位にいれば、それでいいよ。なあムー？」


「うん！　全然オッケー!!」


「全然オッケーじゃなぁああい！　クラウ先せん輩ぱい何位？　あの筋きん肉にく超ちよう人じんに負けるってどうなの！　熟じゆく女じよ票はちゃんと加算してくれたっ!?」


　いろいろあるようですが、次いきます、次。　では同列28位。





　ヴォイス・フューレル。


　フィオル・フォークル。


　ラッヘル・ミラー。





　以上のみなさんです。


　では、それぞれコメントもらいましょう。





「………………」


　あれ、ヴォイスさん、どうしました？　え？　次回はもっと上位を狙ねらうから今回は出ない戦せん略りやく？　ここのところ短編にどうして出ないのかをみなさん──とくに幼よう女じよのみなさんお楽しみ？


　え、それってヴォイス、まさか君は長…………


　い、いや、それもおいておいて、じゃ、じゃあ次の方にいきましょう。


「………………」


　あれ、フィオルさんも!?　え、今回急に出番が多かったから、これ以上出るのは申もうし訳わけない？　謙けん虚きよだなぁ。


　じゃあミラーさんどうぞ。


「……まるで興きよう味みないな」


　そ、そうですか……


　では、次にいきまーす。


　単独27位！





　ウィニットだんご店。





　さすがローランドの名店。フェリスの熱心な広告展開によって、伝勇伝一巻から出ずっぱりのウィニットだんご店が堂々のランクインです。キャラじゃないどころが、人ですらありません。すごいなぁ（笑）





　では、次へまいります。


　同列25位！





　ジェルメ・クレイスロール。


　鏡先生。





　以上のみなさまです！


　僕に票いれてくれたみんな、ありがとう！　これからもがんばるね！


　そしてもう一方に、コメントをいただきます。


「あっら～、ラッヘル私より順位下？　私より出番多いのに順位下？　あ～んこれは、夫婦仲に問題が起きちゃうかも～[image: ]」


「……君はそういうの、嬉しそうに言うなぁ」


「悔くやしい？」


「別に」


「ふふふ。ほんとにぃ～？」


　夫婦の危機は、大だい丈じよう夫ぶそうです。


　では次いきます。


　単独24位！





　ラフラ。





　おー、ライナにとってのキーパーソンになった、『夢置眼エブラ・クリプト』保持者の彼です。ではコメントをどうぞ。


「……え？　あ、僕？　僕がランキング登場しちゃったの？　それでいま僕がなにやってるか聞きたいと？　ええと、あ、ちょっと待ってくだ……」


「あああラフラまた女の子の夢のぞいてるんでしょおおおお！」


「うわプエカ、ちょ、なに言ってるんだよ！　のぞいてないですよ？　僕はそんな……」


「この変へん態たいぃいいいいいい！」


「ぎゃあああああああ」


　え、ええ～!?　そんなキャラだっけ!?　なにか向こうでは、いろいろあるようです。





　続きまして、同列22位いきまーす。





　ハミン・パティ。


　リーレ・リンクル。





　以上のみなさんです。


　中間報告でもいいましたが、相変わらずハミン強いなぁ。ではコメントどうぞ。


「おひさしぶりでーす！　そしていまこそ、私が言わなければいけないと思っていたことを、言わせていただきます！　それは！　私を！　ローランド編に出しなさぁあああい！　ってこと!!


　そしてローランドの男＆男たちの熱い情熱について私が解説していけば、売り上げ倍増間ま違ちがいなし！　ああ[image: ]　考えるだけでよだれがでちゃう[image: ]　英えい雄ゆう王おうシオン・アスタール様と、あの絶ぜつ世せいの美青年フェリス・エリスさまの肉体が……」


　はい、そこまで！


　彼女はあまりに卑ひ猥わいなので、再登場させるかどうか、迷まようところですね（笑）


　さらにもう一方、リーレさんどうぞ～。


「あ、このたびはご支持、ありがとうございます。これからも頑がん張ばっていきますので、ミルク隊長ともども、よろし……」


「それとムーもね！　ムーもお願い！」


「ず、ずるいぞムー！　じゃ、じゃあ俺も！　ラッハもよろしくな！」


「二人ともさっきは順位気にしないって……うわ。なんで泣きそうに……仕方ないなもう……そういうわけで、リーレ、ラッハ、ムー、三人ともども、よろしくお願いします」


「と、慰なぐさめあう男たちは、ついに長年心に秘ひめていたお互たがいの気持ちに気付き、ゆっくりと上着を脱ぬぎ始め……」


　黙だまれハミン！（笑）





　では続いて同列20位の発表へいきます。





　ルシル・エリス。


　レファル・エディア。





　以上の二人です。


　ではまずルシルさんに聞いてみましょう。


「……ふぅん。ランキング、ちょっと下がったね………………はぁ」


　って、気にするのっ!?　と、僕が叫さけんだときにはもう、彼の姿はありませんでした。


　続いてレファルさん。


「おー、ついに俺の名声もここまできたか！　ガスタークのみんな、見てるかー？　俺やったぞー。いまいち南大陸ばっかり中心に描えがかれてるこのえこひいき作品で、ついに北大陸の出番がきたぞ！　頑がん張ばった！　俺たちは頑張った！　そして第二部になった暁あかつきには、タイトルも変へん更こうされて伝説のガスタークの伝説になるよう、工作を始めるぞ！　スイ、クゥ、リク、いけ！」


　と、相変わらず野心満々です。レファルの裏工作ではないですが、これから徐じよ々じよに北大陸も描かれていくようになると思うので、レファル好きのみなさんは、お楽しみに。





　さてさて、ついに上位陣にやってきました！　こっからは全員単独です。そう。伝勇伝人気ランキングトップを狙って熾し烈れつな戦いが繰くり広げられていくのです。


　では19位を発表します。


　19位は～。





　と、一番いいところでなんと今回はここまで～。


　ページ数が、16枚もあったのに足りねぇえええええええ！


　ごめんね～。一気に発表してあげたかったんだけど、こっからは全部単独だから、19人もいるんだよ～。


　というわけで上位陣発表は、次回の、長編になりまーす！　そしてその長編では大事件が起きるので、お楽しみに～。


　あ！　ちなみに一つだけ言っときます。前回たった一人からの組そ織しき票によって一位だった無名キャラ、クローウェル・サイラを超こえるキャラが今回は何人もいます！　前回下位に登場していて、そんなはずねぇだろおおというみんなからの愛あいで一気に急きゆう浮ふ上じようしたキャラも何人もいます。前回ランキングに登場しなかったキャラも、ものすごい票数を獲かく得とくして階段を上り詰めたりしてます！


　もう、まさにデッドヒート!!　ぜひ、人気投票後編も、お楽しみに!!


　ってうわ、もう、まじでページ数ない！　あ、あ、じゃあ、今回はこのへんで！　次の長編は、三、四か月後には出ると思うから、みんなよろしくね─────!!


　ではでは今回はこのへんで～。







鏡　貴也





　　　初　出





のーぶる・まなー




　　月刊ドラゴンマガジン２００５年８月号




ぶらいと・ふぁみりー・ぷらん




　　月刊ドラゴンマガジン２００５年９月号




うぇい・おぶ・らいふ




　　月刊ドラゴンマガジン２００５年10月号




ごーすと・ぱにっく




　　月刊ドラゴンマガジン２００５年11月号




てりぶる・ふぃーばー




　　月刊ドラゴンマガジン２００５年12月号




伝勇伝　外伝


ディア・マイ・シスター




　　月刊ドラゴンマガジン２００４年11月号増刊




おもいやり伝勇伝


不眠不休の王様




　　書き下ろし
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とりあえず伝でん説せつの勇ゆう者しやの伝でん説せつ[image: ]


気き力りよくのダウンロード





鏡かがみ　貴たか也や
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